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ここでは、次の項目について説明します。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則








対象読者


このマニュアルは、Oracle Database 12cのすべての購入者を対象としています。






ドキュメントのアクセシビリティについて


オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照するか、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


詳細は、次のOracleマニュアルを参照してください。

	
今回のリリースのOracle Databaseにおける新機能の詳細は、『Oracle Database新機能ガイド』を参照してください。


	『Oracle Databaseライセンス・ガイドライン』。URLは次のとおりです。
https://www.oracle.com/assets/databaselicensing-070584.pdf










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
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この章は、次の項目で構成されています。

	
概要


	
Oracle Databaseのエディションおよび許可される機能


	
特別なライセンス権限


	
使用制限付きライセンス


	
サードパーティの通知やライセンス







1.1 概要


このライセンス情報ドキュメントは、Oracleライセンス契約の条件に基づく製品またはプログラム・ドキュメントの一部であり、このドキュメントで説明されているOracleソフトウェア・プログラム(ここではプログラムと呼ぶ)に関連のあるプログラム・エディション、権利、制限、前提条件、特殊なライセンス権、または別個にライセンスを付与されたサード・パーティのテクノロジ条件(あるいはそれらすべて)をユーザーが理解する際に役立つよう作成されています。このドキュメントで説明されている、権利を有するか使用制限のある製品またはコンポーネントが、特定のプログラムで提供されていない場合は、Oracle Software Delivery Cloud Webサイト(https://edelivery.oracle.com)、またはOracleが提供するメディアから入手できます。ライセンスの権利と義務に関するご質問は、オラクル社の販売代理店にお問合せいただくか、Oracleのソフトウェア投資ガイド(http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/software-investment-guide/index.html)の情報を参照するか、またはhttp://www.oracle.com/us/corporate/license-management-services/index.htmlの該当するOracle License Management Servicesの担当までご連絡ください。






1.2 Oracle Databaseのエディションおよび許可される機能


この項は、次の項目で構成されています。

	
Oracle Databaseのエディション


	
Oracle Databaseのエディションで許可される機能、オプションおよびManagement Pack


	
Oracle Engineered SystemsおよびOracle Storage Systemsに固有の機能


	
Windowsプラットフォーム固有の機能


	
Oracle Databaseオプションおよび許可される機能


	
Oracle Management Packおよび許可される機能


	
機能、オプションおよびManagement Packの使用状況の確認








1.2.1 Oracle Databaseのエディション




表1-1 Oracle Databaseのエディション

	エディション	このガイドで使用する省略名	説明
	
Oracle Database Standard Edition 2

	
SE2

	
Oracle Database Standard Edition 2には、ワークグループ、部門レベルおよびWebのアプリケーションを開発するために必要なすべての機能が含まれています。

注意: Oracle Database Standard Edition 2は、Oracle Database 12c リリース1 (12.1.0.2)以降で利用可能です。12.1.0.1では、Oracle Database Standard Edition OneおよびOracle Database Standard Editionが利用可能です。


	
Oracle Database Enterprise Edition

	
EE

	
Oracle Database Enterprise Editionは、大規模なオンライン・トランザクション処理(OLTP)アプリケーション、クエリ集約型データ・ウェアハウスおよび要求の厳しいインターネット・アプリケーションなどのアプリケーション開発に必要なパフォーマンス、可用性、スケーラビリティおよびセキュリティを実現します。Oracle Database Enterprise EditionにはOracle Databaseのすべてのコンポーネントが含まれており、「Oracle Databaseオプションおよび許可される機能」および 「Oracle Management Packおよび許可される機能」で説明する有償オプションおよびOEM Management Pack製品を購入することで、機能をさらに拡張できます。


	
Oracle Database Personal Edition

	
PE

	
Oracle Database Personal Editionは、Oracle Database Standard Edition One、Oracle Database Standard Edition、Oracle Database Standard Edition 2およびOracle Database Enterprise Editionとの完全な互換性が必要な、シングル・ユーザーによる開発とデプロイ環境をサポートします。Personal Editionには、Enterprise Editionに含まれるすべてのコンポーネントの他に、「Oracle Databaseオプションおよび許可される機能」で説明するすべてのオプションが含まれます。ただし、Personal Editionでは使用できないOracle RAC One NodeおよびOracle Real Application Clustersのオプションは含まれません。Personal Editionは、WindowsプラットフォームとLinuxプラットフォームでのみ使用できます。Oracle Management Packは、Personal Editionには含まれません。


	
Oracle Database Express Edition

	
XE

	
Oracle Database Express Edition (Oracle Database XE)は、無償でダウンロードできるエントリレベルのOracle Databaseエディションです。インストールおよび管理が簡単で、アプリケーションの開発、デプロイ、配布が可能です。Oracle Database XEでは、費用のかかる複雑な移行作業を行わずに、別のエディションのOracleに簡単にアップグレードできます。Oracle Database XEは、どのようなCPU数のどのようなサイズのマシンにもインストールすることができ、ホスト・マシン上で最大1GBのメモリーおよび1つのCPUのみを使用して、最大11GBのユーザー・データを格納します。サポートはオンライン・フォーラムで提供されています。Oracle Database XEの現行バージョンは、Oracle Database 11gリリース2です。














1.2.2 Oracle Databaseのエディションで許可される機能、オプションおよびManagement Pack



この項の表は、Oracle Databaseの機能、Oracle DatabaseのオプションおよびOracle Management PackをOracle Databaseの各エディションで使用できるかどうかを示しています。列のYは、機能、オプションまたはパックを特定のエディションで使用できること、Nは使用できないこと、N/Aは該当しないことを示しています。これらの表を参照すれば、エディション間の相違を理解し、Enterprise Edition (シングル・ユーザー環境ではPersonal Edition)が必要かどうかを判断できます。

表は次の機能カテゴリにまとめられています。

	
統合(Consolidation) - 表1-2


	
開発プラットフォーム - 表1-3


	
高可用性 - 表1-4


	
統合(Integration) - 表1-5


	
管理性 - 表1-6


	
ネットワーク - 表1-7


	
パフォーマンス - 表1-8


	
スケーラビリティ - 表1-9


	
セキュリティ - 表1-10


	
スナップショットおよびクローニング - 表1-11


	
空間およびグラフ・データ - 表1-12


	
VLDB、データ・ウェアハウスおよびビジネス・インテリジェンス - 表1-13





注意:

Oracle Database XEは、Oracle Database製品ファミリの他の製品から独立した製品であることに注意してください。Oracle Database XEで使用できる機能については、製品とともにインストールされる「Oracle Database Express Editionライセンス情報」を参照してください。Oracle Database XEの現行バージョンは、Oracle Database 11gリリース2です。




注意:

Oracle Database Standard Edition 2 (SE2)は、Oracle Database 12c リリース1 (12.1.0.2)以降で利用可能です。12.1.0.1では、Oracle Database Standard Edition One (SE1)およびOracle Database Standard Edition (SE)が利用可能です。








表1-2 統合(Consolidation)

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
マルチテナント

	
N

	
N

	
Y

	
最大252のプラガブル・データベースまでの追加費用オプション。ユーザーが作成したプラガブル・データベース(シングル・テナント)が1つの場合は、すべてのエディションで、マルチテナント・アーキテクチャを使用できます。

注意: ライセンスの目的においては、1つの非CDBインスタンスが、1つのCDB内の1つのユーザー作成PDBと同等です。











表1-3 開発プラットフォーム

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
SQLJ

	
Y

	
Y

	
Y

	
Oracle Programmerが必要


	
Oracle Developer Tools for Visual Studio .NET

	
Y

	
Y

	
Y

	
Windowsのみ


	
Microsoft分散トランザクション・コーディネータのサポート

	
Y

	
Y

	
Y

	
Windowsのみ


	
Active Directory統合

	
Y

	
Y

	
Y

	
Windowsのみ


	
ネイティブ.NETデータ・プロバイダ—ODP.NET

	
Y

	
Y

	
Y

	
Windowsのみ


	
.NETストアド・プロシージャ

	
Y

	
Y

	
Y

	
Windowsのみ











表1-4 高可用性

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
アプリケーション・コンティニュイティ

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Active Data GuardオプションまたはOracle Real Application Clustersオプションが必要


	
Oracle Fail Safe

	
Y

	
Y

	
Y

	
Windowsのみ


	
Oracle RAC One Node

	
N

	
注意事項を参照

	
Y

	
EEでは追加費用あり

SE2に付属

SE1およびSEで使用不可


	
Oracle Data Guard—Redo Apply

	
N

	
N

	
Y

	 
	
Oracle Data Guard—遠隔同期スタンバイ

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Active Data Guardオプションが必要


	
Oracle Data Guard—Redo Apply

	
N

	
N

	
Y

	 
	
Oracle Data Guard—スナップショット・スタンバイ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
Oracle Data Guard—リアルタイム・カスケード・スタンバイ

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Active Data Guardオプションが必要


	
Oracle Active Data Guard

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
ローリング・アップグレード—パッチ・セット、データベースおよびオペレーティング・システム

	
N

	
N

	
Y

	 
	
Active Data Guardを使用したローリング・アップグレード

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Active Data Guardオプションが必要


	
オンライン索引再ビルド

	
N

	
N

	
Y

	 
	
オンライン索引構成表編成

	
N

	
N

	
Y

	
ALTER TABLE ...MOVE ONLINE操作


	
オンライン表再定義

	
N

	
N

	
Y

	
DBMS_REDEFINITIONパッケージを使用


	
多重化バックアップ・セット

	
N

	
N

	
Y

	 
	
高速増分バックアップのブロック変更トラッキング

	
N

	
N

	
Y

	 
	
バックアップでの未使用ブロックの圧縮

	
N

	
N

	
Y

	 
	
ブロックレベル・メディア・リカバリ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
書込みの欠落保護

	
N

	
N

	
Y

	 
	
自動ブロック修復

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Active Data Guardオプションが必要


	
パラレル・バックアップおよびリカバリ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
表領域のPoint-in-Timeリカバリ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
試行リカバリ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
ファスト・スタート・フォルト・リカバリ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
フラッシュバック表

	
N

	
N

	
Y

	 
	
フラッシュバック・データベース

	
N

	
N

	
Y

	 
	
フラッシュバック・トランザクション

	
N

	
N

	
Y

	 
	
フラッシュバック・トランザクション問合せ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
フラッシュバック・データ・アーカイブの最適化

	
N

	
N

	
Y

	
基本フラッシュバック・データ・アーカイブはすべてのエディションにあります。フラッシュバック・データ・アーカイブの最適化には、EEおよびOracle Advanced Compressionオプションが必要です。


	
オンラインでのデータファイル移動

	
N

	
N

	
Y

	 
	
Transaction Guard

	
N

	
N

	
Y

	 
	
クロス・プラットフォーム・バックアップおよびリカバリ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
グローバル・データ・サービス

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Active Data Guardオプションが必要


	
RMANバックアップから表や表パーティションを回復

	
N

	
N

	
Y

	 









表1-5 統合(Integration)

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
基本レプリケーション

	
Y

	
Y

	
Y

	
SE/SE1/SE2: 読取り専用、更新可能なマテリアライズド・ビュー


	
アドバンスト・レプリケーション

	
N

	
N

	
Y

	
マルチマスター・レプリケーション


	
Oracle Streams

	
Y

	
Y

	
Y

	
SE/SE1/SE2: REDOログからのキャプチャなし


	
Database Gateways

	
Y

	
Y

	
Y

	
Database Gateway for ODBCはすべての製品に含まれています。

その他のすべてのDatabase Gateway製品をすべての製品で使用できますが、別途製品ライセンスが必要です。


	
Messaging Gateway

	
N

	
N

	
Y

	 
	
共有キュー

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Partitioningオプションが必要











表1-6 管理性

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Database

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
Oracle Data Masking and Subsetting Pack

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Database

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
Oracle Diagnostics Pack

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
Oracle Tuning Pack

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション。Oracle Diagnostics Packも必要。


	
Oracle Real Application Testing

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
データベース・リソース・マネージャ

	
N

	
N

	
Y

	
CPUリソース管理はすべてのプラットフォームで利用可能。I/Oリソース管理にはExadataまたはSuperclusterストレージが必要。


	
インスタンス・ケージング

	
N

	
注意事項を参照

	
Y

	
SE2およびEEで使用可能

SE1およびSEで使用不可


	
SQL計画の管理

	
N

	
N

	
Y

	 
	
SQLチューニング・セット

	
N

	
N

	
Y

	
SQLチューニング・セットは、データベース・サーバーAPIおよびコマンドライン・インタフェースでもアクセスできます。次のサブプログラムは、DBMS_SQLTUNEパッケージの一部で、SQLチューニング・セットの管理インタフェースを提供し、Oracle Database Enterprise Editionのライセンスが必要です。ADD_SQLSET_REFERENCE、CAPTURE_CURSOR_CACHE_SQLSET、CREATE_SQLSET、CREATE_STGTAB_SQLSET、DELETE_SQLSET、DROP_SQLSET、LOAD_SQLSET、PACK_STGTAB_SQLSET、REMOVE_SQLSET_REFERENCE、SELECT_CURSOR_CACHE、SELECT_SQLSET、SELECT_WORKLOAD_REPOSITORY、UNPACK_STGTAB_SQLSET、UPDATE_SQLSET。


	
Oracle Fleet Patching and Provisioning

(以前のラピッド・ホーム・プロビジョニング)

(注意1を参照)

	
N

	
N

	
Y

	
複数のクラスタにわたってデプロイした場合、FPPの管理対象のそれぞれに次のいずれかのライセンスが必要です: Oracle Database Lifecycle Management Pack、Oracle RACまたはOracle RAC One Node







注意1: この機能は、Oracle Database 12c リリース1 (12.1.0.2)から利用可能になりました。






表1-7 ネットワーク

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
Oracle Connection Manager

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Databaseクライアント(通常、別のマシンにインストールされる)のカスタム・インストールを介して使用可能


	
Infinibandのサポート

	
N

	
N

	
Y

	 
	
ネットワーク圧縮

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Advanced Compressionオプションが必要


	
ネットワーク暗号化(SSL/TLS)

	
Y

	
Y

	
Y

	 









表1-8 パフォーマンス

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
クライアント側問合せキャッシュ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
問合せ結果キャッシュ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
PL/SQLファンクション結果キャッシュ

	
N

	
N

	
Y

	 
	
TimesTen Application-Tier Database Cache

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
データベース・スマート・フラッシュ・キャッシュ

	
N

	
N

	
Y

	
SolarisおよびOracle Linuxのみ


	
Oracle Exadata Storage Serverソフトウェアのサポート

	
N

	
N

	
Y

	 
	
適応実行計画

	
N

	
N

	
Y

	 
	
UNIONおよびUNION ALLブランチの同時実行

	
N

	
N

	
Y

	 
	
インメモリー列ストア

(注意1を参照)

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Database In-Memoryオプションが必要


	
フォルト・トレラント・インメモリー列ストア

(注意1を参照)

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Database In-MemoryオプションとOracle Real Application Clustersオプショに加え、Exadata、SuperclusterまたはDatabase Applianceが必要


	
インメモリー集計

(注意1を参照)

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Database In-Memoryオプションが必要


	
属性クラスタリング

(注意1を参照)

	
N

	
N

	
Y

	 
	
ゾーン・マップ

(注意1を参照)

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle PartitioningオプションおよびExadataまたはSuperclusterが必要







注意1: この機能は、Oracle Database 12c リリース1 (12.1.0.2)から利用可能になりました。






表1-9 スケーラビリティ

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
Oracle Real Application Clusters

	
N

	
Y

	
Y

	
EEでは追加費用あり、SEおよびSE2に付属


	
自動ワークロード管理

	
N

	
Y

	
Y

	
Oracle Real Application Clustersオプションが必要


	
サービスの品質管理

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Real Application Clustersオプションが必要


	
Oracle NoSQL Database Enterprise Edition

	
N

	
N

	
Y

	 









表1-10 セキュリティ

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
Oracle Advanced Security

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
Oracle Database Vault

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
Oracle Label Security

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ

	
N

	
N

	
Y

	
エンタープライズ・ユーザー・セキュリティは、データベース・ユーザーのディレクトリベース管理のためのEEの機能です。対応するOracle Identity Management Directory Services Plusのライセンス供与が必要です。

Oracle Databaseの厳密認証(PKI、Kerberos)とのエンタープライズ・ユーザー・セキュリティの使用に関して、Oracle Advanced Securityオプションのライセンス供与は必要なくなりました。


	
ファイングレイン監査

	
N

	
N

	
Y

	 
	
Privilege Analysis

	
N

	
N

	
Y

	 
	
Real Application Security

	
N

	
N

	
Y

	 
	
リダクション

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Advanced Securityオプションが必要


	
透過的機密データの保護

	
N

	
N

	
Y

	 
	
仮想プライベート・データベース

	
N

	
N

	
Y

	 









表1-11 スナップショットおよびクローニング

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
記憶域スナップショットの最適化

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Advanced Compressionオプションが必要











表1-12 空間およびグラフ・データ

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
Oracle Spatial

	
N

	
注意事項を参照

	
Y

	
SE2およびEEで使用可能

SE1およびSEで使用不可

Oracle Spatialは、SE2およびEEでの追加費用ライセンスが不要です。詳細は、Oracle Database Insiderブログの投稿を参照してください。


	
RDFグラフ

	
N

	
注意事項を参照

	
Y

	
SE2およびEEで使用可能

SE1およびSEで使用不可

RDFグラフは、SE2またはEEでの追加費用ライセンスが不要です。詳細は、Oracle Database Insiderブログの投稿を参照してください。


	
パラレル空間索引作成

	
N

	
N

	
Y

	 
	
SDO_GEOMETRYオブジェクトのマルチマスター・レプリケーション

	
N

	
N

	
Y

	
SDO_GEOMETRYオブジェクトでのシングル・マスター/マテリアライズド・ビューのレプリケーションはSE、SE2およびEEでサポート


	
パーティション化された空間索引

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Partitioningオプションが必要











表1-13 VLDB、データ・ウェアハウスおよびビジネス・インテリジェンス

	機能/オプション/パック	SE1	SE / SE2	EE	注意事項
	
Oracle Partitioning

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
Oracle OLAP

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
Oracle Machine Learning (以前のAdvanced Analytics)

	
N

	
注意事項を参照

	
Y

	
SE2およびEEで使用可能

SE1およびSEで使用不可

OML4R (Oracle R Enterprise) ServerはOracle Linux 6以上での動作に制限

Oracle Machine Learningは、SE2またはEEでの追加費用ライセンスが不要です。詳細は、Oracle Database Insiderブログの投稿を参照してください。


	
Oracle Advanced Compression

	
N

	
N

	
Y

	
追加費用オプション


	
アドバンスト索引圧縮

(注意1を参照)

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Advanced Compressionオプションが必要


	
接頭辞圧縮(キー圧縮とも呼ばれる)

	
N

	
N

	
Y

	 
	
ハイブリッド列圧縮

	
N

	
N

	
Y

	
Exadata、Supercluster、ZFS、AxiomまたはFS1ストレージが必要


	
ハイブリッド列圧縮の行レベル・ロッキング

(注意1を参照)

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Advanced CompressionオプションおよびExadata、Supercluster、ZFSまたはFS1ストレージが必要


	
Exadata Flash Cache Compression

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Advanced CompressionオプションおよびExadataまたはSuperclusterが必要


	
ヒート・マップ

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Advanced Compressionオプションが必要


	
自動データ最適化

	
N

	
N

	
Y

	
Oracle Advanced Compressionオプションが必要


	
基本表圧縮

	
N

	
N

	
Y

	 
	
遅延セグメントの作成

	
N

	
N

	
Y

	 
	
ビットマップ索引、ビットマップ結合索引およびビットマップ計画変換

	
N

	
N

	
Y

	 
	
パラレル問合せ/DML

	
N

	
N

	
Y

	 
	
パラレル統計収集

	
N

	
N

	
Y

	 
	
パラレル索引作成/スキャン

	
N

	
N

	
Y

	 
	
パラレル・データ・ポンプ・エクスポート/インポート

	
N

	
N

	
Y

	 
	
In-Memoryパラレル実行

	
N

	
N

	
Y

	 
	
パラレル・ステートメント・キューイング

	
N

	
N

	
Y

	 
	
XStreamを介したパラレルの取得および適用

	
N

	
N

	
Y

	 
	
トランスポータブル表領域(クロス・プラットフォームかつフル・トランスポータブルなエクスポート/インポートを含む)

	
N

	
N

	
Y

	
サポートされるトランスポータブル表領域をSE、SE1、SE2およびEEにインポート


	
サマリー管理—マテリアライズド・ビューのクエリー・リライト

	
N

	
N

	
Y

	 





注意1: この機能は、Oracle Database 12c リリース1 (12.1.0.2)から利用可能になりました。









1.2.3 Oracle Engineered SystemsおよびOracle Storage Systemsに固有の機能



表1-14にOracle Engineered Systems (Exadata、SuperclusterおよびDatabase Appliance)およびOracle Storage Systems (ZFS、AxiomおよびFS1)における各機能の利用可否を示します。


注意:

透過的な機能(スマート・スキャンやストレージ索引など)はリストされていません。







表1-14 Oracle Engineered SystemsおよびOracle Storage Systemsの各機能の利用の可否

	機能	Exadata	Supercluster	Database Appliance	ZFS	Axiom	FS1	注意事項
	
Exadata Flash Cache Compression

	
Y

	
Y

	
N

	
N

	
N

	
N

	
Oracle Advanced Compressionオプションが必要


	
フォルト・トレラント・インメモリー列ストア

	
Y

	
Y

	
Y

	
N

	
N

	
N

	
Oracle Database In-MemoryオプションおよびOracle Real Application Clustersオプションが必要


	
ハイブリッド列圧縮

	
Y

	
Y

	
N

	
Y

	
Y

	
Y

	 
	
ハイブリッド列圧縮の行レベル・ロッキング

	
Y

	
Y

	
N

	
Y

	
N

	
Y

	
Oracle Advanced Compressionオプションが必要


	
I/Oリソース管理

	
Y

	
Y

	
N

	
N

	
N

	
N

	 
	
ゾーン・マップ

	
Y

	
Y

	
N

	
N

	
N

	
N

	
Oracle Partitioningオプションが必要












1.2.4 Windowsプラットフォーム固有の機能



表1-15は、Windowsプラットフォームのみで使用できるアプリケーション開発関連の機能を示しています。


表1-15 Windowsプラットフォーム固有の機能

	プラットフォーム	機能
	
Windows

	
Microsoft Transaction Server/COM+統合


	
Windows

	
ネイティブ.NETデータ・プロバイダ - ODP.NET


	
Windows

	
Oracle Database Extensions for .NET (.NETストアド・プロシージャ)


	
Windows

	
Oracle Developer Tools for Visual Studio


	
Windows

	
Oracle OLE DB Provider


	
Windows

	
Oracle Provider for ASP.NET


	
Windows

	
VLMサポート














1.2.5 Oracle Databaseオプションおよび許可される機能



表1-16は、Oracle Databaseオプション、各オプションを使用できるOracle Databaseエディションおよび各オプションに含まれる機能を示しています。オプションの機能を使用するにはオプションのライセンスが必要です。





表1-16 Oracle Databaseオプションおよび許可される機能

	オプション	使用条件	含まれる機能
	
Oracle Active Data Guard

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle Active Data Guardに含まれる機能は、次のとおりです。

	
リアルタイム問合せを使用したフィジカル・スタンバイ


	
フィジカル・スタンバイでの高速増分バックアップ


	
自動ブロック修復


	
Active Data Guard遠隔同期


	
グローバル・データ・サービス


	
リアルタイム・カスケード


	
アプリケーション・コンティニュイティ


	
Active Data Guardを使用したローリング・アップグレード




Oracle Data Guard構成では、プライマリ・データベースと、これらの機能を使用するすべてのスタンバイ・データベースにOracle Active Data Guardのライセンスが必要です。Oracle Data Guardの構成に、Oracle Active Data Guardの機能を使用しないスタンバイ・データベースがある場合は、それらのスタンバイ・データベースにOracle Active Data Guardのライセンスは不要です。

注意: スタンバイ・データベースをZero Data Loss Recovery Appliance (ZDLRA)にバックアップし、フィジカル・スタンバイでの高速増分バックアップまたはリアルタイム・カスケード機能を使用する顧客には、Oracle Active Data Guardのライセンスは不要です。前述以外の機能を使用する場合も、スタンバイ・データベースにOracle Active Data Guardのライセンスが必要です。


	
Oracle Advanced Compression

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle Advanced Compressionに含まれる機能は、次のとおりです。

	
高度な行圧縮


	
高度なLOB圧縮


	
高度なLOB重複除外


	
RMANバックアップ圧縮(RMAN DEFAULT COMPRESSにはOracle Advanced Compressionオプションは不要)


	
データ・ポンプのエクスポート・データ圧縮(COMPRESSION=METADATA_ONLYにはOracle Advanced Compressionオプションは不要)


	
ヒート・マップ


	
自動データ最適化


	
Data Guard REDOトランスポート圧縮


	
高度なネットワーク圧縮


	
フラッシュバック・データ・アーカイブ履歴表の最適化


	
記憶域スナップショットの最適化


	
オンライン移動パーティション(任意の圧縮形式に対応)


	
Exadataフラッシュ・キャッシュ圧縮(この機能はExadataストレージ・サーバーでのみ有効にすることが可能で、Exadataストレージ・サーバーにアクセスするすべてのデータベース・プロセッサには、Oracle Advanced Compressionのライセンスが必要です。)


	
アドバンスト索引圧縮


	
ハイブリッド列圧縮の行レベル・ロッキング(Exadata、Supercluster、ZFSまたはFS1ストレージが必要)





	
Oracle Advanced Security

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle Advanced Securityに含まれる機能は、次のとおりです。

	
表領域および列(Oracle SecureFilesを含む)の透過的データ暗号化(TDE)


	
データ・ポンプ・エクスポート・ファイルの暗号化


	
ディスクへのRMANバックアップの暗号化


	
暗号化データベース・ファイル・システム(DBFS)


	
機密データのデータ・リダクションはアプリケーションに返されます(完全、部分、正規表現およびランダム手法)




Oracle Advanced Securityには、特定のOracle Enterprise Manager機能の使用制限付きライセンスが含まれています。詳細は、「使用制限付きライセンス」のOracle Advanced Securityを参照してください。

注意: ネットワーク暗号化(ネイティブ・ネットワークの暗号化、ネットワーク・データ整合性およびSSL/TLS)と厳密認証サービス(Kerberos、PKIおよびRADIUS)は、Oracle Advanced Securityの一部ではなくなり、Oracle Databaseのすべてのサポート対象リリースのライセンス供与されているすべてのエディションに含まれるようになりました。


	
Oracle Database In-Memory

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle Database In-Memoryに含まれる機能は、次のとおりです。

	
インメモリー列ストア


	
フォルト・トレラント・インメモリー列ストア(Exadata、SuperclusterまたはDatabase Applianceが必要)


	
インメモリー集計




注意: Oracle Database In-Memoryオプションは、Oracle Database 12cリリース1 (12.1.0.2)から利用可能になりました。


	
Oracle Database Vault

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle Database Vaultに含まれる機能は、次のとおりです。

	
業務の分割


	
レルム


	
コマンド・ルール


	
信頼できるパス




Oracle Database VaultにはOracle Label Securityの特別なライセンス権限が含まれています。詳細は、「使用制限付きライセンス」のOracle Database Vaultを参照してください。

Oracle Database Vaultには、特定のOracle Enterprise Manager機能の使用制限付きライセンスが含まれています。詳細は、「特別なライセンス権限」のOracle Database Vaultを参照してください。


	
Oracle Label Security

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle Label Securityに含まれる機能は、次のとおりです。

	
ラベル・ベースのアクセス制御(BAC)


	
複数レベルのセキュリティ(MLS)


	
Database Vault用のラベル・ファクタ(Confidential、Sensitive)


	
ユーザー・ラベル認可(Confidential、Sensitive: PII)


	
データ・ラベル(Sensitive: PII)




Oracle Label Securityには、特定のOracle Enterprise Manager機能の使用制限付きライセンスが含まれています。詳細は、「使用制限付きライセンス」のOracle Label Securityを参照してください。


	
Oracle Machine Learning (以前のAdvanced Analytics)

	
付属オプション: SE2、EE

	
Oracle Machine Learningに含まれる機能は、次のとおりです。

	
Oracle Machine Learning for SQL (OML4SQL) (以前のOracle Data Mining)のデータベース内アルゴリズム:

	
モデルの構築(DBMS_DATA_MININGパッケージを介してアクセス)


	
データ変換(DBMS_DATA_MINING_TRANSFORMパッケージを介してアクセス)


	
モデルのスコアリング(SQL Scoring関数を介してアクセス)


	
予測分析(DBMS_PREDICTIVE_ANALYTICSパッケージを介してアクセス)





	
Oracle Machine Learning for R (OML4R) (以前のOracle R Enterprise) (オープンソースRと統合)

	
OML4R R透過層: この透過層により、RユーザーはR言語の構文を使用してデータベース内のデータと直接やり取りできます。


	
OML4R統計エンジン: 統計関数およびプロシージャの集まり。


	
組込みR: OREが複数のRサーバーを起動できる一方で、データベースではデータ・フローを管理し、Rのパラレル・プロセスをそれぞれ独立して実行できるようにします。


	
OML4Rの機能はすべて、OREパッケージを使用して呼び出されます。








	
Oracle Multitenant

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle Multitenantに含まれる機能は、次のとおりです。

	
マルチテナント・コンテナ・データベースごとに最大252のPDBの接続




Oracle Multitenantの使用制限付きライセンスがすべてのOracle Database製品に含まれています。詳細は、「使用制限付きライセンス」のOracle Multitenantを参照してください。

注意: ライセンスの目的においては、1つの非CDBインスタンスが、1つのCDB内の1つのユーザー作成PDBと同等です。


	
Oracle On-Line Analytical Processing (OLAP)

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle On-Line Analytical Processing (OLAP)に含まれる機能は、次のとおりです。

	
OLAPキューブの定義、格納および問合せ


	
OLAP APIおよびメタデータ


	
OLAPキューブのマテリアライズド・ビュー


	
アナリティック・ワークスペース


	
OLAPキューブへのSQLアクセス





	
Oracle Partitioning

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle Partitioningに含まれる機能は、次のとおりです。

	
表パーティションおよびサブパーティション


	
グローバルならびに索引パーティションおよびサブパーティション


	
共有キュー


	
ゾーン・マップ(Oracle Database 12c リリース1 (12.1.0.2)から利用可能。ExadataまたはSuperclusterが必要)





	
Oracle RAC One Node

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: SE2

	
Oracle RAC One Nodeに含まれる機能は、次のとおりです。

	
サーバーまたはインスタンスに障害が発生した場合の、クラスタ内の別のノードに対するデータベースのコールド・フェイルオーバー


	
別のサーバーに対するデータベース・インスタンスのオンライン移行


	
データベース、Grid InfrastructureおよびOSホームのオンライン・ローリング・アップグレードのサポート


	
Oracle Real Application Clustersへのオンライン・アップグレード


	
ポリシー管理型サーバー・プール


	
サービスの品質管理


	
アプリケーション・コンティニュイティ





	
Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: SE、SE2

	
Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)に含まれる機能は、次のとおりです。

	
Oracle RAC One Nodeに含まれるすべての機能


	
複数のサーバーへのReal Application Clustersの拡張


	
接続ロード・バランシング


	
高速接続フェイルオーバー


	
ホット・クラスタ・フェイルオーバー





	
Oracle Real Application Testing

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle Real Application Testingに含まれる機能は、次のとおりです。

	
データベース・リプレイ


	
SQLパフォーマンス・アナライザ(SPA)


	
データベース統合ワークベンチ




データベース・リプレイ

	
Oracle Real Application Testingのライセンスは、データベース・リプレイの取得システムおよびリプレイ・システムの両方で必要であり、これらのシステムでの合計CPU数に基づいてライセンス料が決まります。


	
取得およびリプレイASH分析レポート、期間比較ADDMレポートおよびリプレイ期間比較レポートの使用には、Oracle Diagnostic Packライセンスも必要です。


	
Real Application Testingのライセンスでは、Oracle Enterprise Managerおよび次のデータベース・サーバー・コマンドラインAPIを介したデータベース・リプレイへのアクセスが許可されます。

	
DBMS_WORKLOAD_CAPTUREパッケージは、Oracle Real Application Testingオプションの一部です。


	
DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージは、Oracle Real Application Testingオプションの一部です。

DBMS_WORKLOAD_REPLAY.COMPARE_PERIOD_REPORT()関数を使用する場合は、Oracle Diagnostics Packのライセンスも必要です。







SQLパフォーマンス・アナライザ

	
Real Application Testingのライセンスでは、Oracle Enterprise Managerおよび次のデータベース・サーバー・コマンドラインAPIを介したSQLパフォーマンス・アナライザへのアクセスが許可されます。

	
DBMS_SQLPAパッケージは、Oracle Real Application Testingオプションの一部です。







データベース統合ワークベンチ

	
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 13c以降で提供されるデータベース統合ワークベンチでは、推測による作業や人的エラーがなくなり、データ駆動型の体系的なアプローチで統合できます。データベース統合ワークベンチには主として、統合プランニング、データベース移行、パフォーマンス検証の3つの機能があります。


	
データベース統合ワークベンチの統合プランニング機能を使用するには、Oracle Database Diagnostics Packのライセンスが必要です。


	
データベース統合ワークベンチのデータベース移行機能を使用するには、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。


	
Real Application Testingのライセンスでは、Oracle Enterprise Managerの「データベース統合ワークベンチ」ページの次のリンクにアクセスできます。

	
「エンタープライズ」メニューから、「統合」、「データベース統合ワークベンチ」の順に選択します。


	
データベース・ターゲットのホーム・ページで、「管理」メニューを選択し、「データベース統合ワークベンチ」を選択します。


	
このページのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、データベース統合ワークベンチの一部としてライセンス供与されます。








	
Oracle Spatial and Graph

	
付属オプション: PE、SE2、EE

	
Oracle Spatial and Graphに含まれる機能は、次のとおりです。

	
地理空間データ機能


	
グラフ・データベース機能




地理空間データ機能

	
2Dおよび3D空間ベクターの問合せパフォーマンスを大幅に向上させるSPATIAL_VECTOR_ACCELERATION


	
空間Java APIのoracle.spatial.geometry (sdoapi.jar)およびoracle.spatial.util (sdoutil.jar)パッケージ以外のパッケージに含まれるクラス


	
線形参照システム(LRS)サポート


	
GeoRasterの格納、索引付けおよび問合せ


	
ネットワーク・データ・モデル


	
トポロジ・データ・モデル


	
空間分析およびマイニングのサブプログラム(SDO_SAMパッケージ)


	
空間ルーティング・エンジン


	
ジオコーディング・エンジン


	
OpenLSを含む空間Webサービスのサポート(ジオコーディング、マッピング、ビジネス・ディレクトリ(Yellow Page)、およびドライビング・ディレクション(ルーティング)サービスのサポートを含む)、Web Feature Service (WFS)のサポート(SDO_WFS_PROCESS およびSDO_WFS_LOCKパッケージ)、およびCatalog services for the Web (CSW)のサポート(SDO_CSW_PROCESSパッケージ)


	
3-Dジオメトリ、等高線、不規則三角網(TIN)および点群の格納、索引付け、および問合せ




グラフ・データベース機能

グラフ・データベース機能には2つのグラフ・モデルが含まれています。

	
ネットワーク・データ・モデル(NDM)グラフ: 運輸、公益、通信などの業界で使用される物理ネットワークおよび論理ネットワークを表す、リンクノード・グラフのモデル化と分析を行います。次の機能が含まれます。

	
リンク表およびノード表のグラフとネットワークを表す記憶域モデル


	
メモリーで分析を実行するJava API


	
最短経路、コスト範囲、最近傍、巡回セールスマン、スパニング・ツリーなどの多数のグラフ分析機能


	
リンクレベル属性とノードレベル属性によるグラフの明示的な記憶域および接続性


	
コストあり、またはコストなしの有向グラフおよび無向グラフのサポート





	
RDFセマンティック・グラフ: ソーシャル・ネットワーク、リンク・データ、およびその他のセマンティック・アプリケーション用にトリプルとして表されたデータのモデル化と分析を行います。次の機能が含まれます。

	
圧縮されたパーティション表のトリプルとして表されるグラフ関係


	
索引付け、問合せおよびオントロジ管理


	
RDFS、OWLおよびユーザー定義の推論(パラレル、バッチ、増分)


	
SPARQL 1.1およびSPARQLとSQLの混合問合せのサポート


	
Jena、Sesame、Joseki Web Servicesなどの拡張オープン・ソース・ツール








	
Oracle TimesTen Application-Tier Database Cache

	
追加費用オプション: EE

付属オプション: PE

	
Oracle TimesTen Application-Tier Database Cacheに含まれる機能は、次のとおりです。

	
PL/SQL、JDBC、ODBC、ttClasses、OCIおよびPro*C/C++インタフェースを使用したデータ・アクセス


	
変更通知用のトランザクション・ログAPI (XLA)


	
マルチノード・キャッシュ・グリッド


	
Oracleデータベースとの自動データ同期


	
インメモリー・キャッシュ・データベース間のトランザクション・レプリケーション


	
自動障害検出およびデータベース・フェイルオーバー


	
TimesTen Extension for Oracle SQL Developer


	
TimesTen Plug-in for Oracle Enterprise Manager















1.2.6 Oracle Management Packおよび許可される機能



表1-17は、Oracle Management Pack、各パックを使用できるOracle Databaseエディションおよび各パックに含まれる機能を示しています。これらのパックの機能は、Oracle Enterprise Manager、デスクトップ・ウィジェットおよびOracle Databaseソフトウェア付属のAPIを介してアクセスできます。パックの機能を使用するにはManagement Packのライセンスが必要です。





表1-17 Oracle Management Packで許可される機能

	Management Pack	使用の可否	含まれる機能
	
Oracle Cloud Management Pack for Oracle Database

	
追加費用パック: EE

	
機能:

Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseには次の機能が含まれています。

	
物理的または仮想的インフラストラクチャでのDatabase-as-a-Service構成セルフサービス・データベースのプロビジョニング。


	
Enterprise Manager Cloud Control 12cをユーザーが1分足らずで設定および構成できる、DBaaS Rapid Start Kit。


	
マルチテナント・コンテナ・データベース(CDB)のプール上でセルフサービス型のプロビジョニングを提供する、Pluggable Database-as-a-Service (PDBaaS)。


	
共有サーバー、共有クラスタおよび共有データベース(Schema-as-a-Service)デプロイメント・モデルのサポート。


	
仮想アセンブリのプロビジョニング。たとえば、3つのVM (2つのWebLogic Server管理サーバーと1つのデータベース)のアセンブリ・トポロジがある場合、各層を対象にするには両方のパックが必要になります。


	
Oracleデータベースの高速で効率的な格納方法であるスナップ・クローニング。


	
RMANバックアップを使用した完全クローニング。


	
割当ておよびリタイア・ポリシーによるロール・ベースのアクセスおよびリソース制御。


	
スケジュールおよびパフォーマンスベースのリソース管理ポリシー。


	
データベースの固定費、使用メトリックおよび構成パラメータに基づく測定とチャージバック。


	
セルフサービス・ポータルへのプログラムによるアクセス


	
クラウド操作のブループリント・ドリブンのオーケストレーション。




前提:

Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseが必要です。

ライセンス供与されるリンク:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

「エンタープライズ・サマリー」ホーム・ページで、「Enterprise」メニューをクリックします。次を選択します。

	
「クラウド」、「インフラストラクチャ・ホーム」


	
「クラウド」、「インフラストラクチャ・リクエスト・ダッシュボード」


	
「クラウド」、「インフラストラクチャ・ポリシー」


	
「クラウド」、「ミドルウェアおよびデータベース・ホーム」


	
「クラウド」、「ミドルウェアおよびデータベース・リクエスト・ダッシュボード」


	
「クラウド」、「セルフ・サービス・ポータル」


	
「クラウド」、「サービス・インスタンス」


	
「チャージバック」


	
「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」「データベースのプロビジョニング」ページの左メニュー・ペインにある「関連リンク」セクションで、「プラガブル・データベースのプロビジョニング」をクリックします。次に、「PDB操作」セクションから、「新規プラガブル・データベースの作成」を選択します。「起動」をクリックし、「プラガブル・データベースの作成オプション」から、「既存のPDBのクローニング」、「スナップ・クローン」の順に選択します。




「エンタープライズ・サマリー」ホーム・ページで、「設定」メニューをクリックします。次を選択します。

	
「クラウド」。「インフラストラクチャ」を選択します


	
「クラウド」。「データベース」を選択します


	
「プロビジョニングとパッチ適用」、「ストレージ登録」




マルチテナント・コンテナ・データベースのホームページで、「Oracleデータベース」メニューから、「プロビジョニング」、「プラガブル・データベースのプロビジョニング」の順に選択します。次に、「PDB操作」セクションから、「新規プラガブル・データベースの作成」を選択します。「起動」をクリックし、「プラガブル・データベースの作成オプション」から、「既存のPDBのクローニング」、「スナップ・クローン」の順に選択します。

ライセンス供与されるAPI:

次のAPIを使用するには、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
アセンブリ操作 — リソース・アセンブリ・テンプレートおよびアセンブリ・インスタンス用の/em/cloud/iaas URI空間でのPOST/GET/PUT/DELETE


	
DBaaS操作 — /em/cloud/dbaas URI空間でのPOST/GET/PUT/DELETE


	
DBaaS設定操作 — /em/websvcs/restful/extws/cloudservices/admin/cfw/v1 URI空間でのPOST/GET/PUT/DELETE




ライセンス供与されるコマンドライン・インタフェース(CLI)の動詞:

次のEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)の動詞は、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseの一部としてライセンス供与されます。これらの動詞は、データベース・プールで操作します。

	
add_pool_members


	
create_charge_item


	
create_dbaas_quota


	
create_dbprofile


	
create_pool


	
create_service_template


	
delete_charge_item


	
delete_dbaas_quota


	
delete_pool


	
delete_service_template


	
get_dbaas_quota


	
get_dbaas_request_settings


	
get_metering_data


	
get_pool_capacity_data


	
get_pool_capacity_summary_data


	
get_pool_constraints


	
get_pool_criteria


	
get_pool_detail


	
get_pool_instance_data


	
get_pool_target_type


	
get_pools


	
get_service_template


	
list_charge_item_candidates


	
remove_pool_members


	
update_dbaas_quota


	
update_dbaas_request_settings


	
update_pool




ライセンス供与されるビューおよび表:

次のリポジトリ・スキーマ内のオブジェクトは、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseに基づいてライセンス供与されます。

	
EMCT_CBAで始まる表


	
EMCT$CBAで始まるビュー


	
GP_EMCT_CBA_TARGET_CHARGEのビュー


	
MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_DAILYのビュー


	
MGMT$EMCT_CBA_CHARGE_HOURLYのビュー




ライセンス供与されるチャージバック・レポート:

次のBI Publisherレポートは、Oracle Cloud Management Pack for Oracle Databaseに基づいてライセンス供与されます。

	
チャージ傾向レポート


	
チャージ・サマリー・レポート


	
使用状況の傾向レポート


	
使用状況サマリー・レポート




また、前述のレポートのようなBI Publisherの"類似作成"機能を使用して作成されたレポートは、このライセンスに含まれます。


	
Oracle Data Masking and Subsetting Pack

	
追加費用パック: EE

	
機能:

Oracle Data Masking and Subsetting Packに含まれる機能は、次のとおりです。

	
アプリケーション・データ・モデリング


	
データ・マスキング・フォーマット・ライブラリ


	
データ・マスキング定義


	
データ・サブセット定義


	
アプリケーション・データ・モデリング、データ・マスキングおよびサブセットのEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)の動詞


	
Oracle E-Business Suiteの選択バージョン用のアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ


	
Oracle Fusion Applicationsの選択バージョン用のアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ


	
Oracle Fusion Applicationsの選択バージョン用のデータ・マスキング・テンプレート


	
Oracle E-Business Suiteの選択バージョン用のデータ・マスキング・テンプレート




Oracle Data Masking and Subsetting Packに含まれる使用制限付きライセンスは、次のとおりです。

	
Database Gateway for APPC


	
Database Gateway for DRDA


	
Database Gateway for Informix


	
Database Gateway for SQLServer


	
Database Gateway for Sybase


	
Database Gateway for Teradata




上にリストしたOracle Database GatewayをOracle Data Masking and Subsetting Pack以外に使用する場合は、Oracle Database Gatewayのフル・ライセンスを購入する必要があります。Oracle Data Masking and Subsetting Pack for non-Oracle databasesを使用している場合、Oracle Database Gatewaysは、個別にライセンス供与されたOracle Databaseでデータをステージングします。Oracle Data Masking and Subsetting機能は、Oracle以外のデータベースに対して直接実行できません。

Oracle Data Masking and Subsetting Packは、ソース・データベース・サーバー(データ発信元のデータベース)のみにライセンス供与が必要です。

マスキングおよびサブセット操作が実行されるステージング・データベース・サーバーや、マスキングされたデータベースから作成されたコピーにパックのライセンスは不要です。

注意:

	
Oracle Data Masking and Subsetting Packには、以前のOracle Data Masking Pack、Oracle Test Data Management PackおよびOracle Data Masking and Subsetting Pack for non-Oracle Databasesが含まれています。


	
アプリケーション・データ・モデリングは、以前はデータ検出およびモデリングと呼ばれていました。




ライセンス供与されるリンク:

Oracle Enterprise Managerのこれらのメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Oracle Data Masking and Subsetting Packの一部としてライセンス供与されます。

「エンタープライズ・サマリー」ホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、「クオリティ管理」の順にクリックして、次を選択します。

	アプリケーション・データ・モデリング
	データ・マスキング定義
	データ・マスキングのフォーマット
	データ・サブセット定義


Oracleデータベースまたはクラスタ・データベース・ターゲットのホーム・ページで、「セキュリティ」メニューをクリックして、次を選択します。

	
アプリケーション・データ・モデリング


	
データ・マスキング定義


	
データ・サブセッティング





	
Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Database

	
追加費用パック: EE

	
機能:

Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseには次の機能が含まれています。

	
変更アクティビティ計画


	
クライアント・システム・アナライザ


	
コンプライアンス


	
構成収集の拡張性


	
構成の比較


	
構成の履歴


	
構成インスタンス・ブラウザ


	
構成の保存


	
構成の検索


	
構成トポロジ


	
オブジェクトのコピー


	
データベースのパッチ適用


	
データベースのプロビジョニング


	
データベースのアップグレード


	
Site Guardを使用した障害時リカバリ


	
Enterprise Data Governance


	
ファイルの同期


	
通知


	
プラガブル・データベース(PDB)のクローン


	
PDBの作成/プラグ/アンプラグ(複数のターゲット操作で実行されるか、カスタムのデプロイメント手順を使用して実行されます。)


	
PDBの移行


	
RACスケール・バック


	
RACスケール・アウト


	
構成変更のリアルタイム検出


	
スキーマ変更のリアルタイム検出


	
スキーマおよびデータの比較


	
スキーマおよびデータの同期


	
スキーマ変更計画


	
スキーマの比較


	
ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP)




Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseを購入すると、次の各項で説明する機能も使用する権利を持つことができます。これらの機能は、Oracle Databaseホームおよびライセンス供与されているCPUのプラットフォーム(ハードウェアおよびオペレーティング・システム)のOracle Databaseターゲットに制限されます。

	
Application Configuration Console


	
oplanユーティリティ(基本のOPlan機能は、Oracle Support契約を結んでいるすべてのユーザーが無償で利用できます。OPlanメタデータを使用してEnterprise Managerまたはカスタム/サードパーティ・スクリプトからオーケストレーション・ロジックを抽出する機能は、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseの一部です。


	
ASMに移行


	
自己更新




ライセンス供与されるパラメータ:

init.oraパラメータENABLE_DDL_LOGGINGをTRUEに設定すると、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseの一部として、このパラメータがライセンス供与されます。TRUEに設定すると、データベースより、リアルタイムでスキーマ変更がメッセージ・グループschema_ddlの下のデータベース・アラート・ログにレポートされます。デフォルト設定はFALSEです。

ライセンス供与されるリンク:

次の項に示すライセンス供与されるリンク、機能および関数は、Oracle Databaseターゲットと、それに関連付けられているOracle Databaseのデプロイ先ホストにのみ適用されます。Oracle Database以外のターゲットの管理については、適切な管理パックの購入が必要です。

ライセンス供与されるリンク – データベースのプロビジョニング手順:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースをクローニングおよびプロビジョニングするすべてのプロシージャは、Database Lifecycle Management Packでライセンス供与されます。


	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
Oracleデータベースまたはクラスタ・データベース・ターゲットのホーム・ページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – データベースのアップグレード:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースをアップグレードするすべてのプロシージャは、Database Lifecycle Management Packでライセンス供与されます。


	
Oracleデータベースまたはクラスタ・データベース・ターゲットのホーム・ページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – ユーザー定義デプロイメント・プロシージャ(UDDP):

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。プロビジョニング・ライブラリ・ページで、アクションのリストの「新規作成」オプションは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – RACスケール・アウトおよびスケール・バック:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベースまたはRACを拡張あるいはスケールするすべてのプロシージャは、Database Lifecycle Management Packでライセンス供与されます。


	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「データベースのプロビジョニング」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
Oracleクラスタ・データベース・ターゲットのホーム・ページで、「Oracleデータベース」メニュー、「プロビジョニング」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – データベースのパッチ適用:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「プロシージャ・ライブラリ」の順にクリックします。データベース、ClusterwareまたはReal Application Clustersをパッチ適用するすべてのプロシージャは、Database Lifecycle Management Packでライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – オフライン・パッチ:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「設定」メニュー、「プロビジョニングとパッチ適用」、「オフライン・パッチ」の順にクリックします。「オンラインとオフライン設定」タブで、「接続」、「オフライン」設定は、Database Lifecycle Management Packでライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – 構成インスタンス・ブラウザ:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。このデータベースのホーム・ページで、「Oracleデータベース」、「構成」の順にクリックします。「トポロジ」以外、このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
「ターゲット・ホーム・ページ」に直接または他のパスからアクセスできる場合は次のとおりです。

	
このデータベースのホーム・ページで、「Oracleデータベース」、「構成」の順にクリックします。「トポロジ」以外、このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。







ライセンス供与されるリンク – 構成の検索:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、構成および検索をクリックします。このページのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – 構成の履歴:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、構成および履歴をクリックします。このページのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – 構成の比較:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、構成および比較をクリックします。このページのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – 構成の保存:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、構成および保存をクリックします。このページのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – 構成トポロジ:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
「ターゲット・ホーム・ページ」で、「Oracleデータベース」、「構成トポロジ」の順にクリックします。「ビュー」ドロップダウンの「使用者」は、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
「ターゲット・ホーム・ページ」で、「Oracleデータベース」、「構成トポロジ」、「カスタマイズ」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。

「ターゲット・ホーム・ページ」に直接または他のパスからアクセスできる場合は次のとおりです。

	
「ターゲット・ホーム・ページ」で、「Oracleデータベース」、「構成トポロジ」の順にクリックします。「ビュー」ドロップダウンの「使用者」は、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
「ターゲット・ホーム・ページ」で、「Oracleデータベース」、「構成トポロジ」、「カスタマイズ」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。







ライセンス供与されるリンク – 構成収集の拡張性:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニュー、構成およびカスタムをクリックします。このページのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – ファイルの同期:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
構成の比較機能に関する項で説明しているように、比較結果の違いを確認するには、左側のツリーで構成の仕様を選択します。「ファイルの同期の有効化」を選択します。このページのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるリンク – スキーマの比較:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
「ターゲット・ホーム・ページ」に直接または他のパスからアクセスできる場合は次のとおりです。

	
このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。







ライセンス供与されるリンク – スキーマおよびデータの比較:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
「ターゲット・ホーム・ページ」に直接または他のパスからアクセスできる場合は次のとおりです。

	
このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。







ライセンス供与されるリンク – スキーマおよびデータの同期:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
「ターゲット・ホーム・ページ」に直接または他のパスからアクセスできる場合は次のとおりです。

	
このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。







ライセンス供与されるリンク - オブジェクトのコピー:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
「ターゲット・ホーム・ページ」に直接または他のパスからアクセスできる場合は次のとおりです。

	
このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。







ライセンス供与されるリンク – スキーマ変更のリアルタイム検出:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「ターゲット」、「データベース」の順にクリックし、データベースを選択します。このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。


	
「ターゲット・ホーム・ページ」に直接または他のパスからアクセスできる場合は次のとおりです。

	
このデータベースのホーム・ページで、「スキーマ」、「変更の管理」の順にクリックします。このメニューのすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。







ライセンス供与されるリンク – 構成変更のリアルタイム検出およびコンプライアンス:

Oracle Enterprise Managerの次のページおよびリンクを使用するには、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseのライセンスが必要です。

	
Enterprise Managerのホーム・ページで、「Enterprise」メニューおよび「コンプライアンス」をクリックします。「ライブラリ」、「結果」および「リアルタイム監視」ページに関連付けられているすべての機能、関数、リンク、ボタンおよびドリルダウンは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。




ライセンス供与されるレポート:

次のレポートは、Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseの一部です。次の各項のすべてのレポートは、このパックの一部としてライセンス供与されます。レポートにアクセスするには、Enterprise Managerのホーム・ページで、「レポート」、「情報パブリッシャ・レポート」または「BI Publisher Enterpriseレポート」をクリックします。

「情報パブリッシャ・レポート」の次のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。

	
コンプライアンス


	
デプロイメントおよび構成


	
サンプル・ホスト・レポート、構成レポート


	
セキュリティ




「BI Publisher Enterpriseレポート」の次のレポート領域、レポートおよびサブレポートは、Database Lifecycle Management Packの一部としてライセンス供与されます。

	
コンプライアンス


	
デプロイメントおよび構成


	
サンプル・ホスト・レポート、構成レポート


	
セキュリティ




ライセンス供与されるコマンドライン・インタフェース(CLI)の動詞:

次のEnterprise Managerコマンドライン・インタフェース(CLI)の動詞は、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseの一部としてライセンス供与されます。

	
associate_cs_targets


	
clone_database


	
config_compare


	
config_db_service_target


	
configure_log_archive_locations


	
confirm_instance


	
create_database


	
describe_instance


	
describe_procedure_input


	
disable_config_history


	
enable_config_history


	
export_compliance_group


	
export_compliance_standard_rule


	
export_facet


	
export_standard


	
fix_compliance_state


	
get_config_searches


	
get_config_templates


	
get_executions


	
get_instance_data


	
get_instance_status


	
get_instances


	
get_oms_config_property


	
get_procedure_types


	
get_procedure_xml


	
get_procedures


	
get_retry_argument


	
get_saved_configs


	
ignore_instance


	
import_compliance_object


	
list_oms_config_properties


	
remove_cs_target_association


	
reschedule_instance


	
resume_instance


	
run_config_search


	
save_procedure


	
set_config_history_retention_period


	
stop_instance


	
submit_procedure


	
suspend_instance


	
update_and_retry_step


	
update_procedure_input


	
upgrade_database




ライセンス供与されるリポジトリ・ビュー – コンプライアンス・ビュー:

リポジトリ・スキーマ内の次のコンプライアンス・ビューは、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseに基づいてライセンス供与されます。

	
MGMT$CCC_ALL_OBS_BUNDLES


	
MGMT$CCC_ALL_OBSERVATIONS


	
MGMT$CCC_DIAG_ANALYTICS


	
MGMT$CCC_DIAG_QUEUEBACKLOG


	
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD


	
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_GROUP


	
MGMT$COMPLIANCE_STANDARD_RULE


	
MGMT$COMPOSITE_CS_EVAL_SUMMARY


	
MGMT$CS_ASM_DISKGRP_SETTINGS


	
MGMT$CS_DB_CONTROL_FILE_COUNT


	
MGMT$CS_DB_INIT_PARAMS


	
MGMT$CS_DB_RBS_IN_SYSTEM


	
MGMT$CS_DB_REC_SEG_SETTINGS


	
MGMT$CS_DB_REC_TS_SETTINGS


	
MGMT$CS_DB_REC_USER_SETTINGS


	
MGMT$CS_DB_REDO_LOG_COUNT


	
MGMT$CS_DB_REDO_LOGS


	
MGMT$CS_DB_TABLESPACES


	
MGMT$CS_DB_TBSP_SEGSPACE_MGMT


	
MGMT$CS_EVAL_SUMMARY


	
MGMT$CS_FEATURE_USAGE


	
MGMT$CS_GROUP_EVAL_SUMMARY


	
MGMT$CS_GROUP_KEYWORD


	
MGMT$CS_HA_INFO


	
MGMT$CS_HIERARCHY


	
MGMT$CS_KEYWORD


	
MGMT$CS_RQS_HIERARCHY


	
MGMT$CS_RULE_ATTRS


	
MGMT$CS_RULE_EVAL_SUMMARY


	
MGMT$CS_RULEFOLDER


	
MGMT$CS_TARGET_ASSOC


	
MGMT$CS_TGT_ASSOC_TXF_REQ


	
MGMT$CSG_HIERARCHY


	
MGMT$CSG_SUBGROUP


	
MGMT$CSR_CURRENT_VIOLATION


	
MGMT$CSR_TARGET_ASSOC


	
MGMT$CSR_VIOLATION_CONTEXT


	
MGMT$CSRF_TARGET_ASSOC


	
MGMT$EM_CS_RULE_EVENT_ERROR


	
MGMT$EM_RULE_VIOL_CTXT_DEF


	
MGMT$ICS_TARGET_ASSOC


	
MGMT$REPO_RULE_CHK_DETAILS


	
MGMT$REPOSITORY_RULE_BIND_VARS


	
MGMT$REPOSITORY_RULE_PARAMS


	
MGMT$RULE_KEYWORD




ライセンス供与されるリポジトリ・ビュー – プロビジョニングおよびパッチ適用ビュー:

リポジトリ・スキーマ内の次のプロビジョニングおよびパッチ適用ビューは、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseに基づいてライセンス供与されます。

	
EM$PROV_APPTYPES


	
EM$PROVAPP_METADATA


	
EM$PROVAPP_METADATA_VERSION


	
EM$PROVAPP_TAG_PROPERTIES


	
EM$PROVAPP_TAGS


	
MGMT$PA_RECOM_METRIC_SOURCE




ライセンス供与されるリポジトリ・ビュー – パッチ適用ビュー:

リポジトリ・スキーマ内の次のパッチ適用ビューは、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseに基づいてライセンス供与されます。

	
GC$EM_PC_PLAN_PATCHES


	
GC$EM_PC_PLANS


	
GC$EM_PC_PLAN_TARGETS


	
GC_PC_EXECUTION_INSTANCES


	
GC_PC_PLAN_ANALYSIS_RS


	
GC_PC_PLAN_REMEDY


	
GC_PC_PLAN_REMEDY_DETAILS


	
GC_PC_PLAN_USERS


	
GC_PC_TARGETS


	
MGMT$APPLIED_PATCHES


	
MGMT$APPLIED_PATCHSETS


	
MGMT$ARU_FAMILY_PRODUCT_MAP


	
MGMT$ARU_LANGUAGES


	
MGMT$ARU_PATCH_RECOMMENDATIONS


	
MGMT$ARU_PLATFORMS


	
MGMT$ARU_PRODUCT_RELEASE_MAP


	
MGMT$ARU_PRODUCTS


	
MGMT$ARU_RELEASES


	
MGMT$ARU_TARGETS


	
MGMT$PA_AFFTED_HOST_GUID_OH


	
MGMT$PA_AFFTED_HOST_OH


	
MGMT$PA_AFFTED_TARGETS


	
MGMT$PA_FINAL_PATCH_LIST


	
MGMT$PA_TARGET_MAPPING


	
MGMT$PR_APPL_PATCHES_TO_OH


	
MGMT$PR_APPL_PATCHES_TO_OH_TGT


	
MGMT$PR_HOME_INFO


	
MGMT$PR_HOMES_AFFECTED_COUNT


	
MGMT$RECOM_METRIC_SOURCE




ライセンス供与されるリポジトリ・ビュー – 構成ビュー:

リポジトリ・スキーマ内の次の構成ビューは、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseに基づいてライセンス供与されます。

	
GC$ECM_COMP_PROPERTIES


	
GC$ECM_CONFIG_SUMMARY


	
GC$ECM_CURR_CONFIG


	
GC$ECM_CURR_CONFIG_FLAT_MEMS


	
GC$ECM_CURR_CONFIG_SNAPSHOTS


	
GC$ECM_CURR_TARGET_SNAPSHOTS


	
GC$ECM_DATA_RETENTION_TIME


	
GC$ECM_GEN_SNAPSHOT


	
GC$ECM_SAVED_CONFIG


	
GC$ECM_SAVED_CONFIG_FLAT_MEMS


	
GC$ECM_SAVED_CONFIG_SNAPSHOTS


	
GC$ECM_SAVED_CONFIG_TARGETS


	
GC$ECM_SAVED_TARGET_SNAPSHOTS


	
MGMT$CCS_DATA


	
MGMT$CCS_DATA_SOURCE


	
MGMT$CCS_DATA_SOURCE_VISIBLE


	
MGMT$CCS_DATA_VISIBLE


	
MGMT$DB_CONTROLFILES


	
MGMT$DB_DATAFILES


	
MGMT$DB_DBNINSTANCEINFO


	
MGMT$DB_FEATUREUSAGE


	
MGMT$DB_INIT_PARAMS


	
MGMT$DB_LICENSE


	
MGMT$DB_OPTIONS


	
MGMT$DB_REDOLOGS


	
MGMT$DB_ROLLBACK_SEGS


	
MGMT$DB_SGA


	
MGMT$DB_TABLESPACES


	
MGMT$DB_TABLESPACES_ALL


	
MGMT$ECM_CMP_JOB_LAST_RESULTS


	
MGMT$ECM_CMP_JOBS


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_DS_DTLS


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_ALL


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CCS_PD_DIFFS


	
MGMT$ECM_CMP_RPT_CI_DIFFS


	
MGMT$ECM_CMP_VISIBLE_CONFIGS


	
MGMT$ECM_CURRENT_SNAPSHOTS


	
MGMT$ECM_VISIBLE_SNAPSHOTS


	
MGMT$SERVICETAG_INSTANCES


	
MGMT$SERVICETAG_REGISTRY


	
MGMT$UNPATCHABLE_DB_TARGETS




ライセンス供与されるリポジトリ・ビュー – Oracleホームのパッチ適用ビュー:

リポジトリ・スキーマ内の次のOracleホームのパッチ適用ビューは、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseに基づいてライセンス供与されます。

	
MGMT$APPLIED_PATCHES


	
MGMT$APPLIED_PATCHSETS


	
MGMT$APPL_PATCH_AND_PATCHSET


	
MGMT$CPF_ADVISORY_INFO


	
MGMT$CPF_HOMES_INFO


	
MGMT$CPF_PATCH_INFO


	
MGMT$EM_HOMES_PLATFORM


	
MGMT$HOMES_AFFECTED


	
MGMT$OH_CLONE_PROPERTIES


	
MGMT$OH_COMP_DEP_RULE


	
MGMT$OH_COMP_INST_TYPE


	
MGMT$OH_COMPONENT


	
MGMT$OH_CRS_NODES


	
MGMT$OH_DEP_HOMES


	
MGMT$OH_FILE


	
MGMT$OH_HOME_INFO


	
MGMT$OH_INSTALLED_TARGETS


	
MGMT$OH_INV_SUMMARY


	
MGMT$OH_PATCH


	
MGMT$OH_PATCHED_COMPONENT


	
MGMT$OH_PATCHED_FILE


	
MGMT$OH_PATCH_FIXED_BUG


	
MGMT$OH_PATCHSET


	
MGMT$OH_VERSIONED_PATCHV


	
MGMT$PATCH_ADVISORIES




ライセンス供与されるリポジトリ・ビュー – セキュリティ・ビュー:

リポジトリ・スキーマ内の次のセキュリティ・ビューは、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseに基づいてライセンス供与されます。

	
MGMT$ESA_ALL_PRIVS_REPORT


	
MGMT$ESA_ANY_DICT_REPORT


	
MGMT$ESA_ANY_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_AUDIT_SYSTEM_REPORT


	
MGMT$ESA_BECOME_USER_REPORT


	
MGMT$ESA_CATALOG_REPORT


	
MGMT$ESA_CONN_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_CREATE_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_DBA_GROUP_REPORT


	
MGMT$ESA_DBA_ROLE_REPORT


	
MGMT$ESA_DIRECT_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_EXMPT_ACCESS_REPORT


	
MGMT$ESA_KEY_OBJECTS_REPORT


	
MGMT$ESA_OH_OWNERSHIP_REPORT


	
MGMT$ESA_OH_PERMISSION_REPORT


	
MGMT$ESA_POWER_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_PUB_PRIV_REPORT


	
MGMT$ESA_SYS_PUB_PKG_REPORT


	
MGMT$ESA_TABSP_OWNERS_REPORT


	
MGMT$ESA_TRC_AUD_PERM_REPORT


	
MGMT$ESA_WITH_ADMIN_REPORT


	
MGMT$ESA_WITH_GRANT_REPORT




ライセンス供与されるリポジトリ・ビュー – クライアント構成ビュー:

リポジトリ・スキーマ内の次のクライアント構成ビューは、Oracle Database Lifecycle Management Pack for Oracle Databaseに基づいてライセンス供与されます。

	
MGMT$CSA_COLLECTIONS


	
MGMT$CSA_FAILED


	
MGMT$CSA_HOST_COOKIES


	
MGMT$CSA_HOST_CPUS


	
MGMT$CSA_HOST_CUSTOM


	
MGMT$CSA_HOST_IOCARDS


	
MGMT$CSA_HOST_NICS


	
MGMT$CSA_HOST_OS_COMPONENTS


	
MGMT$CSA_HOST_OS_FILESYSEMS


	
MGMT$CSA_HOST_OS_PROPERTIES


	
MGMT$CSA_HOST_RULES


	
MGMT$CSA_HOST_SW


	
MGMT$ECM_CONFIG_HISTORY





	
Oracle Diagnostics Pack

	
追加費用パック: EE

	
機能:

Oracle Diagnostics Packに含まれる機能は、次のとおりです。

	
パフォーマンス監視と診断(データベースおよびホスト)


	
自動ワークロード・リポジトリ(AWR)


	
AWRウェアハウス


	
自動データベース診断モニター(ADDM)


	
期間比較ADDM


	
リアルタイムADDM


	
アクティブ・セッション履歴(ASH)


	
ASH分析


	
パフォーマンス・ハブ


	
Exadata CELLグリッドの管理


	
Exadata CELLグリッドのパフォーマンス


	
Exadata CELLグループの「状態の概要」ページ


	
Exadataのリソース使用率


	
ブラックアウト


	
通知


	
メトリックおよびアラートまたはイベント履歴


	
ユーザー定義のメトリックおよびメトリック拡張


	
管理コネクタ


	
動的メトリック・ベースラインおよび適応メトリックしきい値


	
監視テンプレートおよびテンプレート・コレクション


	
リプレイ期間比較レポート


	
ストリーム当たりのボトルネック検出およびコンポーネント当たりの上位待機イベント分析を実行するためのサポート機能




前述した機能を使用するには、Oracle Diagnostics Packのライセンスを購入する必要があります。新しい初期化パラメータCONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSにより、Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Packへのアクセスが制御されます。このパラメータは、次の3つの値のうちのいずれかに設定できます。

	
DIAGNOSTIC+TUNING: Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Pack機能がデータベース・サーバーで有効になります。


	
DIAGNOSTIC: Oracle Diagnostics Pack機能のみがサーバーで有効になります。


	
NONE: Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Pack機能がデータベース・サーバーで無効になります。




Oracle Diagnostics Pack機能にアクセスするには、Enterprise Managerコンソール、デスクトップ・ウィジェット、コマンドラインAPIを使用するか、基礎となるデータに直接アクセスします。これには、Oracle Diagnostics Packのライセンスが必要です。

ライセンス供与されるリンク:

Enterprise Manager内のどのリンクがOracle Diagnostics Packの一部であるかを判断するには、Enterprise Managerホーム・ページの右上にある「設定」リンクをクリックします。

	
「設定」リンクをクリックした場合、ナビゲーション・バーには「管理パックのアクセス権」リンクが含まれます。このリンクをクリックします。


	
すると「管理パックのアクセス権」ページが表示され、ここですべての管理パックに対しアクセス権を付与および削除できます。

	
Enterprise Manager Database Controlの場合、Diagnostics Packの「アクセス権の削除」ラジオ・ボタンをクリックし、「適用」をクリックします。


	
Enterprise Manager Cloud Control,の場合、Diagnostics Packの適切なチェック・ボックスをクリックし、「適用」をクリックします。







これによって、Enterprise Manager内のOracle Diagnostics Packに関連付けられたすべてのリンクおよびタブが無効になります。無効化されたリンクおよびタブはすべてOracle Diagnostics Packの一部であるため、パック・ライセンスが必要です。

ライセンス供与されるコマンドラインAPI:

Oracle Diagnostics Packの機能は、データベース・サーバーAPIおよびコマンドライン・インタフェースでもアクセスできます。

	
DBMS_WORKLOAD_REPOSITORYパッケージは、Diagnostics Packのライセンスが必要です。


	
DBMS_ADDMパッケージは、Diagnostics Packのライセンスが必要です。


	
advisor_nameパラメータの値としてADDMを指定した場合、またはtask_nameパラメータの値にADDM接頭辞で始まる値を指定した場合、DBMS_ADVISORパッケージはDiagnostics Packのライセンスが必要です。


	
DBMS_WORKLOAD_REPLAY.COMPARE_PERIOD_REPORTパッケージは、Diagnostics Packのライセンスが必要です。


	
V$ACTIVE_SESSION_HISTORY動的パフォーマンス・ビューおよびその基礎となる表X$ASHは、Diagnostics Packのライセンスが必要です。


	
DBA_STREAMS_TP_PATH_BOTTLENECKビューは、Diagnostics Packのライセンスが必要です。


	
DBA_ADDM_で始まるすべてのビューは、Diagnostics Packのライセンスが必要です。


	
DBA_STREAMS_TP_COMPONENT_STATの一部のデータは、Oracle Diagnostics Packのライセンスが必要です。DBA_STREAMS_TP_COMPONENT_STATに対する問合せの次のフィルタ句により、Diagnostics Packに依存するデータが表示されます。

where STATISTIC_UNIT = 'PERCENT'


たとえば、次の問合せにより、Diagnostics Packに依存するデータのみが表示されます。

SELECT * FROM DBA_STREAMS_TP_COMPONENT_STAT
   where STATISTIC_UNIT = 'PERCENT';


	
接頭辞DBA_HIST_で始まるすべてのデータ・ディクショナリ・ビューと、これらの基礎となる表は、Diagnostics Packのライセンスが必要です。例外は、DBA_HIST_SNAPSHOT, DBA_HIST_DATABASE_INSTANCE, DBA_HIST_SNAP_ERROR, DBA_HIST_SEG_STAT, DBA_HIST_SEG_STAT_OBJ,およびDBA_HIST_UNDOSTATの各ビューのみです。これらは、Oracle Diagnostics Packのライセンスがなくても使用できます。


	
接頭辞DBA_ADVISOR_を持つすべてのデータ・ディクショナリ・ビューは、これらのビューに対する問合せで、ADDM列内にADVISOR_NAMEの値を持つ行、またはADDM*列内にTASK_NAMEの値を持つ行またはそれに対応するTASK_IDの行が戻された場合、Diagnostics Packのライセンスが必要です。


	
Oracleホーム・ディレクトリの/rdbms/admin/ディレクトリにある、awrrpt.sql、awrrpti.sql、awrgrpt.sql、awrgrpti.sql、awrgdrpt.sql、awrgdrpi.sql、addmrpt.sql、addmrpti.sql、ashrpt.sql、ashrpti.sql、awrddrpt.sql、awrddrpi.sql、awrsqrpi.sql、awrsqrpt.sql、awrextr.sql、awrload.sql、awrinfo.sql、spawrio.sqlおよびspawrrac.sqlの各レポートは、Diagnostics Packのライセンスが必要です。




ライセンス供与されるリポジトリ・ビュー – 監視ビュー:

次の監視ビューはOracle Diagnostics Packに基づいてライセンス供与されます。

	
MGMT$ALERT_ANNOTATIONS


	
MGMT$ALERT_CURRENT


	
MGMT$ALERT_HISTORY


	
MGMT$ALERT_NOTIF_LOG


	
MGMT$AVAILABILITY_CURRENT


	
MGMT$AVAILABILITY_HISTORY


	
MGMT$BLACKOUT_HISTORY


	
MGMT$BLACKOUTS


	
MGMT$METRIC_COLLECTIONS


	
MGMT$ALERT_CURRENT


	
MGMT$METRIC_DAILY


	
MGMT$METRIC_DETAILS


	
MGMT$METRIC_HOURLY


	
MGMT$TARGET_METRIC_COLLECTIONS


	
MGMT$TARGET_METRIC_SETTINGS




ライセンス供与されるリポジトリ・ビュー – テンプレート・ビュー:

次のテンプレート・ビューはOracle Diagnostics Packに基づいてライセンス供与されます。

	
MGMT$TEMPLATES


	
MGMT$TEMPLATE_METRIC_COLLECTION


	
MGMT$TEMPLATE_METRIC_SETTINGS


	
MGMT$TEMPLATE_POLICY_SETTINGS





	
Oracle Tuning Pack

	
追加費用パック: EE

	
機能:

Oracle Tuning Packに含まれる機能は、次のとおりです。

	
SQLアクセス・アドバイザ


	
SQLチューニング・アドバイザ


	
Oracle Database In-Memoryアドバイザ


	
自動SQLチューニング


	
SQLプロファイル


	
リアルタイムSQLおよびPL/SQLの監視


	
リアルタイム・データベース操作の監視


	
オブジェクトの再編成




新しい初期化パラメータCONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSが導入され、データベース・サーバーでのOracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Packへのアクセスが制御されます。このパラメータは、次の3つの値のうちのいずれかに設定できます。

	
DIAGNOSTIC+TUNING: Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Pack機能がデータベース・サーバーで有効になります。


	
DIAGNOSTIC: Oracle Diagnostics Pack機能のみがサーバーで有効になります。


	
NONE: Oracle Diagnostics PackおよびOracle Tuning Pack機能がデータベース・サーバーで無効になります。




Oracle Tuning Pack機能にアクセスするには、Enterprise Managerコンソール、デスクトップ・ウィジェット、コマンドラインAPIを使用するか、基礎となるデータに直接アクセスします。これには、Oracle Tuning Packのライセンスが必要です。

前提:

Oracle Tuning PackにはOracle Diagnostics Packが必要です。

ライセンス供与されるリンク:

Enterprise Manager内のどのリンクがOracle Tuning Packの一部であるかを判断するには、Enterprise Managerホーム・ページの右上にある「設定」リンクをクリックします。

	
「設定」リンクをクリックした場合、ナビゲーション・バーには「管理パックのアクセス権」リンクが含まれます。このリンクをクリックします。


	
「Management Packのアクセス権」ページが表示され、ここですべての管理パックに対しアクセス権を付与および削除できます。

	
Enterprise Manager Database Controlの場合、Tuning Packの「アクセス権の削除」ラジオ・ボタンをクリックし、「適用」をクリックします。


	
Enterprise Manager Cloud Control,の場合、Tuning Packの適切なチェック・ボックスをクリックし、「適用」をクリックします。







これによって、Enterprise Manager内のOracle Tuning Packに関連付けられたすべてのリンクおよびタブが無効になります。無効化されたリンクおよびタブはすべてOracle Tuning Packの一部であるため、パック・ライセンスが必要です。

ライセンス供与されるコマンドラインAPI:

Oracle Tuning Packの機能は、データベース・サーバーAPIおよびコマンドライン・インタフェースでもアクセスできます。

	
DBMS_ADVISOR (advisor_nameパラメータの値が「SQL Tuning Advisor」または「SQL Access Advisor」である場合)


	
DBMS_SQLTUNE (注意を参照)


	
V$SQL_MONITOR


	
V$SQL_PLAN_MONITOR


	
Oracleホーム・ディレクトリの/rdbms/admin/ディレクトリにあるsqltrpt.sqlのレポートは、Tuning Packのライセンスが必要です。




注意: Oracle Database Enterprise Editionのライセンス供与を受けている場合は、Oracle Tuning PackのライセンスがなくてもDBMS_SQLTUNEパッケージ内の一部のサブプログラムを使用できます。詳細は、表1-6のSQLチューニング・セットの欄を参照してください。











1.2.7 機能、オプションおよびManagement Packの使用状況の確認



機能の使用状況、Oracle Databaseオプションの使用状況、およびデータベースでのOracle Management Packの使用状況を確認できる、options_packs_usage_statistics.sqlスクリプトが用意されています。このスクリプトでは2つの異なるセクションがリストされます。





	
Oracle DatabaseオプションおよびOracle Management Packの使用状況


	
各オプションおよびManagement Packで使用されている機能




このスクリプトは、次のようにしてMy Oracle Supportから取得できます。




	Webブラウザを使用して、My Oracle SupportのWebサイトを表示します。

https://support.oracle.com




	My Oracle Supportにログインします。

My Oracle Supportにユーザー登録していない場合は、登録をクリックし、登録の指示に従います。




	ドキュメントID 1317265.1を検索するか、次のURLでドキュメントに直接アクセスします。

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=1317265.1







各データベースでスクリプトを手動で実行することも、Oracle Enterprise Managerジョブ・システムを使用して、複数のデータベースで自動的にスクリプトを実行することも可能です。Oracle Enterprise Managerジョブ・システムの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください。


注意:

このスクリプトから得られる情報は、お客様の組織で使用されていると識別された、ライセンス供与可能なOracle DatabaseオプションおよびOracle Management Packの概要を説明するものです。情報として使用することを目的としたものであり、ライセンス資格または要件を表すものではありません。お客様のライセンス要件の詳細は、http://www.oracle.com/us/corporate/license-management-services/index.htmlのLicense Management Servicesの担当者に問い合せてください。













1.3 特別なライセンス権限



表1-18 特別なライセンス権限

	オプション/機能	ライセンス情報
	
Data Guard遠隔同期

	
遠隔同期インスタンスは、Oracle Databaseがインストールおよび使用されているサーバーとは異なるサーバーでインストールおよび使用できます。遠隔同期インスタンスを実行しているサーバー用に別途ライセンスを取得する必要はありません。


	
エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ

	
Oracle Database Enterprise Editionでエンタープライズ・ユーザー・セキュリティを使用する場合、KerberosおよびPKIベース認証のOracle Advanced Securityオプションに対するライセンスは必要なくなりました。対応するOracle Identity Management Directory Services Plusのライセンス供与は必要ありません。2004年4月5日以前に購入したOracle Advanced Securityライセンスでは、エンタープライズ・ユーザー・セキュリティをサポートするOracle Directory Services PlusのOracle Internet Directory (OID)コンポーネントの制限付きライセンスが含まれています。


	
グローバル・データ・サービス

	
GSMリスナーは、Oracle Databaseがインストールおよび使用されているサーバーとは異なるサーバーでインストールおよび使用できます。GSMリスナーを実行しているサーバー用に別途ライセンスを取得する必要はありません。


	
インフラストラクチャ・リポジトリ・データベース

	
ライセンスを追加購入しなくても、独立した単一のインスタンスのOracle Databaseをインストールし、RMAN、Oracle Enterprise Manager Cloud Control、自動ワークロード・リポジトリ(AWR)ウェアハウス、グローバル・データ・サービス・カタログおよびグリッド・インフラストラクチャ管理リポジトリのインフラストラクチャ・リポジトリとして使用できます。ただし、すべてのターゲットについて適切なライセンスを購入している場合に限られます。このデータベースは、他の用途で使用することもデプロイすることもできません。

RMAN、Oracle Enterprise Manager Cloud Control、AWRウェアハウスおよびグローバル・データ・サービス・カタログのインフラストラクチャ・リポジトリは、単一のデータベースで共有するか、または独立したデータベースにデプロイできます。インフラストラクチャ・リポジトリ・データベースにはEnterprise Editionを使用する必要があります。

Oracle RACがインフラストラクチャ・データベースに使用されている場合、すべてのサービスについてOracle RACライセンス、および最初以外のすべてのサーバーについてEnterprise Editionライセンスが必要です。

Data Guardがインフラストラクチャ・データベースに使用されている場合、スタンバイ・サーバーにEnterprise Editionライセンスが必要です。


	
Oracle ASMクラスタ・ファイル・システム(Oracle ACFS)

	
Oracle Database以外のファイルで使用する場合は、すべてのOracle ACFS機能が無償になります。

Oracle Databaseのファイルで使用する場合は、すべてのOracle ACFS機能が無償になりますが、次の例外があります。

	
ACFS監査 - 利用不可(Oracle Audit Vaultを使用してください*)


	
ACFS暗号化 - 利用不可(Oracle Transparent Data Encryption (Oracle Advanced Securityオプションの一部)を使用してください*)


	
ACFSレプリケーション - 利用不可(Oracle Data Guardを使用してください*)


	
ACFSセキュリティ - 利用不可(Oracle Database Vaultを使用してください*)


	
ACFSスナップショット - Oracle Database Enterprise Editionが必要*




* これらの製品やコンポーネントに対する適切なフル・ライセンスが必要です。

Oracle ACFSが稼働しているサーバー上で、Oracleサポート契約の対象であるOracle製品(Oracle LinuxやOracle Solarisなど)も稼働している場合、Oracle ACFS専用のサポート・サービスを提供します。


	
Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)

	
Oracle ASMは、無償で、すべてのOracleデータベースおよびOracle ACFSファイル・システムとともに使用できます。


	
Oracle Clusterware

	
Oracle Clusterwareでは、クラスタ・メンバーシップと高可用性の監視およびフェイルオーバーを提供します。Oracle Clusterwareは、アプリケーションを保護する(障害発生時のアプリケーションの再起動またはフェイルオーバー)用途において無償で使用することができます。Oracleでは、サーバーでOracle製品が実行されている場合にのみClusterwareのサポートを提供しますが、これにはOracleサポートの適用内のOracle LinuxまたはOracle Solarisも含まれます。


	
Oracle Connection Manager

	
Oracle Connection Managerは、Oracle Databaseがインストールおよび使用されているマシンと異なるマシン上にインストールし、使用できます。Oracle Connection Managerを実行しているマシン用に別途ライセンスを取得する必要はありません。


	
Oracle Data Guardブローカ

	
ブローカ・コマンドライン・インタフェースDGMGRLをインストールして、Oracle Data Guardのプライマリおよびスタンバイ・システムとは別のコンピュータ・システムでオブザーバ・ソフトウェアを実行できます。オブザーバをホストしているシステム用に別途ライセンスを取得する必要はありません。


	
Oracle Database Backup Cloud Service

	
Oracle Database Backup Cloud Serviceでは、Oracle Advanced Security OptionまたはOracle Advanced Compression Optionの2つの機能を、追加費用なしで使用できます。

	
RMANバックアップの暗号化


	
すべてのRMANバックアップ圧縮のアルゴリズム




Oracle Advanced SecurityオプションまたはOracle Advanced Compressionオプションの追加機能を使用するには、それらのオプションのライセンスを別途購入する必要があります。また、直接ディスクにRMAN暗号化バックアップを実行する場合も、Oracle Advanced Securityオプションのライセンスが別途必要です。


	
Oracle Database Express Edition

	
Oracle Database Express Editionは、アプリケーションの開発、プロトタイプ構築および実行の目的で、無償で使用できます。また、デモンストレーションおよび研修を提供する際にも無償で使用できます。さらに、任意のアプリケーションとともに無償で配布できます。ただし、Oracle Database Express Editionを使用するには次の制限事項があります。

	
Express Editionは任意のサーバー上の単一インスタンスに制限されます。


	
Express Editionは複数のCPUサーバーにインストールできますが、いずれかのサーバーの1つのプロセッサでのみ実行できます。


	
Express Editionを使用した場合、サポートされるのは最大11GBのユーザー・データ(Express Editionシステム・データを含まない)のみです。


	
Express Editionは使用可能なメモリーのうち最大1GBのRAMを使用します。




Oracleサポート・サービスでは、Oracle Database Express Editionに関する技術サポート、電話サポートまたは更新を提供しません。


	
Oracle Database Gateway for ODBC

	
Oracle Database Gateway for ODBCは、Oracle Databaseがインストールおよび使用されているマシンと異なるマシン上にインストールし、使用できます。Oracle Gateway for ODBCを実行しているマシン用に別途ライセンスを取得する必要はありません。


	
Oracle Database Provider for DRDA

	
Oracle Database Provider for DRDAは、Oracle Databaseがインストールおよび使用されているマシンと異なるマシン上にインストールし、使用できます。Oracle Database Provider for DRDAを実行しているマシン用に別途ライセンスを取得する必要はありません。


	
Oracle Database Vault

	
Oracle Database Vaultを構成して有効にすると、Oracle Label Securityも構成されて有効になります。Oracle Label SecurityはOracle Database Vaultソフトウェアによる使用のみに制限されます。Oracle Label Securityのポリシーを作成する場合は、Oracle Label Securityのフル・ライセンスが必要です。


	
Oracle Real Application Clusters (RAC)およびReal Application Clusters One Node

	
次のライセンス情報は、Oracle Database Standard EditionまたはOracle Database Standard Edition 2とともにクラスタ化されたサーバー環境でOracle Real Application Clustersを使用する場合、またはOracle Database Standard Edition 2とともにクラスタ化されたサーバー環境でReal Application Clusters One Nodeを使用する場合に適用されます。

	
Oracle Clusterwareを使用する必要があります。サード・パーティのクラスタウェア管理ソリューションはサポートされません。


	
Oracleデータベースのすべてのファイル・タイプの作成および管理に、Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)またはOracle ASM Cluster File System (Oracle ACFS)を使用する必要があります。RAWボリューム、パーティション、サードパーティ・クラスタ・ファイル・システムでは、Oracle Database Standard EditionやOracle Database Standard Edition 2、およびOracle RACやRAC One NodeによるOracleデータベース・ファイルの格納をサポートしていません。データベース関連ファイル・タイプの一覧は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。


	
すべての非データベース・ファイルの格納には、ASM Cluster File System (ACFS)またはローカルのOSファイルシステムを使用する必要があります。Oracleによって複製された非データベース関連ファイルは、次の例外を除いて、それ以外の領域に格納することはできません。

	
スタンバイ・データベースのメンテナンス・スクリプトを手動で記述する場合は、アーカイブ・ログの2つ目のコピーをOracle ASM以外のLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータによって指定されたローカル・ファイルシステム上にのみ作成できます。


	
ファイルのRMANバックアップは、ローカルまたはネットワークにマウントされたファイル・システム上に置くことができます。





	
OCFS、OCFS2、サード・パーティのクラスタウェア、サード・パーティのクラスタ・ボリューム・マネージャ、サード・パーティのクラスタ・ファイルシステムなど、その他のクラスタ・ソフトウェアはシステムにインストールできません。





	
Oracle Real Application Testing

	
Oracle Real Application Testingのフル機能は、Oracle Database 11gリリース1以上でのみ利用可能です。ただし、Oracle9i Databaseリリース2またはOracle Database 10gからのアップグレードを希望しているお客様は、Oracle Real Application Testingの一部の機能を利用できます。

Oracle9i Databaseリリース2で利用可能な機能は次のとおりです。

	
データベース・リプレイ: ワークロードの取得機能のみがサポートされます。取得されたワークロードの再実行は、Oracle Database 11gでのみ可能です。この機能は、Oracle9i Databaseリリース2からOracle Database 11g以上へのアップグレードに役立てるためだけに使用できます。




Oracle Database 10gリリース2で利用可能な機能は次のとおりです。

	
データベース・リプレイ: ワークロードの取得機能のみがサポートされます。取得されたワークロードの再実行は、Oracle Database 11gでのみ可能です。この機能は、Oracle Database 10gリリース2からOracle Database 11gへのアップグレードに役立てるためだけに使用できます。


	
SQLパフォーマンス・アナライザ: リモートSQLのテスト実行、およびSQLチューニング・セットへのSQLの取得機能のみがサポートされます。これらの機能は、Oracle9i Databaseリリース2およびOracle Database 10gリリース1からOracle Database 10gリリース2以上へのアップグレードに役立てるためだけに使用できます。以前のリリース(Oracle 9i DatabaseまたはOracle Database 10gリリース1)からOracle Database 10gリリース2へアップグレードする際には、ターゲット・データベース(Oracle Database 10gリリース2)上でSQLをリモート実行するためにOracle Database 11gが必要です。Real Application Testingのライセンス取得は、Oracle Database 10gリリース2とOracle Database 11gの両方のシステムについて必要です。





	
Oracle Secure Backup

Oracle Secure Backup Cloud Module

	
Oracle Database Enterprise Editionのバックアップの場合、Oracle Secure Backupには次の使用制限付きライセンスが含まれます。

	
テープまたはAmazon S3へのRMANバックアップの暗号化


	
LOW、MEDIUM、BASICまたはHIGHアルゴリズムを活用したRMANバックアップ圧縮




Oracle Secure Backupの特殊な使用方法のライセンスは、Oracle Advanced SecurityオプションのコンポーネントであるRMANバックアップの暗号化と、Oracle Advanced CompressionオプションのコンポーネントであるRMANバックアップ圧縮レベルに適用されます。Oracle Advanced SecurityオプションまたはOracle Advanced Compressionオプションの追加機能を使用するには、それらのオプションのライセンスを別途購入する必要があります。また、Oracle Secure Backupがメディア・マネージャであるかどうかにかかわらず、直接ディスクにRMAN暗号化バックアップを実行する場合も、Oracle Advanced Securityオプションのライセンスが必要です。


	
Oracle Secure Backup Express

	
Oracle Secure Backup ExpressはOracle Databaseにバンドルされています。Oracle Secure Backup Expressに関するサポートは、オラクルの社員やコミュニティの専門家によってモニターされる無料のOracle Discussion Forumを通じてのみ提供されます。

Oracle Secure Backup Expressでは、Oracleデータベースおよびテープ保護を必要とするOracleホーム・ファイルおよびその他のファイル・システム・データをバックアップできます。

詳細は、『Oracle Secure Backupライセンス情報』を参照してください。


	
Oracle Wallet

	
Oracle WalletはPKCS#12コンテナで、認証および暗号化鍵を格納するのに使用されます。Oracleデータベースのセキュアな外部パスワード・ストア機能により、Oracleデータベースに対するパスワード・ベースの認証用にOracle Walletにパスワードが格納されます。Oracle Walletは、Oracle Databaseに対するPKI認証用の資格証明、ネットワーク暗号化の構成(SSL/TLS)およびOracle Advanced Security透過的データ暗号化(TDE)マスター暗号化鍵を格納するのにも使用できます。ネットワーク暗号化(ネイティブ・ネットワークの暗号化、ネットワーク・データ整合性およびSSL/TLS)と厳密認証サービス(Kerberos、PKIおよびRADIUS)は、Oracle Advanced Securityの一部ではなくなり、Oracle Databaseのすべてのサポート対象リリースのライセンス供与されているすべてのエディションに含まれるようになりました。


	
XStream

	
XStreamは、クライアント・アプリケーションによるOracleデータベースからのリアルタイムのデータ変更の受信(XStream Out APIを使用)およびOracleデータベースへのリアルタイムのデータ変更の送信(XStream In APIを使用)を可能にするApplication Program Interface (API)を提供します。これらのデータ変更は、Oracleデータベースと他のシステム(ファイルシステムやOracle以外のデータベースなど)で共有可能です。XStreamは、Oracle GoldenGate製品を介してライセンス供与されます。この製品のライセンスの購入が、XStream APIを使用するには必要です。詳細は、Oracle担当営業にお問い合せください。











1.4 使用制限付きライセンス




表1-19 使用制限付きライセンス

	機能/オプション	ライセンス情報
	
Oracle Advanced Security

	
2004年4月5日以前に購入したOracle Advanced Securityライセンスでは、エンタープライズ・ユーザー・セキュリティをサポートするOracle Directory Services PlusのOracle Internet Directory (OID)コンポーネントの制限付きライセンスが含まれています。

Oracle Advanced Securityには、次のOracle Enterprise Manager機能の使用制限付きライセンスが含まれています。

	
アプリケーション・データ・モデル(旧称: データ検出およびモデリング)


	
機密列タイプおよび機密データ検出


	
Application Accelerator




Oracle Advanced Security以外の目的で前述のOracle Enterprise Manager機能の使用を希望する場合は、Oracle Data Masking and Subsetting Packの完全使用ライセンスの購入が必要です。


	
Oracle Application Server Containers for J2EE

	
Oracle Application Server Containers for J2EE (OC4J)の使用制限付きライセンスが、(Oracle Database Express Editionを除く)すべてのエディションに含まれています。この組込みバージョンは、Oracle Enterprise Manager (DatabaseおよびCloud Control)、Advanced Queuing Servlet、Ultra Search、Application ExpressおよびWarehouse Builderをサポートする目的でのみ提供されており、他の目的で使用することもデプロイすることもできません。


	
Oracle Database Mobile Server

	
Oracle Database Mobile Serverは、集中管理コンソールからのモバイルまたは埋込みデバイス・ネットワーク制御用の強力なツールです。Oracleエンタープライズ・バックエンドに対するモバイルまたは埋込みデバイス上でローカルで実行されるアプリケーションにセキュアでスケーブルな接続方法を提供します。同期システムは、堅牢でフォルト・トレラントです。信頼性が低く、断続的に使用可能なネットワーク上でも同期できます。Oracle Database Mobile Serverでは、アプリケーション、ユーザーおよびデバイスを管理することも可能です。Oracle WebLogic、Oracle GlassfishおよびApache TomEEなど、各種アプリケーション・サーバー・プラットフォーム上で実行できます。

クライアント・デバイス側で、データ・ストアとしてOracle Berkeley DBと連携するよう設計されており、モバイルや埋込みデバイス上で、効率的かつ信頼性が高く、セキュアなデータ管理をローカルで実行できます。また、広く普及しているオープン・ソース・データ・ストアであるSQLiteとも互換性があります。Database Mobile Serverdは、Oracle Java、Linux、Windows (ラップトップ用やMobile/CE版)およびAndroidなど、多くの一般的なデバイス・プラットフォームをサポートしています。


	
Oracle Database Vault

	
Oracle Database Vaultには、次のOracle Enterprise Management機能の使用制限付きライセンスが含まれています。

	
アプリケーション・データ・モデリング(旧称: データ検出およびモデリング)


	
Oracle E-Business Suiteの選択バージョン用のアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ


	
Oracle Fusion Applicationsの選択バージョン用のアプリケーション・データ・モデリング・アクセラレータ




Oracle Database Vault以外の目的で前述のOracle Enterprise Management機能の使用を希望する場合は、Oracle Data Masking and Subsetting Packの完全使用ライセンスの購入が必要です。


	
Oracle HTTP Server

	
Oracle HTTP Serverの使用制限付きライセンスは、HTTP Serverがデータベースと同じサーバー上で実行されている場合、(Oracle Database Express Editionを除く)すべてのエディションに含まれています。異なるサーバー上でOracle HTTP Serverを実行する場合は、Oracle DatabaseまたはOracle Application Serverのライセンスを通じて、そのサーバーにHTTP Serverの使用ライセンスが供与される必要があります。


	
Oracle Internet Directory

	
Oracle Identity Management Directory Services PlusコンポーネントのOracle Internet Directory(OID)の使用制限付きライセンスが(Oracle Database Express Editionを除く)すべてのエディションに含まれていますが、これはユーザーがOracle Net Servicesの構成にディレクトリ・ネーミング機能を使用する場合に制限されています。OIDは、他の用途で使用することもデプロイすることもできません。


	
Oracle Label Security

	
Oracle Label Securityには、次のOracle Enterprise Manager機能の使用制限付きライセンスが含まれています。

	
アプリケーション・データ・モデル(旧称: データ検出およびモデリング)


	
機密列タイプおよび機密データ検出


	
Application Accelerator




Oracle Label Security以外の目的で前述のOracle Enterprise Manager機能の使用を希望する場合は、Oracle Data Masking and Subsetting Packの完全使用ライセンスの購入が必要です。


	
Oracle Multitenant

	
Oracle Multitenantの使用制限付きライセンスがすべてのエディションに含まれています。このライセンスでは、Oracle Multitenantオプションのライセンスがなくても、1つのユーザー作成プラガブル・データベース(シングル・テナント)でマルチテナント・アーキテクチャを使用できます。


	
Oracle Programmer

	
Oracle Programmerでは、Oracle Databaseの任意のエディションに対するプログラム・インタフェースがアプリケーション・プログラマに提供されます。ただし、Oracle Programmerを使用するには、Oracle Programmerのライセンスを別途購入する必要があります。

Oracle Programmerに含まれる製品は、次のとおりです。

	
SQL形式の埋込みインタフェース: Pro*C/C++、Pro*COBOL、Pro*Fortran、SQL*Module for Ada、SQLJ


	
データベース・スキーマからホスト言語バインドを生成するユーティリティ: Object Type TranslatorおよびJPub





	
Oracle Real Application Testing

	
Load Testing Accelerator for Oracle Database、Oracle Load TestingおよびOracle Load Testing Controllerの使用制限付きライセンスは、Oracle Databaseのテスティング用としてOracle Real Application Testingに含まれており、アプリケーションのテスティングには使用できません。


	
Oracle Secure Backup Express

	
Oracle Secure Backup Expressは、シングルサーバーのOracle Database環境でデータ保護を実現する集中テープ・バックアップ管理ソリューションです。Oracle Secure Backup Expressの使用制限付きライセンスがすべてのOracle Databaseエディションに含まれています。Oracle Secure Backup Expressは、1台のテープ・ドライブが直接接続された単一ホストに制限されており、高度な機能の使用に関していくらかの制約があります。詳細は、『Oracle Secure Backup ライセンス情報』を参照してください。


	
Oracle Spatial and Graph

	
Oracle Partitioningの使用制限付きライセンスは、次の空間およびRDFグラフ・テクノロジ(RDF/OWL)機能をサポートする目的でのみ、SE2およびEEエディションに無償で含まれています: 空間トポロジおよびRDFグラフ。他のあらゆるOracle Partitioningの使用には、Oracle Partitioningオプションのライセンスが必要です(使用可能な場合)。














1.5 サードパーティの通知やライセンス


1.5.1 商用ソフトウェア



Oracle Database 12cリリース1 (12.1)で配布される商用ソフトウェア製品やコンポーネントを、該当するライセンス情報とともに次の表に示します。


表1-20 商用ソフトウェア

	提供者	コンポーネント	ライセンス情報
	
Baltimore Technologies

	
GTE Cybertrust Root Keys

	
ORACLE IS PROVIDING THE GTE CYBERTRUST ROOT KEY CERTIFICATES ON AN "AS IS" BASIS WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND; ORACLE DOES NOT WARRANT THAT THE GTE CYBERTRUST ROOT KEY CERTIFICATES WILL BE PROVIDED UNINTERRUPTED OR ERROR-FREE; FURTHERMORE, ORACLE DISCLAIMS ALL EXPRESS AND IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.


	
DataDirect

	
DataDirect Technology

	
このOracleプログラムで提供されているDataDirectコンポーネントは、Oracleプログラムでの使用のみを目的として配布されたものです。


	
MapInfo Corp.

	
Projections Code

	
Portions of this software Copyright 1992-2000, MapInfo Corporation, ALL RIGHTS RESERVED.


	
RSA

	
Micro Edition Suite (MES)

	
この製品には、RSA Data Security社からライセンスを取得したコードが含まれます。

図1-1を参照してください。


	
Sibental, Inc.

	
AnyChart

AnyChart Flash Chart Component

AnyGantt

AnyMap

	
AnyChart

Oracle Application ExpressのFlashチャートのサポートは、Anychart Flash Chart Componentに基づきます。Anychartは柔軟なMacromedia Flashベースのソリューションで、開発者はアニメーションを使用したコンパクトで対話型のFlashチャートを作成できます。Flashチャートはブラウザによってレンダリングされ、Flash Player 8以上を必要とします。対話型のレポートで使用されるFlashチャートでは、Flash Player 9以上が必要です。Anychartの詳細は、次のサイトを参照してください。

http://www.anychart.com

Oracle製品からAnychart Flash Chart Componentのバンドルを解除したり、Oracle製品以外でAnychart Flash Chart Componentを使用しようとすると、このライセンスの違反となり、このライセンスはただちに終了することになります。








図1-1 RSA Secureのロゴ

[image: 図1-1の説明が続きます。]









1.5.2 オープン・ソースまたは別途ライセンスされる他のソフトウェア



Oracle Database 12cリリース1 (12.1)で配布されるオープン・ソースまたは別途ライセンスされる他のソフトウェア製品やコンポーネントに必要な通知を、該当するライセンス情報とともに次の表に示します。個々のサードパーティ・ソフトウェアのドキュメントやReadmeファイルに追加の通知やライセンスが含まれている場合があります。


表1-21 オープン・ソースまたは別途ライセンスされる他のソフトウェア

	提供者	コンポーネント	ライセンス情報
	
ANTLR

	
Antlr

	
ANTLR 3ライセンス

[BSDライセンス]

Copyright (c) 2003-2007, Terence Parr

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the author nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	
Alexander Potochkin

	
JXLayer

	
Copyright (c) 2006-2009, Alexander Potochkin All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the JXLayer project nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	
Apache

	
Apache Commons File Upload

Apache Geronimo JMS 1.1 Specification

Commons HttpClient

Log4J

commons-io-1.2.jar

	
これらの製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Apache

	
Apache FOP

	
Apache FOP 0.20.5

Copyright © 1999-2000, The Apache Software Foundation.

All rights reserved. Licensed under the Apache 1.1 License Agreement.

The names "Xerces", "Xalan", "Batik", "Jakarta", "Apache Avalon", "Avalon Excalibur", "Avalon Framework" and "Apache Software Foundation" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation and without limiting the foregoing, contains portions originally based on software copyright (c) 1999, International Business Machines, Inc., http://www.ibm.com, portions originally based on software copyright (c) 1999, Lotus Development Corporation, http://www.lotus.com, and portions originally created by Stefano Mazzocchi <stefano@apache.org>. For more information on the Apache Software Foundation, please see <http://www.apache.org/>.

この製品は、Apache 1.1のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 1.1」を参照してください。


	
Apache

	
Apache POI

	
Apache POI

Copyright 2009 The Apache Software Foundation

この製品には次の開発元のソフトウェアが含まれます。

Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)

この製品にはDOM4Jライブラリ(http://www.dom4j.org)が含まれます。

Copyright 2001-2005 (C) MetaStuff, Ltd. All Rights Reserved.

この製品には、元はBEAのソフトウェアに基づく部分が含まれます。

Copyright (c) 2000-2003, BEA Systems.

この製品には、W3C XML Schemaドキュメントが含まれます。Copyright 2001-2003 (c) World Wide Web Consortium (Massachusetts Institute of Technology, European Research Consortium for Informatics and Mathematics, Keio University)

この製品にはPiccolo XML Parser for Javaが含まれます

(Http://piccolo.sourceforge.net/)。Copyright 2002 Yuval Oren.

この製品には、vsdumpプログラムのchunks_parse_cmds.tblファイルが含まれます。

Copyright (C) 2006-2007 Valek Filippov (frob@df.ru)

この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Apache

	
Apache XMLBeans

	
この製品には、Apache Software Foundation(http://www.apache.org/)が開発したソフトウェアが含まれます。

このソフトウェアの一部は元々BEA Systemsのソフトウェアに基づいていました。Copyright (c) 2000-2003, BEA Systems.

Apache XMLBeansプロジェクトへの貢献以外に、このソフトウェアには次のものも含まれています。

	
Apache Xerces-J製品およびApache Axis製品の1つ以上のソース・ファイル。Copyright (c) 1999-2003 Apache Software Foundation


	
W3C XML Schemaドキュメント。Copyright 2001-2003 (c) World Wide Web Consortium (Massachusetts Institute of Technology, European Research Consortium for Informatics and Mathematics, Keio University)


	
Apache Xml Commonsプロジェクトによるresolver.jar。Copyright (c) 2001-2003 Apache Software Foundation


	
Piccolo XML Parser for Java (http://piccolo.sourceforge.net/)。Copyright 2002 Yuval Oren under the terms of the Apache Software License 2.0


	
JSR-173 Streaming API for XML (http://sourceforge.net/projects/xmlpullparser/)。Copyright 2005 BEA under the terms of the Apache Software License 2.0




この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Apache

	
Batik

	
この製品には、Apache Software Foundation(http://www.apache.org/)が開発したソフトウェアが含まれます。

このソフトウェアには、Document Object Model API (DOM API)およびSVG Document Type Definition (DTD)に関するWorld Wide Web Consortium (W3C)のコードが含まれます。

このソフトウェアには、ソフトウェアのドキュメントで使用される文字エンティティの定義に関する国際標準化機構のコードが含まれます。

この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Apache

	
Fop

	
Apache FOP

Copyright 1999-2010 The Apache Software Foundation

この製品には次の開発元のソフトウェアが含まれます。

Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of The Apache Software Foundation and was originally created by James Tauber <jtauber@jtauber.com>.

この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Apache

	
Regular Expression Package

	
Jakarta Regexp Version 1.3, Copyright © 1999-2002 The Apache Software Foundation. All rights reserved.

Licensed under the Apache 1.1 License Agreement.

The names "The Jakarta Project", "Jakarta-Regexp", and "Apache Software Foundation" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation. For more information on the Apache Software Foundation, please see http://www.apache.org/.

この製品は、Apache 1.1のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 1.1」を参照してください。


	
Apache

	
Xerces

	
Apache Xerces Java

Copyright 1999-2007 The Apache Software Foundation

この製品には、Apache Software Foundation(http://www.apache.org/)で開発されたソフトウェアが含まれます。

このソフトウェアの一部は元々次のソフトウェアに基づいていました。

	
software copyright (c) 1999, IBM Corporation., http://www.ibm.com.


	
software copyright (c) 1999, Sun Microsystems., http://www.sun.com.


	
元はiClick, Inc. (software copyright (c) 1999)で開発されたソフトウェア(Apache Software Foundationを代表したPaul Engによる有志の貢献)。




この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Apache

	
avalon.framework.jar

	
Avalon Framework version 4.1.5 Copyright © 1997-2003 The Apache Software Foundation. All rights reserved. Licensed under the Apache 1.1 License Agreement.

The names "Apache", "Avalon", "Excalibur", "Fortress", "Phoenix", "Merlin" and "Apache Software Foundation" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation. For more information on the Apache Software Foundation, please see <http://www.apache.org/>.

この製品は、Apache 1.1のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 1.1」を参照してください。


	
Apache

	
commons-logging-1.0.4.jar

	
この製品には、Apache Software Foundation(http:/www.apache.org)が開発したソフトウェアが含まれます。

この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Apple Computer

	
Apple MDNS (Bonjour)

	
Apple MDNS (Bonjour) Copyright (c) 2002-2004 Apple Computer, Inc.

All rights reserved.

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License")

To accommodate license compatibility with the widest possible range of client code licenses, the shared library code, which is linked at runtime into the same address space as the client using it, is licensed under the terms of the "Three-Clause BSD License".

The Linux Name Service Switch code, contributed by National ICT Australia Ltd (NICTA) is licensed under the terms of the NICTA Public Software Licence (which is substantially similar to the "Three-Clause BSD License", with some additional language pertaining to Australian law).

この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Atsuhiko Yamanaka, JCraft,Inc.

	
JSch

	
Copyright (c) 2002-2010 Atsuhiko Yamanaka, JCraft, Inc.

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The names of the authors may not be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL JCRAFT, INC. OR ANY CONTRIBUTORS TO THIS SOFTWARE BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	
Christian Bach

	
tablesorter

	
Copyright (c) 2007 Christian Bach

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
Craig Michael Thompson

	
qTip

	
qTip2 - Pretty powerful tooltips, Version: nightly Copyright 2009-2011 Craig Michael Thompson

Dual licensed under MIT or GPLv2 licenses

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
Cytoscape Consortium

	
Cytoscape

	
Oracle gratefully acknowledges the Cytoscape Consortium licensor of Cytoscape, which is available at http://www.cytoscape.org/download.php


	
Frederico Caldiera Knabben (FredCK.com)

	
CKEditor

	
© 2003 - 2010 CKSource - Frederico Knabben. All rights reserved.

この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
FreeBSD

	
MD5_Crypt

	
"THE BEER-WARE LICENSE" (Revision 42):

<phk@login.dknet.dk> wrote this file. As long as you retain this notice you can do whatever you want with this stuff. If we meet some day, and you think this stuff is worth it, you can buy me a beer in return. Poul-Henning Kamp


	
Infozip

	
unzip

zip

	
Copyright (c) 1990-2007 Info-ZIP. All rights reserved.

For the purposes of this copyright and license, "Info-ZIP" is defined as the following set of individuals:

Mark Adler, John Bush, Karl Davis, Harald Denker, Jean-Michel Dubois, Jean-loup Gailly, Hunter Goatley, Ed Gordon, Ian Gorman, Chris Herborth, Dirk Haase, Greg Hartwig, Robert Heath, Jonathan Hudson, Paul Kienitz, David Kirschbaum, Johnny Lee, Onno van der Linden, Igor Mandrichenko, Steve P. Miller, Sergio Monesi, Keith Owens, George Petrov, Greg Roelofs, Kai Uwe Rommel, Steve Salisbury, Dave Smith, Steven M. Schweda, Christian Spieler, Cosmin Truta, Antoine Verheijen, Paul von Behren, Rich Wales, Mike White.

This software is provided "as is," without warranty of any kind, express or implied. In no event shall Info-ZIP or its contributors be held liable for any direct, indirect, incidental, special or consequential damages arising out of the use of or inability to use this software.

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including commercial applications, and to alter it and redistribute it freely, subject to the above disclaimer and the following restrictions:

	
Redistributions of source code (in whole or in part) must retain the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions.


	
Redistributions in binary form (compiled executables and libraries) must reproduce the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions in documentation and/or other materials provided with the distribution. The sole exception to this condition is redistribution of a standard UnZipSFX binary (including SFXWiz) as part of a self-extracting archive; that is permitted without inclusion of this license, as long as the normal SFX banner has not been removed from the binary or disabled.


	
Altered versions--including, but not limited to, ports to new operating systems, existing ports with new graphical interfaces, versions with modified or added functionality, and dynamic, shared, or static library versions not from Info-ZIP--must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the original source or, if binaries, compiled from the original source. Such altered versions also must not be misrepresented as being Info-ZIP releases--including, but not limited to, labeling of the altered versions with the names "Info-ZIP" (or any variation thereof, including, but not limited to, different capitalizations), "Pocket UnZip," "WiZ" or "MacZip" without the explicit permission of Info-ZIP. Such altered versions are further prohibited from misrepresentative use of the Zip-Bugs or Info-ZIP e-mail addresses or the Info-ZIP URL(s), such as to imply Info-ZIP will provide support for the altered versions.


	
Info-ZIP retains the right to use the names "Info-ZIP," "Zip," "UnZip," "UnZipSFX," "WiZ," "Pocket UnZip," "Pocket Zip," and "MacZip" for its own source and binary releases.





	
JGoodies

	
JGoodies Looks

	
JGoodies LooksのBSDライセンス

======================================

Copyright (c) 2003 JGoodies Karsten Lentzsch. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of JGoodies Karsten Lentzsch nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	
JGraph

	
jGraphX.jar

	
次の内容は、通知事項として掲載しています。

JGraphX is licensed under the modern, 3 clause BSD license. The precise text of the license you receive the software under is here( http://www.jgraph.com/bsd.html). If you cannot understand it, do not use the software.

===================

License.txt included in software.

Copyright (c) 2001-2009, JGraph Ltd

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of JGraph Ltd nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




Termination for Patent Action.

This License shall terminate automatically, as will all licenses assigned to you by the copyright holders of this software, and you may no longer exercise any of the rights granted to you by this license as of the date you commence an action, including a cross-claim or counterclaim, against the copyright holders of this software or any licensee of this software alleging that any part of the JGraph, JGraphX and/or mxGraph software libraries infringe a patent. This termination provision shall not apply for an action alleging patent infringement by combinations of this software with other software or hardware.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	
Jean-loup Gailly and Mark Adler

	
zlib

	
オラクル社は、この製品で使用されているzlib汎用圧縮ライブラリの作成に対して、Jean-loup GaillyおよびMark Adlerの貢献に謝意を表します。


	
John Resig

	
Hotkeys

	
jQuery Hotkeys Plugin

Copyright 2010, John Resig

Dual licensed under the MIT or GPL Version 2 licenses.

オラクル社は、MITライセンスに基づいて、コードの受取りを決めました。

Based upon the plugin by Tzury Bar Yochay:

Http://github.com/tzuryby/hotkeys

Original idea by:

Binny V A, http://www.openjs.com/scripts/events/keyboard_shortcuts/

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
John Resig

	
Metadata

	
Dual licensed under the MIT and GPL licenses:

	Http://www.opensource.org/licenses/mit-license.php
	Http://www.gnu.org/licenses/gpl.html


Revision: $Id: jquery.metadata.js 4187 2007-12-16 17:15:27Z joern.zaefferer $

オラクル社は、MITの条項に基づいて、コードの受取りを決めました。

Copyright (c) 2006 John Resig, Yehuda Katz, Jörn Zaefferer, Paul McLanahan

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
John Resig

	
jQuery

	
Copyright (c) 2008 John Resig.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
John Resig

	
jQuery

	
Copyright (c) 2011 John Resig.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
John Resig

	
jQuery Mobile

	
Copyright (c) 2011 John Resig, http://jquery.com/

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
Manos Batsis

	
Sarissa

	
この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Marijn Haverbeke

	
CodeMirror

	
オラクル社は、この製品の作成に使用されたCodeMirrorの作成に対して、Marijn Haverbekeの貢献に謝意を表します。


	
Massachusetts Institute of Technology

	
kerberos

	
ライセンスのコピーは、kerberos Licenseを参照してください。


	
MetaStuff, Ltd.

	
dom4j

	
Copyright 2001-2005 (C) MetaStuff, Ltd. All Rights Reserved.

Redistribution and use of this software and associated documentation ("Software"), with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain copyright statements and notices. Redistributions must also contain a copy of this document.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The name "DOM4J" must not be used to endorse or promote products derived from this Software without prior written permission of MetaStuff, Ltd. For written permission, please contact dom4j-info@metastuff.com.


	
Products derived from this Software may not be called "DOM4J" nor may "DOM4J" appear in their names without prior written permission of MetaStuff, Ltd. DOM4J is a registered trademark of MetaStuff, Ltd.


	
Due credit should be given to the DOM4J Project -http://www.dom4j.org




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY METASTUFF, LTD. AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL METASTUFF, LTD. OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	
Michael David Adams

	
JasPer

	
JasPer License Version 2.0

	Copyright (c) 2001-2006 Michael David Adams
	Copyright (c) 1999-2000 Image Power, Inc.
	Copyright (c) 1999-2000 The University of British Columbia


All rights reserved.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person (the "User") obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

	
The above copyright notices and this permission notice (which includes the disclaimer below) shall be included in all copies or substantial portions of the Software.


	
The name of a copyright holder shall not be used to endorse or promote products derived from the Software without specific prior written permission.




THIS DISCLAIMER OF WARRANTY CONSTITUTES AN ESSENTIAL PART OF THIS LICENSE. NO USE OF THE SOFTWARE IS AUTHORIZED HEREUNDER EXCEPT UNDER THIS DISCLAIMER. THE SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, OR ANY SPECIAL INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE. NO ASSURANCES ARE PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS THAT THE SOFTWARE DOES NOT INFRINGE THE PATENT OR OTHER INTELLECTUAL PROPERTY RIGHTS OF ANY OTHER ENTITY. EACH COPYRIGHT HOLDER DISCLAIMS ANY LIABILITY TO THE USER FOR CLAIMS BROUGHT BY ANY OTHER ENTITY BASED ON INFRINGEMENT OF INTELLECTUAL PROPERTY RIGHTS OR OTHERWISE. AS A CONDITION TO EXERCISING THE RIGHTS GRANTED HEREUNDER, EACH USER HEREBY ASSUMES SOLE RESPONSIBILITY TO SECURE ANY OTHER INTELLECTUAL PROPERTY RIGHTS NEEDED, IF ANY. THE SOFTWARE IS NOT FAULT-TOLERANT AND IS NOT INTENDED FOR USE IN MISSION-CRITICAL SYSTEMS, SUCH AS THOSE USED IN THE OPERATION OF NUCLEAR FACILITIES, AIRCRAFT NAVIGATION OR COMMUNICATION SYSTEMS, AIR TRAFFIC CONTROL SYSTEMS, DIRECT LIFE SUPPORT MACHINES, OR WEAPONS SYSTEMS, IN WHICH THE FAILURE OF THE SOFTWARE OR SYSTEM COULD LEAD DIRECTLY TO DEATH, PERSONAL INJURY, OR SEVERE PHYSICAL OR ENVIRONMENTAL DAMAGE ("HIGH RISK ACTIVITIES"). THE COPYRIGHT HOLDERS SPECIFICALLY DISCLAIM ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTY OF FITNESS FOR HIGH RISK ACTIVITIES.


	
Microsoft

	
Microsoft Visual Studio 2010の再配布可能コード

	
再配布可能なコードが含まれるOracleアプリケーションには、オラクル社の著作権表示を含める必要があります。オラクル社のプログラム名、またはオラクル社のプログラムがMicrosoft社に承認されている、あるいは開発元がMicrosoft社であると示唆するような方法でMicrosoft社の商標を使用しないでください。


	
Open Source Geospatial Foundation

	
Geospatial Data Abstraction Library/OpenGIS Simple Features参照の実装(GDAL/OGR)

	
ライセンスのコピーは、Geospatial Data Abstraction Library/OpenGIS Simple Features Reference Implementation (GDAL/OGR) Licenseを参照してください。


	
Oracle

	
JDK 1.6

	
ライセンスのコピーは、JDK 1.6 Licensesを参照してください。


	
Patrick Wolf

	
APEX Essentials

	
Copyright (c) 2008 Patrick Wolf (http://www.inside-oracle-apex.com/)

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
SourceForge

	
Expat - XMLパーサー用Cライブラリ

	
Copyright (c) 1998, 1999, 2000 Thai Open Source Software Center Ltd and Clark Cooper

Copyright (c) 2001, 2002, 2003, 2004, 2005, 2006 Expat maintainers.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
SourceForge

	
ipmiutil

	
pefconfig.c   Copyright (c) 2001-2007, Intel Corporation
ipmicmd.c     Copyright (c) 2002-2006, Intel Corporation
ipmicmd.h     Copyright (c) 2002, Intel Corporation
ipmims.c      Copyright (c) 2002, Intel Corporation


All rights reserved.

/*----------------------------------------------------------------------*

BSDライセンス

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

a. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.

b. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.

c. Neither the name of Intel Corporation nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

*----------------------------------------------------------------------*/


	
Stilbuero

	
Cookie

	
オラクル社は、MITの条項に基づいて、コードの受取りを決めました。

Copyright (c) 2006 Klaus Hartl (stilbuero.de)

Url: http://plugins.jquery.com/project/cookie

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
The Apache Software Foundation

	
Apache Commons Logging

	
Copyright 2003-2007 The Apache Software Foundation

この製品には次の開発元のソフトウェアが含まれます。

Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)

この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
The Apache Software Foundation

	
Jena

	
この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
The Legion Of The Bouncy Castle

	
Bouncy Castle Crypto API

	
Copyright (c) 2000 - 2009 The Legion Of The Bouncy Castle (http://www.bouncycastle.org)

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
University of Manchester

	
OWL API

	
Copyright (C) 2011, The University of Manchester

Copyright (C) 2011, Clark & Parsia, LLC

Copyright (C) 2011, Ulm University

この製品は、Apache 2.0のライセンス契約に基づいてライセンス供与されています。「The Apache Software License, Version 2.0」を参照してください。


	
Vakata

	
jsTree

	
Dual licensed under the MIT and GPL licenses:

http://www.opensource.org/licenses/mit-license.php

http://www.gnu.org/licenses/gpl.html

オラクル社は、MITの条項に基づいて、コードの受取りを決めました。

http://jstree.com/

Copyright (c) 2009 Ivan Bozhanov (vakata.com)

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
Various Open Source Licensors

	
LAPACK

	
Copyright (c) <YEAR>, Jack Dongarra

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of BLAS or LPACK nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.


	
jQuery

	
Autocomplete plugin

	
jQuery Autocompleteプラグイン1.1 (Oracle Application Expressで動作するように変更)

Copyright (c) 2009 Jörn Zaefferer

Dual licensed under the MIT and GPL licenses:

	http://www.opensource.org/licenses/mit-license.php
	http://www.gnu.org/licenses/gpl.html
	Revision: $Id: jquery.autocomplete.js 15 2009-08-22 10:30:27Z joern.zaefferer $/


Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
jQuery

	
Bgiframe plugin

	
Copyright (c) 2006 Brandon Aaron

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
jQuery

	
Color Picker

	
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
jQuery

	
Validation plugin

	
jQuery validation plug-in 1.7

	http://bassistance.de/jquery-plugins/jquery-plugin-validation/
	http://docs.jquery.com/Plugins/Validation


Copyright (c) 2006 - 2008 Jörn Zaefferer

$Id: jquery.validate.js 6403 2009-06-17 14:27:16Z joern.zaefferer $

	Dual licensed under the MIT and GPL licenses:
	http://www.opensource.org/licenses/mit-license.php
	http://www.gnu.org/licenses/gpl.html/


Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
jQuery

	
jQueryUI

	
Copyright (c) 2010 Paul Bakaus, http://jqueryui.com/

This software consists of voluntary contributions made by many individuals (AUTHORS.txt, http://jqueryui.com/about) For exact contribution history, see the revision history and logs, available at http://jquery-ui.googlecode.com/svn/.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.


	
perl.org

	
Perl

	
このプログラムには、Comprehensive Perl Archive Network ("CPAN")のサード・パーティ・コードが含まれます。CPANのライセンス条件に基づき、オラクル社は、次の注意事項を提示することを求められています。この製品に付属するOracleプログラム・ライセンスにより、CPANソフトウェアを含むOracleプログラムの使用権限が決定されますが、次の注意事項に含まれる条件によりこの権限が変更されることはありません。CPANモジュールのオリジナルのソース・コードのコピーは、http://www.cpan.org/のサイトから入手できます。













1.5.3 書面によるソース・コードの提供


オラクル社からバイナリ形式で受け取るサード・パーティ・テクノロジで、オープンソース・ライセンス下でライセンスされており、そのバイナリのソース・コードを受け取る権利が与えられているものについては、このページから適切なソース・コードのコピーを取得できます。そのテクノロジのソース・コードがバイナリとともに提供されなかった場合、次の宛先に書面で要求を送付することにより、ソース・コードのコピーを物理メディアで受け取ることもできます。

	Oracle America, Inc.
	Attn: Associate General Counsel
	Development and Engineering Legal
	500 Oracle Parkway, 10th Floor
	Redwood Shores, CA 94065


または、オラクル社に次のフォームを使用して電子メールを送信することもできます。要求に次の項目を含めます。

	ソース・コードを要求するコンポーネントまたはバイナリ・ファイルの名前
	Oracle製品の名前およびバージョン番号
	そのOracle製品を受け取った日付
	名前
	会社名(該当する場合)
	返信の郵送先住所および電子メール
	連絡が必要な場合の電話番号


物理メディアおよび処理にかかった費用を請求させていただく場合があります。要求の送付可能期間は、(i)要求対象のコンポーネントまたはバイナリ・ファイルが含まれているOracle製品を受け取った日付から3年以内、または(ii) GPL v3でライセンスされたコードの場合は、オラクル社がその製品モデルの交換部品またはカスタマ・サポートを提供している期間です。
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A.1 Geospatial Data Abstraction Library/OpenGIS Simple Features Reference Implementation (GDAL/OGR) License



GDAL/OGR General

In general GDAL/OGR is licensed under an MIT/X style license with the following terms:

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

gdal/frmts/gtiff/tif_float.c

Copyright (c) 2002, Industrial Light & Magic, a division of Lucas Digital Ltd. LLC

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of Industrial Light & Magic nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

gdal/frmts/hdf4/hdf-eos/*

Copyright (C) 1996 Hughes and Applied Research Corporation

Permission to use, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation.

gdal/frmts/pcraster/libcsf

Copyright (c) 1997-2003, Utrecht University

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of Utrecht University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

gdal/frmts/grib/degrib/*

The degrib and g2clib source code are modified versions of code produced by NOAA NWS and are in the public domain subject to the following restrictions:

http://www.weather.gov/im/softa.htm

DISCLAIMER The United States Government makes no warranty, expressed or implied, as to the usefulness of the software and documentation for any purpose. The U.S. Government, its instrumentalities, officers, employees, and agents assumes no responsibility (1) for the use of the software and documentation listed below, or (2) to provide technical support to users.

http://www.weather.gov/disclaimer.php

The information on government servers are in the public domain, unless specifically annotated otherwise, and may be used freely by the public so long as you do not 1) claim it is your own (e.g. by claiming copyright for NWS information -- see below), 2) use it in a manner that implies an endorsement or affiliation with NOAA/NWS, or 3) modify it in content and then present it as official government material. You also cannot present information of your own in a way that makes it appear to be official government information.

The user assumes the entire risk related to its use of this data. NWS is providing this data "as is," and NWS disclaims any and all warranties, whether express or implied, including (without limitation) any implied warranties of merchantability or fitness for a particular purpose. In no event will NWS be liable to you or to any third party for any direct, indirect, incidental, consequential, special or exemplary damages or lost profit resulting from any use or misuse of this data.

As required by 17 U.S.C. 403, third parties producing copyrighted works consisting predominantly of the material appearing in NWS Web pages must provide notice with such work(s) identifying the NWS material incorporated and stating that such material is not subject to copyright protection.

port/cpl_minizip*

This is version 2005-Feb-10 of the Info-ZIP copyright and license. The definitive version of this document should be available at ftp://ftp.info-zip.org/pub/infozip/license.html indefinitely.

Copyright (c) 1990-2005 Info-ZIP. All rights reserved.

For the purposes of this copyright and license, "Info-ZIP" is defined as the following set of individuals: Mark Adler, John Bush, Karl Davis, Harald Denker, Jean-Michel Dubois, Jean-loup Gailly, Hunter Goatley, Ed Gordon, Ian Gorman, Chris Herborth, Dirk Haase, Greg Hartwig, Robert Heath, Jonathan Hudson, Paul Kienitz, David Kirschbaum, Johnny Lee, Onno van der Linden, Igor Mandrichenko, Steve P. Miller, Sergio Monesi, Keith Owens, George Petrov, Greg Roelofs, Kai Uwe Rommel, Steve Salisbury, Dave Smith, Steven M. Schweda, Christian Spieler, Cosmin Truta, Antoine Verheijen, Paul von Behren, Rich Wales, Mike White

This software is provided "as is," without warranty of any kind, express or implied. In no event shall Info-ZIP or its contributors be held liable for any direct, indirect, incidental, special or consequential damages arising out of the use of or inability to use this software.

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including commercial applications, and to alter it and redistribute it freely, subject to the following restrictions:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions.


	
Redistributions in binary form (compiled executables) must reproduce the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions in documentation and/or other materials provided with the distribution. The sole exception to this condition is redistribution of a standard UnZipSFX binary (including SFXWiz) as part of a self-extracting archive; that is permitted without inclusion of this license, as long as the normal SFX banner has not been removed from the binary or disabled.


	
Altered versions--including, but not limited to, ports to new operating systems, existing ports with new graphical interfaces, and dynamic, shared, or static library versions--must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the original source. Such altered versions also must not be misrepresented as being Info-ZIP releases--including, but not limited to, labeling of the altered versions with the names "Info-ZIP" (or any variation thereof, including, but not limited to, different capitalizations), "Pocket UnZip," "WiZ" or "MacZip" without the explicit permission of Info-ZIP. Such altered versions are further prohibited from misrepresentative use of the Zip-Bugs or Info-ZIP e-mail addresses or of the Info-ZIP URL(s).


	
Info-ZIP retains the right to use the names "Info-ZIP," "Zip," "UnZip," "UnZipSFX," "WiZ," "Pocket UnZip," "Pocket Zip," and "MacZip" for its own source and binary releases.




gdal/ogr/ogrsf_frmts/dxf/intronurbs.cpp

このコードは、David F. Rogers著『An Introduction to NURBS』に関連するコードから導出したものです。この書籍およびコードに関する詳細は、http://www.nar-associates.com/nurbs/を参照してください。

Copyright (c) 2009, David F. Rogers

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.








A.2 JDK 1.6 Licenses



A. CS CodeViewer v1.0: このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Copyright 1999 by CoolServlets.com.

Any errors or suggested improvements to this class can be reported as instructed on Coolservlets.com. We hope you enjoy this program... your comments will encourage further development!This software is distributed under the terms of The BSD License. Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. Neither name of CoolServlets.com nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




"THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY COOLSERVLETS.COM AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

Crimson v1.1.1には次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

{製品名} Copyright (c) {日付} {The Apache Software Foundation.}{Apache Software Foundationのみを記載してください。それ以外の場合は、他のパーティの名前を記載してください。} All rights reserved. Licensed under the Apache 1.1 License Agreement.

4. The names "Crimson" and "Apache Software Foundation" must not be used to endorse or promote products derived from this software nor may "Apache" appear in their name, without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation and was originally based on software copyright (c) 1999, International Business Machines, Inc., http://www.ibm.com.

Xalan J2には次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、Apache License Version 2.0の条件によって規定されています。

NSIS 1.0jには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Copyright (C) 1999-2000 Nullsoft, Inc.

This software is provided 'as-is', without any express or implied warranty. In no event will the authors be held liable for any damages arising from the use of this software. Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including commercial applications, and to alter it and redistribute it freely, subject to the following restrictions:

	
The origin of this software must not be misrepresented; you must not claim that you wrote the original software. If you use this software in a product, an acknowledgment in the product documentation would be appreciated but is not required.


	
Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be misrepresented as being the original software.


	
This notice may not be removed or altered from any source distribution.




Justin Frankel justin@nullsoft.com

IBMからライセンスを取得した各部は、次で入手できます。

http://www.ibm.com/software/globalization/icu/

Portions Copyright Eastman Kodak Company 1992

Lucidaは米国およびその他の国におけるBigelow & Holmesの商標または登録商標です。

Taligent社からライセンスを取得した各部

IAIK PKCS Wrapperには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Copyright (c) 2002 Graz University of Technology. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The end-user documentation included with the redistribution, if any, must include the following acknowledgment:

"This product includes software developed by IAIK of Graz University of Technology."

Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, if and wherever such third-party acknowledgments normally appear.


	
The names "Graz University of Technology" and "IAIK of Graz University of Technology" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission.


	
Products derived from this software may not be called "IAIK PKCS Wrapper", nor may "IAIK" appear in their name, without prior written permission of Graz University of Technology.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE LICENSOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

Document Object Model (DOM) v. Level 3には次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

W3C SOFTWARE NOTICE AND LICENSE

http://www.w3.org/Consortium/Legal/2002/copyright-software-20021231

This work (and included software, documentation such as READMEs, or other related items) is being provided by the copyright holders under the following license. By obtaining, using and/or copying this work, you (the licensee) agree that you have read, understood, and will comply with the following terms and conditions.

Permission to copy, modify, and distribute this software and its documentation, with or without modification, for any purpose and without fee or royalty is hereby granted, provided that you include the following on ALL copies of the software and documentation or portions thereof, including modifications:

	
The full text of this NOTICE in a location viewable to users of the redistributed or derivative work.


	
Any pre-existing intellectual property disclaimers, notices, or terms and conditions. If none exist, the W3C Software Short Notice should be included (hypertext is preferred, text is permitted) within the body of any redistributed or derivative code.


	
Notice of any changes or modifications to the files, including the date changes were made.(We recommend you provide URIs to the location from which the code is derived.)




THIS SOFTWARE AND DOCUMENTATION IS PROVIDED "AS IS," AND COPYRIGHT HOLDERS MAKE NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY PATENTS, COPYRIGHTS, TRADEMARKS OR OTHER RIGHTS.

COPYRIGHT HOLDERS WILL NOT BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF ANY USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION.

The name and trademarks of copyright holders may NOT be used in advertising or publicity pertaining to the software without specific, written prior permission. Title to copyright in this software and any associated documentation will at all times remain with copyright holders.

____________________________________

This formulation of W3C's notice and license became active on December 31 2002. This version removes the copyright ownership notice such that this license can be used with materials other than those owned by the W3C, reflects that ERCIM is now a host of the W3C, includes references to this specific dated version of the license, and removes the ambiguous grant of "use". Otherwise, this version is the same as the previous version and is written so as to preserve the Free Software Foundation's assessment of GPL compatibility and OSI's certification under the Open Source Definition. Please see our Copyright FAQ for common questions about using materials from our site, including specific terms and conditions for packages like libwww, Amaya, and Jigsaw. Other questions about this notice can be directed to site-policy@w3.org.

Xalan、Xercesには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、Apache Software License, Version 1.1の条件によって規定されています。

Copyright (c) 1999-2003, The Apache Software Foundation. All rights reserved.

The names "Xerces" and "Apache Software Foundation" must not be used to endorse or promote products derived from this software nor may "Apache" appear in their name without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

Products derived from this software may not be called "Apache", without prior written permission of the Apache Software Foundation.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation and was originally based on software copyright (c) 1999, International Business Machines, Inc., http://www.ibm.com. For more information on the Apache Software Foundation, please see http://www.apache.org/.

W3C XML Conformance Test Suites v. 20020606には次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

W3C SOFTWARE NOTICE AND LICENSE

Copyright 1994-2002 World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique, Keio University). All Rights Reserved. http://www.w3.org/Consortium/Legal/

This W3C work (including software, documents, or other related items) is being provided by the copyright holders under the following license. By obtaining, using and/or copying this work, you (the licensee) agree that you have read, understood, and will comply with the following terms and conditions:

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation, with or without modification, for any purpose and without fee or royalty is hereby granted, provided that you include the following on ALL copies of the software and documentation or portions thereof, including modifications, that you make:

	
The full text of this NOTICE in a location viewable to users of the redistributed or derivative work.


	
Any pre-existing intellectual property disclaimers, notices, or terms and conditions. If none exist, a short notice of the following form (hypertext is preferred, text is permitted) should be used within the body of any redistributed or derivative code: "Copyright [$date-of-software] World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National deRecherche en Informatique et en Automatique, Keio University). All Rights Reserved. http://www.w3.org/Consortium/Legal/"


	
Notice of any changes or modifications to the W3C files, including the date changes were made.(We recommend you provide URIs to the location from which the code is derived.)




THIS SOFTWARE AND DOCUMENTATION IS PROVIDED "AS IS," AND COPYRIGHT HOLDERS MAKE NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY PATENTS, COPYRIGHTS, TRADEMARKS OR OTHER RIGHTS.

COPYRIGHT HOLDERS WILL NOT BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF ANY USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION.

The name and trademarks of copyright holders may NOT be used in advertising or publicity pertaining to the software without specific, written prior permission. Title to copyright in this software and any associated documentation will at all times remain with copyright holders.

________________________________

This formulation of W3C's notice and license became active on August 14 1998 so as to improve compatibility with GPL. This version ensures that W3C software licensing terms are no more restrictive than GPL and consequently W3C software may be distributed in GPL packages. See the older formulation for the policy prior to this date. Please see our Copyright FAQ for common questions about using materials from our site, including specific terms and conditions for packages like libwww, Amaya, and Jigsaw. Other questions about this notice can be directed to site-policy@w3.org.

W3C XML Schema Test Collection v. 1.16.2には次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

W3C DOCUMENT NOTICE AND LICENSE

Copyright 1994-2002 World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique, Keio University). All Rights Reserved. http://www.w3.org/Consortium/Legal/

Public documents on the W3C site are provided by the copyright holders under the following license. The software or Document Type Definitions (DTDs) associated with W3C specifications are governed by the Software Notice. By using and/or copying this document, or the W3C document from which this statement is linked, you (the licensee) agree that you have read, understood, and will comply with the following terms and conditions:

Permission to use, copy, and distribute the contents of this document, or the W3C document from which this statement is linked, in any medium for any purpose and without fee or royalty is hereby granted, provided that you include the following on ALL copies of the document, or portions thereof, that you use:

	
A link or URL to the original W3C document.


	
The pre-existing copyright notice of the original author, or if it doesn't exist, a notice of the form: "Copyright [$date-of-document] World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National deRecherche en Informatique et en Automatique, Keio University). All Rights Reserved. http://www.w3.org/Consortium/Legal/" (Hypertext is preferred, but a textual representation is permitted.)


	
If it exists, the STATUS of the W3C document.




When space permits, inclusion of the full text of this NOTICE should be provided. We request that authorship attribution be provided in any software, documents, or other items or products that you create pursuant to the implementation of the contents of this document, or any portion thereof.

No right to create modifications or derivatives of W3C documents is granted pursuant to this license. However, if additional requirements (documented in the Copyright FAQ) are satisfied, the right to create modifications or derivatives is sometimes granted by the W3C to individuals complying with those requirements.

THIS DOCUMENT IS PROVIDED "AS IS," AND COPYRIGHT HOLDERS MAKE NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, NON-INFRINGEMENT, OR TITLE; THAT THE CONTENTS OF THE DOCUMENT ARE SUITABLE FOR ANY PURPOSE; NOR THAT THE IMPLEMENTATION OF SUCH CONTENTS WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY PATENTS, COPYRIGHTS, TRADEMARKS OR OTHER RIGHTS.

COPYRIGHT HOLDERS WILL NOT BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF ANY USE OF THE DOCUMENT OR THE PERFORMANCE OR IMPLEMENTATION OF THE CONTENTS THEREOF.

The name and trademarks of copyright holders may NOT be used in advertising or publicity pertaining to this document or its contents without specific, written prior permission. Title to copyright in this document will at all times remain with copyright holders.

________________________________

This formulation of W3C's notice and license became active on April 05 1999 so as to account for the treatment of DTDs, schema's and bindings. See the older formulation for the policy prior to this date. Please see our Copyright FAQ for common questions about using materials from our site, including specific terms and conditions for packages like libwww, Amaya, and Jigsaw. Other questions about this notice can be directed to site-policy@w3.org. webmaster (last updated by reagle on 1999/04/99.)

Mesa 3-D graphics library v. 5には次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

core Mesa code       include/GL/gl.h       Brian Paul
Mesa GLX driver      include/GL/glx.h      Brian Paul
Mesa Ext registry    include/GL/glext.h    SGI
SGI Free B           include/GL/glxext.h

Mesa license:

The Mesa distribution consists of several components. Different copyrights and licenses apply to different components. For example, GLUT is copyrighted by Mark Kilgard, some demo programs are copyrighted by SGI, some of the Mesa device drivers are copyrighted by their authors. See below for a list of Mesa's components and the copyright/license for each.

The core Mesa library is licensed according to the terms of the XFree86copyright (an MIT-style license). This allows integration with the XFree86/DRIproject. Unless otherwise stated, the Mesa source code and documentation is licensed as follows:

Copyright (C) 1999-2003 Brian Paul All Rights Reserved.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL BRIAN PAUL BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

SGI FREE SOFTWARE LICENSE B (Version 1.1 [02/22/2000])

1. Definitions.

1.1 "Additional Notice Provisions" means such additional provisions as appear in the Notice in Original Code under the heading "Additional Notice Provisions."

1.2 "Covered Code" means the Original Code or Modifications, or any combination thereof.

1.3 "Hardware" means any physical device that accepts input, processes input, stores the results of processing, and/or provides output.

1.4 "Larger Work" means a work that combines Covered Code or portions thereof with code not governed by the terms of this License.

1.5 "Licensable" means having the right to grant, to the maximum extent possible, whether at the time of the initial grant or subsequently acquired, any and all of the rights conveyed herein.

1.6 "License" means this document.

1.7 "Licensed Patents" means patent claims Licensable by SGI that are infringed by the use or sale of Original Code or any Modifications provided by SGI, or any combination thereof.

1.8 "Modifications" means any addition to or deletion from the substance or structure of the Original Code or any previous Modifications. When Covered Code is released as a series of files, a Modification is: A. Any addition to the contents of a file containing Original Code and/or addition to or deletion from the contents of a file containing previous Modifications.B. Any new file that contains any part of the Original Code or previous Modifications.

1.9 "Notice" means any notice in Original Code or Covered Code, as required by and in compliance with this License.

1.10 "Original Code" means source code of computer software code that is described in the source code Notice required by Exhibit A as Original Code, and updates and error corrections specifically thereto.

1.11 "Recipient" means an individual or a legal entity exercising rights under, and complying with all of the terms of, this License or a future version of this License issued under Section 8. For legal entities, "Recipient" includes any entity that controls, is controlled by, or is under common control with Recipient. For purposes of this definition, "control" of an entity means (a) the power, direct or indirect, to direct or manage such entity, or (b) ownership of fifty percent (50%) or more of the outstanding shares or beneficial ownership of such entity.

1.12 "Recipient Patents" means patent claims Licensable by a Recipient that are infringed by the use or sale of Original Code or any Modifications provided by SGI, or any combination thereof.

1.13 "SGI" means Silicon Graphics, Inc.

1.14 "SGI Patents" means patent claims Licensable by SGI other than the Licensed Patents.

2. License Grant and Restrictions.

2.1 SGI License Grant. Subject to the terms of this License and any third party intellectual property claims, for the duration of intellectual property protections inherent in the Original Code, SGI hereby grants Recipient a worldwide, royalty-free, non-exclusive license, to do the following: (i) under copyrights Licensable by SGI, to reproduce, distribute, create derivative works from, and, to the extent applicable, display and perform the Original Code and/or any Modifications provided by SGI alone and/or as part of a Larger Work; and (ii) under any Licensable Patents, to make, have made, use, sell, offer for sale, import and/or otherwise transfer the Original Code and/or any Modifications provided by SGI. Recipient accepts the terms and conditions of this License by undertaking any of the aforementioned actions. The patent license shall apply to the Covered Code if, at the time any related Modification is added, such addition of the Modification causes such combination to be covered by the Licensed Patents . The patent license in Section 2.1(ii) shall not apply to any other combinations that include the Modification. No patent license is provided under SGI Patents for infringements of SGI Patents by Modifications not provided by SGI or combinations of Original Code and Modifications not provided by SGI.

2.2 Recipient License Grant. Subject to the terms of this License and any third party intellectual property claims, Recipient hereby grants SGI and any other Recipients a worldwide, royalty-free, non-exclusive license, under any Recipient Patents, to make, have made, use, sell, offer for sale, import and/or otherwise transfer the Original Code and/or any Modifications provided by SGI.

2.3 No License For Hardware Implementations. The licenses granted in Section 2.1 and 2.2 are not applicable to implementation in Hardware of the algorithms embodied in the Original Code or any Modifications provided by SGI .

3. Redistributions.

3.1 Retention of Notice/Copy of License. The Notice set forth in Exhibit A, below, must be conspicuously retained or included in any and all redistributions of Covered Code. For distributions of the Covered Code in source code form, the Notice must appear in every file that can include a text comments field; in executable form, the Notice and a copy of this License must appear in related documentation or collateral where the Recipient's rights relating to Covered Code are described. Any Additional Notice Provisions which actually appears in the Original Code must also be retained or included in any and all redistributions of Covered Code.

3.2 Alternative License. Provided that Recipient is in compliance with the terms of this License, Recipient may, so long as without derogation of any of SGI's rights in and to the Original Code, distribute the source code and/or executable version(s) of Covered Code under (1) this License; (2) a license identical to this License but for only such changes as are necessary in order to clarify Recipient's role as licensor of Modifications; and/or (3) a license of Recipient's choosing, containing terms different from this License, provided that the license terms include this Section 3 and Sections 4, 6, 7, 10, 12, and 13, which terms may not be modified or superseded by any other terms of such license. If Recipient elects to use any license other than this License, Recipient must make it absolutely clear that any of its terms which differ from this License are offered by Recipient alone, and not by SGI. It is emphasized that this License is a limited license, and, regardless of the license form employed by Recipient in accordance with this Section 3.2, Recipient may relicense only such rights, in Original Code and Modifications by SGI, as it has actually been granted by SGI in this License.

3.3 Indemnity. Recipient hereby agrees to indemnify SGI for any liability incurred by SGI as a result of any such alternative license terms Recipient offers.

4. Termination. This License and the rights granted hereunder will terminate automatically if Recipient breaches any term herein and fails to cure such breach within 30 days thereof. Any sublicense to the Covered Code that is properly granted shall survive any termination of this License, absent termination by the terms of such sublicense. Provisions that, by their nature, must remain in effect beyond the termination of this License, shall survive.

5. No Trademark Or Other Rights. This License does not grant any rights to: (i) any software apart from the Covered Code, nor shall any other rights or licenses not expressly granted hereunder arise by implication, estoppel or otherwise with respect to the Covered Code; (ii) any trade name, trademark or service mark whatsoever, including without limitation any related right for purposes of endorsement or promotion of products derived from the Covered Code, without prior written permission of SGI; or (iii) any title to or ownership of the Original Code, which shall at all times remains with SGI. All rights in the Original Code not expressly granted under this License are reserved.

6. Compliance with Laws; Non-Infringement. There are various worldwide laws, regulations, and executive orders applicable to dispositions of Covered Code, including without limitation export, re-export, and import control laws, regulations, and executive orders, of the U.S. government and other countries, and Recipient is reminded it is obliged to obey such laws, regulations, and executive orders. Recipient may not distribute Covered Code that (i) in any way infringes (directly or contributorily) any intellectual property rights of any kind of any other person or entity or (ii) breaches any representation or warranty, express, implied or statutory, to which, under any applicable law, it might be deemed to have been subject.

7. Claims of Infringement. If Recipient learns of any third party claim that any disposition of Covered Code and/or functionality wholly or partially infringes the third party's intellectual property rights, Recipient will promptly notify SGI of such claim.

8. Versions of the License. SGI may publish revised and/or new versions of the License from time to time, each with a distinguishing version number. Once Covered Code has been published under a particular version of the License, Recipient may, for the duration of the license, continue to use it under the terms of that version, or choose to use such Covered Code under the terms of any subsequent version published by SGI. Subject to the provisions of Sections 3 and 4 of this License, only SGI may modify the terms applicable to Covered Code created under this License.

9. DISCLAIMER OF WARRANTY. COVERED CODE IS PROVIDED "AS IS."ALL EXPRESS AND IMPLIED WARRANTIES AND CONDITIONS ARE DISCLAIMED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY IMPLIED WARRANTIES AND CONDITIONS OF MERCHANTABILITY, SATISFACTORY QUALITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, AND NON-INFRINGEMENT. SGI ASSUMES NO RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE SOFTWARE. SHOULD THE SOFTWARE PROVE DEFECTIVE IN ANY RESPECT, SGI ASSUMES NO COST OR LIABILITY FOR SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. THIS DISCLAIMER OF WARRANTY IS AN ESSENTIAL PART OF THIS LICENSE. NO USE OF ANY COVERED CODE IS AUTHORIZED HEREUNDER EXCEPT SUBJECT TO THIS DISCLAIMER.

10. LIMITATION OF LIABILITY. UNDER NO CIRCUMSTANCES NOR LEGAL THEORY, WHETHER TORT (INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, NEGLIGENCE OR STRICT LIABILITY), CONTRACT, OR OTHERWISE, SHALL SGI OR ANY SGI LICENSOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OF ANY CHARACTER INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, DAMAGES FOR LOSS OF GOODWILL, WORK STOPPAGE, LOSS OF DATA, COMPUTER FAILURE OR MALFUNCTION, OR ANY AND ALL OTHER COMMERCIAL DAMAGES OR LOSSES, EVEN IF SUCH PARTY SHALL HAVE BEEN INFORMED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. THIS LIMITATION OF LIABILITY SHALL NOT APPLY TO LIABILITY FOR DEATH OR PERSONAL INJURY RESULTING FROM SGI's NEGLIGENCE TO THE EXTENT APPLICABLE LAW PROHIBITS SUCH LIMITATION. SOME JURISDICTIONS DO NOT ALLOW THE EXCLUSION OR LIMITATION OF INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, SO THAT EXCLUSION AND LIMITATION MAY NOT APPLY TO RECIPIENT.

11. Indemnity. Recipient shall be solely responsible for damages arising, directly or indirectly, out of its utilization of rights under this License. Recipient will defend, indemnify and hold harmless Silicon Graphics, Inc. from and against any loss, liability, damages, costs or expenses (including the payment of reasonable attorneys fees) arising out of Recipient's use, modification, reproduction and distribution of the Covered Code or out of any representation or warranty made by Recipient.

12. U.S. Government End Users. The Covered Code is a "commercial item" consisting of "commercial computer software" as such terms are defined in title 48 of the Code of Federal Regulations and all U.S. Government End Users acquire only the rights set forth in this License and are subject to the terms of this License.

13. Miscellaneous. This License represents the complete agreement concerning the its subject matter. If any provision of this License is held to be unenforceable, such provision shall be reformed so as to achieve as nearly as possible the same legal and economic effect as the original provision and the remainder of this License will remain in effect. This License shall be governed by and construed in accordance with the laws of the United States and the State of California as applied to agreements entered into and to be performed entirely within California between California residents. Any litigation relating to this License shall be subject to the exclusive jurisdiction of the Federal Courts of the Northern District of California (or, absent subject matter jurisdiction in such courts, the courts of the State of California), with venue lying exclusively in Santa Clara County, California, with the losing party responsible for costs, including without limitation, court costs and reasonable attorneys fees and expenses. The application of the United Nations Convention on Contracts for the International Sale of Goods is expressly excluded. Any law or regulation that provides that the language of a contract shall be construed against the drafter shall not apply to this License.

Exhibit A License Applicability. Except to the extent portions of this file are made subject to an alternative license as permitted in the SGI Free Software License B, Version 1.1 (the "License"), the contents of this file are subject only to the provisions of the License. You may not use this file except in compliance with the License. You may obtain a copy of the License at Silicon Graphics, Inc., attn: Legal Services, 1600 Amphitheatre Parkway, Mountain View, CA 94043-1351, or at: http://oss.sgi.com/projects/FreeB. Note that, as provided in the License, the Software is distributed on an "AS IS" basis, with ALL EXPRESS AND IMPLIED WARRANTIES AND CONDITIONS DISCLAIMED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY IMPLIED WARRANTIES AND CONDITIONS OF MERCHANTABILITY, SATISFACTORY QUALITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, AND NON-INFRINGEMENT.

Original Code. The Original Code is: [name of software, version number, and release date], developed by Silicon Graphics, Inc. The Original Code is Copyright (c) [dates of first publication, as appearing in the Notice in the Original Code] Silicon Graphics, Inc. Copyright in any portions created by third parties is as indicated elsewhere herein. All Rights Reserved. Additional Notice Provisions: [such additional provisions, if any, as appear in the Notice in the Original Code under the heading "Additional Notice Provisions"]

この製品には次のソフトウェアが含まれる場合があります。

This product includes software developed by the Apache Software Foundation (http://www.apache.org/). Byte Code Engineering Library (BCEL) v. 5: このソフトウェアの使用は、Apache Software License, Version 1.1 Copyright (c) 2001 The Apache Software Foundationの条件によって規定されています。All rights reserved.

The names "Apache" and "Apache Software Foundation" and "Apache BCEL" must not be used to endorse or promote products derived from this software nor may "Apache" appear in their name, without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation. For more information on the Apache Software Foundation, please see http://www.apache.org/.

Regexp, Regular Expression Package v. 1.2には、Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)が開発した次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、Apache Software License, Version 1.1の条件によって規定されています。

Copyright (c) 2001 The Apache Software Foundation. All rights reserved.

The names "Apache" and "Apache Software Foundation" and "Apache Turbine" must not be used to endorse or promote products derived from this software nor may "Apache" appear in their name, without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation. For more information on the Apache Software Foundation, please see http://www.apache.org/.

CUP Parser Generator for Java v. 0.10kには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

CUP Parser Generator Copyright Notice, License, and Disclaimer

Copyright 1996-1999 by Scott Hudson, Frank Flannery, C. Scott Ananian

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both the copyright notice and this permission notice and warranty disclaimer appear in supporting documentation, and that the names of the authors or their employers not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission.

The authors and their employers disclaim all warranties with regard to this software, including all implied warranties of merchantability and fitness. In no event shall the authors or their employers be liable for any special, indirect or consequential damages or any damages whatsoever resulting from loss of use, data or profits, whether in an action of contract, negligence or other tortious action, arising out of or in connection with the use or performance of this software.

JLex: A Lexical Analyzer Generator for Java v. 1.2.5;には次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

JLEX COPYRIGHT NOTICE, LICENSE AND DISCLAIMER.

Copyright 1996-2003 by Elliot Joel Berk and C. Scott Ananian

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both the copyright notice and this permission notice and warranty disclaimer appear in supporting documentation, and that the name of the authors or their employers not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission.

The authors and their employers disclaim all warranties with regard to this software, including all implied warranties of merchantability and fitness. In no event shall the authors or their employers be liable for any special, indirect or consequential damages or any damages whatsoever resulting from loss of use, data or profits, whether in an action of contract, negligence or other tortious action, arising out of or in connection with the use or performance of this software.

Java is a trademark of Oracle Corporation. References to the Java programming language in relation to JLex are not meant to imply that Oracle endorses this product.

SAX v. 2.0.1には次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Copyright Status

SAX is free!

In fact, it's not possible to own a license to SAX, since it's been placed in the public domain.

No Warranty

Because SAX is released to the public domain, there is no warranty for the design or for the software implementation, to the extent permitted by applicable law. Except when otherwise stated in writing the copyright holders and/or other parties provide SAX "as is" without warranty of any kind, either expressed or implied, including, but not limited to, the implied warranties of merchantability and fitness for a particular purpose. The entire risk as to the quality and performance of SAX is with you. Should SAX prove defective, you assume the cost of all necessary servicing, repair or correction.

In no event unless required by applicable law or agreed to in writing will any copyright holder, or any other party who may modify and/or redistribute SAX, be liable to you for damages, including any general, special, incidental or consequential damages arising out of the use or inability to use SAX (including but not limited to loss of data or data being rendered inaccurate or losses sustained by you or third parties or a failure of the SAX to operate with any other programs), even if such holder or other party has been advised of the possibility of such damages.

Copyright Disclaimers

This page includes statements to that effect by David Megginson, who would have been able to claim copyright for the original work.

SAX 1.0

Version 1.0 of the Simple API for XML (SAX), created collectively by the membership of the XML-DEV mailing list, is hereby released into the public domain.

No one owns SAX: you may use it freely in both commercial and non-commercial applications, bundle it with your software distribution, include it on a CD-ROM, list the source code in a book, mirror the documentation at your own web site, or use it in any other way you see fit.

David Megginson, sax@megginson.com

1998-05-11

SAX 2.0

I hereby abandon any property rights to SAX 2.0 (the Simple API for XML), and release all of the SAX 2.0 source code, compiled code, and documentation contained in this distribution into the Public Domain. SAX comes with NO WARRANTY or guarantee of fitness for any purpose.

David Megginson, david@megginson.com

2000-05-05

Cryptixには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Cryptix General License

Copyright © 1995-2003 The Cryptix Foundation Limited. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE CRYPTIX FOUNDATION LIMITED AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE CRYPTIX FOUNDATION LIMITED OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.




W3C XML Schema Test Collectionには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

W3C DOCUMENT NOTICE AND LICENSE

Copyright 1994-2002 World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National de Recherche en Informatique et en Automatique, Keio University). All Rights Reserved.

http://www.w3.org/Consortium/Legal/

Public documents on the W3C site are provided by the copyright holders under the following license. The software or Document Type Definitions (DTDs) associated with W3C specifications are governed by the Software Notice. By using and/or copying this document, or the W3C document from which this statement is linked, you (the licensee) agree that you have read, understood, and will comply with the following terms and conditions:

Permission to use, copy, and distribute the contents of this document, or the W3C document from which this statement is linked, in any medium for any purpose and without fee or royalty is hereby granted, provided that you include the following on ALL copies of the document, or portions thereof, that you use:

1. A link or URL to the original W3C document.

2. The pre-existing copyright notice of the original author, or if it doesn't exist, a notice of the form: "Copyright [$date-of-document] World Wide Web Consortium, (Massachusetts Institute of Technology, Institut National deRecherche en Informatique et en Automatique, Keio University). All Rights Reserved. http://www.w3.org/Consortium/Legal/" (Hypertext is preferred, but a textual representation is permitted.)

3. If it exists, the STATUS of the W3C document.

When space permits, inclusion of the full text of this NOTICE should be provided. We request that authorship attribution be provided in any software, documents, or other items or products that you create pursuant to the implementation of the contents of this document, or any portion thereof.

No right to create modifications or derivatives of W3C documents is granted pursuant to this license. However, if additional requirements (documented in the Copyright FAQ) are satisfied, the right to create modifications or derivatives is sometimes granted by the W3C to individuals complying with those requirements.

THIS DOCUMENT IS PROVIDED "AS IS," AND COPYRIGHT HOLDERS MAKE NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, NON-INFRINGEMENT, OR TITLE; THAT THE CONTENTS OF THE DOCUMENT ARE SUITABLE FOR ANY PURPOSE; NOR THAT THE IMPLEMENTATION OF SUCH CONTENTS WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY PATENTS, COPYRIGHTS, TRADEMARKS OR OTHER RIGHTS.

COPYRIGHT HOLDERS WILL NOT BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF ANY USE OF THE DOCUMENT OR THE PERFORMANCE OR IMPLEMENTATION OF THE CONTENTS THEREOF.

The name and trademarks of copyright holders may NOT be used in advertising or publicity pertaining to this document or its contents without specific, written prior permission. Title to copyright in this document will at all times remain with copyright holders.

----------------------------------------------------------------------------

This formulation of W3C's notice and license became active on April 05 1999 so as to account for the treatment of DTDs, schema's and bindings. See the older formulation for the policy prior to this date. Please see our Copyright FAQ for common questions about using materials from our site, including specific terms and conditions for packages like libwww, Amaya, and Jigsaw. Other questions about this notice can be directed to site-policy@w3.org. webmaster (last updated by reagle on 1999/04/99.)

Stax APIには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Streaming API for XML (JSR-173) Specification

Reference Implementation

License Agreement

READ THE TERMS OF THIS (THE "AGREEMENT") CAREFULLY BEFORE VIEWING OR USING THE SOFTWARE LICENSED HEREUNDER. BY VIEWING OR USING THE SOFTWARE, YOU AGREE TO THE TERMS OF THIS AGREEMENT. IF YOU ARE ACCESSING THE SOFTWARE ELECTRONICALLY, INDICATE YOUR ACCEPTANCE OF THESE TERMS BY SELECTING THE "ACCEPT" BUTTON AT THE END OF THIS AGREEMENT. IF YOU DO NOT AGREE TO ALL THESE TERMS, PROMPTLY RETURN THE UNUSED SOFTWARE TO ORIGINAL CONTRIBUTOR, DEFINED HEREIN.

1.0 DEFINITIONS.

1.1. "BEA" means BEA Systems, Inc., the licensor of the Original Code.

1.2. "Contributor" means BEA and each entity that creates or contributes to the creation of Modifications.

1.3. "Covered Code" means the Original Code or Modifications or the combination of the Original Code and Modifications, in each case including portions thereof and corresponding documentation released with the source code.

1.4. "Executable" means Covered Code in any form other than Source Code.

1.5. "FCS" means first commercial shipment of a product.

1.6. "Modifications" means any addition to or deletion from the substance or structure of either the Original Code or any previous Modifications. When Covered Code is released as a series of files, a Modification is:

(a) Any addition to or deletion from the contents of a file containing Original Code or previous Modifications.

(b) Any new file that contains any part of the Original Code or previous Modifications.

1.7. "Original Code" means Source Code of computer software code Reference Implementation.

1.8. "Patent Claims" means any patent claim(s), now owned or hereafter acquired, including without limitation, method, process, and apparatus claims, in any patent for which the grantor has the right to grant a license.

1.9. "Reference Implementation" means the prototype or "proof of concept" implementation of the Specification developed and made available for license by or on behalf of BEA.

1.10. "Source Code" means the preferred form of the Covered Code for making modifications to it, including all modules it contains, plus any associated documentation, interface definition files, scripts used to control compilation and installation of an Executable, or source code differential comparisons against either the Original Code or another well known, available Covered Code of the Contributor's choice.

1.11. "Specification" means the written specification for the Streaming API for XML, Java technology developed pursuant to the Java Community Process.

1.12. "Technology Compatibility Kit" or "TCK" means the documentation, testing tools and test suites associated with the Specification as may be revised by BEA from time to time, that is provided so that an implementer of the Specification may determine if its implementation is compliant with the Specification.

1.13. "You" (or "Your") means an individual or a legal entity exercising rights under, and complying with all of the terms of, this Agreement or a future version of this Agreement issued under Section 6.1. For legal entities, "You" includes any entity which controls, is controlled by, or is under common control with You. For purposes of this definition, "control" means (a) the power, direct or indirect, to cause the direction or management of such entity, whether by contract or otherwise, or (b) ownership of more than fifty percent (50%) of the outstanding shares or beneficial ownership of such entity.

2.0 SOURCE CODE LICENSE.

2.1. Copyright Grant. Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby grants You a non-exclusive, worldwide, royalty-free copyright license to reproduce, prepare derivative works of, publicly display, publicly perform, distribute and sublicense the Covered Code of such Contributor, if any, and such derivative works, in Source Code and Executable form.

2.2. Patent Grant. Subject to the terms of this Agreement, each Contributor hereby grants You a non-exclusive, worldwide, royalty-free patent license under the Patent Claims to make, use, sell, offer to sell, import and otherwise transfer the Covered Code prepared and provided by such Contributor, if any, in Source Code and Executable form. This patent license shall apply to the Covered Code if, at the time a Modification is added by the Contributor, such addition of the Modification causes such combination to be covered by the Patent Claims. The patent license shall not apply to any other combinations which include the Modification.

2.3. Conditions to Grants. You understand that although each Contributor grants the licenses to the Covered Code prepared by it, no assurances are provided by any Contributor that the Covered Code does not infringe the patent or other intellectual property rights of any other entity. Each Contributor disclaims any liability to You for claims brought by any other entity based on infringement of intellectual property rights or otherwise. As a condition to exercising the rights and licenses granted hereunder, You hereby assume sole responsibility to secure any other intellectual property rights needed, if any. For example, if a third party patent license is required to allow You to distribute Covered Code, it is Your responsibility to acquire that license before distributing such code.

2.4. Contributors' Representation. Each Contributor represents that to its knowledge it has sufficient copyright rights in the Covered Code it provides , if any, to grant the copyright license set forth in this Agreement.

3.0 DISTRIBUTION RESTRICTIONS.

3.1. Application of Agreement.

The Modifications which You create or to which You contribute are governed by the terms of this Agreement, including without limitation Section 2.0. The Source Code version of Covered Code may be distributed only under the terms of this Agreement or a future version of this Agreement released under Section 6.1, and You must include a copy of this Agreement with every copy of the Source Code You distribute. You may not offer or impose any terms on any Source Code version that alters or restricts the applicable version of this Agreement or the recipients' rights hereunder. However, You may include an additional document offering the additional rights described in Section 3.3.

3.2. Description of Modifications.

You must cause all Covered Code to which You contribute to contain a file documenting the changes You made to create that Covered Code and the date of any change. You must include a prominent statement that the Modification is derived, directly or indirectly, from Original Code provided by BEA and including the name of BEA in (a) the Source Code, and (b) in any notice in an Executable version or related documentation in which You describe the origin or ownership of the Covered Code.

X Window Systemには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Copyright The Open Group

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its documentation for any purpose is hereby granted without fee, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation.

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE OPEN GROUP BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Except as contained in this notice, the name of The Open Group shall not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Software without prior written authorization from The Open Group.

Portions also covered by other licenses as noted in the above URL.

dom4j v. 1.6には次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Redistribution and use of this software and associated documentation ("Software"), with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain copyright statements and notices. Redistributions must also contain a copy of this document.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The name "DOM4J" must not be used to endorse or promote products derived from this Software without prior written permission of MetaStuff, Ltd. For written permission, please contact dom4j-info@metastuff.com.


	
Products derived from this Software may not be called "DOM4J" nor may "DOM4J" appear in their names without prior written permission of MetaStuff, Ltd. DOM4J is a registered trademark of MetaStuff, Ltd.


	
Due credit should be given to the DOM4J Project -http://www.dom4j.org




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY METASTUFF, LTD. AND CONTRIBUTORS "AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL METASTUFF, LTD. OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

Copyright 2001-2005 (C) MetaStuff, Ltd. All Rights Reserved.

Retroweaverには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Copyright (c) February 2004, Toby Reyelts All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. Neither the name of Toby Reyelts nor the names of his contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

stripperには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Stripper: debug information stripper Copyright (c) 2003 Kohsuke Kawaguchi All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the copyright holders nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

libpng official PNG reference libraryには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

このlibpngの注意事項のコピーはユーザーの便宜のために提供されています。このコピーとlibpngの配布に含まれているpng.hファイル内の注意事項との間で矛盾がある場合、後者に従います。

COPYRIGHT NOTICE, DISCLAIMER, and LICENSE:

libpngに変更を加えた場合は、この文のすぐ後に追加の注意事項を挿入しても構いません。

libpng version 1.2.6, December 3, 2004, is Copyright (c) 2004 Glenn Randers-Pehrson, and is distributed according to the same disclaimer and license as libpng-1.2.5 with the following individual added to the list of Contributing Authors:

Cosmin Truta

libpng versions 1.0.7, July 1, 2000, through 1.2.5 - October 3, 2002, are Copyright (c) 2000-2002 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed according to the same disclaimer and license as libpng-1.0.6 with the following individuals added to the list of Contributing Authors:

Simon-Pierre Cadieux

Eric S. Raymond

Gilles Vollant

and with the following additions to the disclaimer:

There is no warranty against interference with your enjoyment of the library or against infringement. There is no warranty that our efforts or the library will fulfill any of your particular purposes or needs. This library is provided with all faults, and the entire risk of satisfactory quality, performance, accuracy, and effort is with the user.

libpng versions 1.0.7, July 1, 2000, through 1.2.5 - October 3, 2002, are Copyright (c) 2000-2002 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed according to the same disclaimer and license as libpng-1.0.6 with the following individuals added to the list of Contributing Authors:

Tom Lane

Glenn Randers-Pehrson

Willem van Schaik

libpng versions 0.89, June 1996, through 0.96, May 1997, are Copyright (c) 1996, 1997 Andreas Dilger Distributed according to the same disclaimer and license as libpng-0.88, with the following individuals added to the list of Contributing Authors:

John Bowler

Kevin Bracey

Sam Bushell

Magnus Holmgren

Greg Roelofs

Tom Tanner

libpng versions 0.5, May 1995, through 0.88, January 1996, are Copyright (c) 1995, 1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc.

For the purposes of this copyright and license, "Contributing Authors" is defined as the following set of individuals:

Andreas Dilger

Dave Martindale

Guy Eric Schalnat

Paul Schmidt

Tim Wegner

The PNG Reference Library is supplied "AS IS". The Contributing Authors and Group 42, Inc. disclaim all warranties, expressed or implied, including, without limitation, the warranties of merchantability and of fitness for any purpose. The Contributing Authors and Group 42, Inc. assume no liability for direct, indirect, incidental, special, exemplary, or consequential damages, which may result from the use of the PNG Reference Library, even if advised of the possibility of such damage.

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this source code, or portions hereof, for any purpose, without fee, subject to the following restrictions:

	
The origin of this source code must not be misrepresented.


	
Altered versions must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the original source.


	
This Copyright notice may not be removed or altered from any source or altered source distribution.




The Contributing Authors and Group 42, Inc. specifically permit, without fee, and encourage the use of this source code as a component to supporting the PNG file format in commercial products. If you use this source code in a product, acknowledgment is not required but would be appreciated.

A "png_get_copyright" function is available, for convenient use in "about" boxes and the like:

printf("%s",png_get_copyright(NULL));

Also, the PNG logo (in PNG format, of course) is supplied in the files "pngbar.png" and "pngbar.jpg" (88x31) and "pngnow.png" (98x31).

Libpng is OSI Certified Open Source Software. OSI Certified Open Source is a certification mark of the Open Source Initiative.

Glenn Randers-Pehrson

glennrp at users.sourceforge.net

December 3, 2004

Libungif - An uncompressed GIF libraryには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

The GIFLIB distribution is Copyright (c) 1997 Eric S. Raymond

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Antには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、Apache Software License Version 2.0の条件によって規定されています。

Apache Software License Version 2.0は、ant 1.6.1以降のすべてのAntのリリースに適用されます。

この製品には、W3Cコンソーシアム(http://www.w3c.org)、SAXプロジェクト(http://www.saxproject.org)によって開発されたソフトウェアも含まれます。

この配布のルート・ディレクトリにある各LICENSEファイルをお読みください。

The names "Ant" and "Apache Software Foundation" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

The Apache Software License, Version 1.1

Antlには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、Apache License, Version 1.1によって規定されています。

Apache Software License, Version 1.1は、ant 1.6.0以前のすべてのバージョンに適用されます。

XML Resolver libraryには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、Apache License Version 2.0の条件によって規定されています。

ICU4Jには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

ICU License - ICU 1.8.1 and later COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE

Copyright (c) 1995-2003 International Business Machines Corporation and others

All rights reserved.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, provided that the above copyright notice(s) and this permission notice appear in all copies of the Software and that both the above copyright notice(s) and this permission notice appear in supporting documentation.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR HOLDERS INCLUDED IN THIS NOTICE BE LIABLE FOR ANY CLAIM, OR ANY SPECIAL INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.

Except as contained in this notice, the name of a copyright holder shall not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Software without prior written authorization of the copyright holder.

NekoHTMLには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

The CyberNeko Software License, Version 1.0

(C) Copyright 2002,2003, Andy Clark. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The end-user documentation included with the redistribution, if any, must include the following acknowledgment:

"This product includes software developed by Andy Clark."

Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, if and wherever such third-party acknowledgments normally appear.


	
The names "CyberNeko" and "NekoHTML" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission. For written permission, please contact andy@cyberneko.net.


	
Products derived from this software may not be called "CyberNeko", nor may "CyberNeko" appear in their name, without prior written permission of the author.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR OTHER CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

================================================

このライセンスは、Apache Software License, Version 1.1に基づいています。

Jingには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Jing Copying Conditions

Copyright (c) 2001-2003 Thai Open Source Software Center Ltd All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of the Thai Open Source Software Center Ltd nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

RelaxNGCCには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Copyright (c) 2000-2003 Daisuke Okajima and Kohsuke Kawaguchi. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The end-user documentation included with the redistribution, if any, must include the following acknowledgment:

"This product includes software developed by Daisuke Okajima and Kohsuke Kawaguchi (http://relaxngcc.sf.net/)."

Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, if and wherever such third-party acknowledgments normally appear.


	
The names of the copyright holders must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission. For written permission, please contact the copyright holders.


	
Products derived from this software may not be called "RELAXNGCC", nor may "RELAXNGCC" appear in their name, without prior written permission of the copyright holders.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE APACHE SOFTWARE FOUNDATION OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

RELAX NG Object Model/Parserには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

MITライセンス

Copyright (c)

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

XFree86-VidMode Extensionには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

Version 1.1の製品ライセンス

Copyright (C) 1994-2004 The Project, Inc. All rights reserved.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions, and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution, and in the same place and form as other copyright, license and disclaimer information.


	
The end-user documentation included with the redistribution, if any, must include the following acknowledgment: "This product includes software developed by The XFree86 Project, Inc (http://www.xfree86.org/) and its contributors", in the same place and form as other third-party acknowledgments. Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, in the same form and location as other such third-party acknowledgments.


	
Except as contained in this notice, the name of The XFree86 Project, Inc shall not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Software without prior written authorization from The XFree86 Project, Inc.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE XFREE86 PROJECT, INC OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

RelaxNGCCには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

This is version 2003-May-08 of the Info-ZIP copyright and license. The definitive version of this document should be available at ftp://ftp.info-zip.org/pub/infozip/license.html indefinitely.

Copyright (c) 1990-2003 Info-ZIP. All rights reserved.

For the purposes of this copyright and license, "Info-ZIP" is defined as the following set of individuals:

Mark Adler, John Bush, Karl Davis, Harald Denker, Jean-Michel Dubois, Jean-loup Gailly, Hunter Goatley, Ian Gorman, Chris Herborth, Dirk Haase, Greg Hartwig, Robert Heath, Jonathan Hudson, Paul Kienitz, David Kirschbaum, Johnny Lee, Onno van der Linden, Igor Mandrichenko, Steve P. Miller, Sergio Monesi, Keith Owens, George Petrov, Greg Roelofs, Kai Uwe Rommel, Steve Salisbury, Dave Smith, Christian Spieler, Antoine Verheijen, Paul von Behren, Rich Wales, Mike White

This software is provided "as is," without warranty of any kind, express or implied. In no event shall Info-ZIP or its contributors be held liable for any direct, indirect, incidental, special or consequential damages arising out of the use of or inability to use this software.

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including commercial applications, and to alter it and redistribute it freely, subject to the following restrictions:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions.


	
Redistributions in binary form (compiled executables) must reproduce the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions in documentation and/or other materials provided with the distribution. The sole exception to this condition is redistribution of a standard UnZipSFX binary (including SFXWiz) as part of a self-extracting archive; that is permitted without inclusion of this license, as long as the normal SFX banner has not been removed from the binary or disabled.


	
Altered versions--including, but not limited to, ports to new operating systems, existing ports with new graphical interfaces, and dynamic, shared, or static library versions--must be plainly marked as such and must not be misrepresented as being the original source. Such altered versions also must not be misrepresented as being Info-ZIP releases--including, but not limited to, labeling of the altered versions with the names "Info-ZIP" (or any variation thereof, including, but not limited to, different capitalizations), "Pocket UnZip," "WiZ" or "MacZip" without the explicit permission of Info-ZIP. Such altered versions are further prohibited from misrepresentative use of the Zip-Bugs or Info-ZIP e-mail addresses or of the Info-ZIP URL(s).


	
Info-ZIP retains the right to use the names "Info-ZIP," "Zip," "UnZip," "UnZipSFX," "WiZ," "Pocket UnZip," "Pocket Zip," and "MacZip" for its own source and binary releases.




XML Securityには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、Apache Software License, Version 1.1の条件によって規定されています。

Copyright (C) 2002 The Apache Software Foundation.

All rights reserved.

The names "Apache Forrest" and "Apache Software Foundation" must not be used to endorse or promote products derived from this software nor may "Apache" appear in their name without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation. For more information on the Apache Software Foundation, please see http://www.apache.org/.

Regexp, Regular Expression Package v. 1.2には、次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、Apache Software License, Version 1.1 Copyright (c) 2001 The Apache Software Foundationの条件によって規定されています。All rights reserved.

The names "Apache" and "Apache Software Foundation" and "Apache Turbine" must not be used to endorse or promote products derived from this software, nor may "Apache" appear in their name, without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Apache Software Foundation. For more information on the Apache Software Foundation, please see http://www.apache.org/.

zlibには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

zlib.h -- interface of the 'zlib' general purpose compression library version 1.1.3, July 9th, 1998

Copyright (C) 1995-1998 Jean-loup Gailly and Mark Adler

This software is provided 'as-is', without any express or implied warranty. In no event will the authors be held liable for any damages arising from the use of this software.

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including commercial applications, and to alter it and redistribute it freely, subject to the following restrictions:

	
The origin of this software must not be misrepresented; you must not claim that you wrote the original software. If you use this software in a product, an acknowledgment in the product documentation would be appreciated but is not required.


	
Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be misrepresented as being the original software.


	
This notice may not be removed or altered from any source distribution.




Jean-loup Gailly          Mark Adler
jloup@gzip.org            madler@alumni.caltech.edu

zlibライブラリで使用されるデータ形式は、ftp://ds.internic.net/rfc/rfc1950.txt (zlib形式)、rfc1951.txt (圧縮形式)およびrfc1952.txt (gzip形式)のファイル内のRFC (Request for Comments)の1950-1952で説明されています。

Mozilla Rhinoには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

 * The contents of this file are subject to the Netscape Public
* License Version 1.1 (the "License"); you may not use this file
* except in compliance with the License. You may obtain a copy of
* the License at http://www.mozilla.org/NPL/
*
* Software distributed under the License is distributed on an "AS
* IS" basis, WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, either express or
* implied. See the License for the specific language governing
* rights and limitations under the License.
*
* The Original Code is Rhino code, released
* May 6, 1999.
*
* The Initial Developer of the Original Code is Netscape
* Communications Corporation. Portions created by Netscape are
* Copyright (C) 1997-2000 Netscape Communications Corporation. All
* Rights Reserved.
*
* Contributor(s):
*
* Kemal Bayram
* Patrick Beard
* Norris Boyd
* Igor Bukanov, igor@mir2.org
* Brendan Eich
* Ethan Hugg
* Roger Lawrence
* Terry Lucas
* Mike McCabe
* Milen Nankov
* Attila Szegedi, szegedia@freemail.hu
* Ian D. Stewart
* Andi Vajda
* Andrew Wason
*/

Apache Derbyには次のソフトウェアが含まれる場合があります。このソフトウェアの使用は、Apache License Version 2.0によって規定されています。

この製品には次のソフトウェアが含まれる場合があります。

UPX

このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

-----BEGIN PGP SIGNED MESSAGE-----
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                   The Ultimate Packer for eXecutables
         Copyright (c) 1996-2000 Markus Oberhumer & Laszlo Molnar
              http://wildsau.idv.uni-linz.ac.at/mfx/upx.html
                         http://www.nexus.hu/upx
                           http://upx.tsx.org   

PLEASE CAREFULLY READ THIS LICENSE AGREEMENT, ESPECIALLY IF YOU PLAN
TO MODIFY THE UPX SOURCE CODE OR USE A MODIFIED UPX VERSION.  

ABSTRACT

=========

UPX and UCL are copyrighted software distributed under the terms of the GNU General Public License (hereinafter the "GPL").

The stub which is imbedded in each UPX compressed program is part of UPX and UCL, and contains code that is under our copyright. The terms of the GNU General Public License still apply as compressing a program is a special form of linking with our stub.

As a special exception we grant the free usage of UPX for all executables, including commercial programs. See below for details and restrictions.

COPYRIGHT

==========

UPX and UCL are copyrighted software. All rights remain with the authors.

UPX is Copyright (C) 1996-2000 Markus Franz Xaver Johannes Oberhumer UPX is Copyright (C) 1996-2000 Laszlo Molnar

UCL is Copyright (C) 1996-2000 Markus Franz Xaver Johannes Oberhumer

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE

============================

UPX and the UCL library are free software; you can redistribute them and/or modify them under the terms of the GNU General Public License as published by the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or (at your option) any later version.

UPX and UCL are distributed in the hope that they will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License for more details.

You should have received a copy of the GNU General Public License along with this program; see the file COPYING.

SPECIAL EXCEPTION FOR COMPRESSED EXECUTABLES

================================================

The stub which is imbedded in each UPX compressed program is part of UPX and UCL, and contains code that is under our copyright. The terms of the GNU General Public License still apply as compressing a program is a special form of linking with our stub.

Hereby Markus F.X.J. Oberhumer and Laszlo Molnar grant you special permission to freely use and distribute all UPX compressed programs (including commercial ones), subject to the following restrictions:

	
You must compress your program with a completely unmodified UPX version; either with our precompiled version, or (at your option) with a self compiled version of the unmodified UPX sources as distributed by us.


	
This also implies that the UPX stub must be completely unmodified, i.e. the stub imbedded in your compressed program must be byte-identical to the stub that is produced by the official unmodified UPX version.


	
The decompressor and any other code from the stub must exclusively get used by the unmodified UPX stub for decompressing your program at program startup. No portion of the stub may get read, copied, called or otherwise get used or accessed by your program.




ANNOTATIONS

=============

	
You can use a modified UPX version or modified UPX stub only for programs that are compatible with the GNU General Public License.


	
We grant you special permission to freely use and distribute all UPX compressed programs. But any modification of the UPX stub (such as, but not limited to, removing our copyright string or making your program non-decompressible) will immediately revoke your right to use and distribute a UPX compressed program.


	
UPX is not a software protection tool; by requiring that you use the unmodified UPX version for your proprietary programs we make sure that any user can decompress your program. This protects both you and your users as nobody can hide malicious code - any program that cannot be decompressed is highly suspicious by definition.


	
You can integrate all or part of UPX and UCL into projects that are compatible with the GNU GPL, but obviously you cannot grant any special exceptions beyond the GPL for our code in your project.


	
We want to actively support manufacturers of virus scanners and similar security software. Please contact us if you would like to incorporate parts of UPX or UCL into such a product.




Markus F.X.J. Oberhumer                   Laszlo Molnar
markus.oberhumer@jk.uni-linz.ac.at        ml1050@cdata.tvnet.hu

Linz, Austria, 25 Feb 2000

Additional License(s)

The UPX license file is at http://upx.sourceforge.net/upx-license.html.

この製品には次のソフトウェアが含まれる場合があります。

LZMA Software Development Kit

このソフトウェアの使用は、次のライセンス条件によって規定されています。

License

LZMA SDK is available under any of the following licenses:

	
GNU Lesser General Public License (GNU LGPL)


	
Common Public License (CPL)


	
Simplified license for unmodified code (read SPECIAL EXCEPTION)


	
Proprietary license




This means that you can select one of these four options and follow rules of that license.

SPECIAL EXCEPTION: Igor Pavlov, as the author of this code, expressly permit you statically or dynamically to link your code (or bind by name) to the files from LZMA SDK without subjecting your linked code to the terms of the CPL or GNU LGPL. Any modification or addition to any file in the LZMA SDK, however, is subject to the GNU LGPL or CPL terms.

This SPECIAL EXCEPTION allows you to use LZMA SDK in applications with proprietary code, provided you keep the LZMA SDK code unmodified.

SPECIAL EXCEPTION #2: Igor Pavlov, as the author of this code, expressly permits you to use LZMA SDK 4.43 under the same terms and conditions contained in the License Agreement you have for any previous version of LZMA SDK developed by Igor Pavlov.

SPECIAL EXCEPTION #2 allows holders of proprietary licenses to use latest version of LZMA SDK as update for previous versions.

GNU LGPL and CPL are pretty similar and both these licenses are classified as free software licenses at http://www.gnu.org/ and OSI-approved at http://www.opensource.org/.

LZMA SDK also is available under a proprietary license which can include:

	
The right to modify code from the LZMA SDK without subjecting the modified code to the terms of the CPL or GNU LGPL


	
Technical support for LZMA SDK via email




To request such a proprietary license, or for any additional consultations, send an email message, using the 7-Zip support page: Send message to LZMA developer

The source code of 7-Zip is released under the terms of the GNU LGPL. You can download the source code of 7-Zip at 7-Zip's Source Forge Page

Additional License(s)

The license included with the software differs slightly from the version posted on the website. Specifically it includes SPECIAL EXCEPTION #3, which is not present in the license on the website. The license from the software archive follows:

LICENSE

--------------

LZMA SDK is available under any of the following licenses:

1) GNU Lesser General Public License (GNU LGPL)

2) Common Public License (CPL)

3) Simplified license for unmodified code (read SPECIAL EXCEPTION)

4) Proprietary license

It means that you can select one of these four options and follow rules of that license.

1,2) GNU LGPL and CPL licenses are pretty similar and both these licenses are classified as

	
"Free software licenses" at http://www.gnu.org/


	
"OSI-approved" at http://www.opensource.org/




3) SPECIAL EXCEPTION

Igor Pavlov, as the author of this code, expressly permits you to statically or dynamically link your code (or bind by name) to the files from LZMA SDK without subjecting your linked code to the terms of the CPL or GNU LGPL. Any modifications or additions to files from LZMA SDK, however, are subject to the GNU LGPL or CPL terms.

SPECIAL EXCEPTION allows you to use LZMA SDK in applications with closed code, while you keep LZMA SDK code unmodified.

SPECIAL EXCEPTION #2: Igor Pavlov, as the author of this code, expressly permits you to use this code under the same terms and conditions contained in the License Agreement you have for any previous version of LZMA SDK developed by Igor Pavlov.

SPECIAL EXCEPTION #2 allows owners of proprietary licenses to use latest version of LZMA SDK as update for previous versions.

SPECIAL EXCEPTION #3: Igor Pavlov, as the author of this code, expressly permits you to use code of the following files: BranchTypes.h, LzmaTypes.h, LzmaTest.c, LzmaStateTest.c, LzmaAlone.cpp, LzmaAlone.cs, LzmaAlone.java as public domain code.

4) Proprietary license

LZMA SDK also can be available under a proprietary license which can include:

1) Right to modify code without subjecting modified code to the terms of the CPL or GNU LGPL

2) Technical support for code

To request such proprietary license or any additional consultations, send email message from that page: http://www.7-zip.org/support.html

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public License along with this library; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA

You should have received a copy of the Common Public License along with this library.

JiBXには次のソフトウェアが含まれる場合があります。

Copyright (c) 2003-2010, Dennis M. Sosnoski. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.

Neither the name of JiBX nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

SoftFloatには次のソフトウェアが含まれる場合があります。

SoftFloat was written by me, John R. Hauser. This work was made possible in part by the International Computer Science Institute, located at Suite 600, 1947 Center Street, Berkeley, California 94704. Funding was partially provided by the National Science Foundation under grant MIP-9311980. The original version of this code was written as part of a project to build a fixed-point vector processor in collaboration with the University of California at Berkeley, overseen by Profs. Nelson Morgan and John Wawrzynek.

THIS SOFTWARE IS DISTRIBUTED AS IS, FOR FREE. Although reasonable effort has been made to avoid it, THIS SOFTWARE MAY CONTAIN FAULTS THAT WILL AT TIMES RESULT IN INCORRECT BEHAVIOR. USE OF THIS SOFTWARE IS RESTRICTED TO PERSONS AND ORGANIZATIONS WHO CAN AND WILL TAKE FULL RESPONSIBILITY FOR ALL LOSSES, COSTS, OR OTHER PROBLEMS THEY INCUR DUE TO THE SOFTWARE, AND WHO FURTHERMORE EFFECTIVELY INDEMNIFY JOHN HAUSER AND THE INTERNATIONAL COMPUTER SCIENCE INSTITUTE (possibly via similar legal warning) AGAINST ALL LOSSES, COSTS, OR OTHER PROBLEMS INCURRED BY THEIR CUSTOMERS AND CLIENTS DUE TO THE SOFTWARE.

Derivative works are acceptable, even for commercial purposes, provided that the minimal documentation requirements stated in the source code are satisfied.

Maven version 3には次のソフトウェアが含まれる場合があります。

Apache Maven

Copyright 2001-2011 The Apache Software Foundation

この製品には次の開発元のソフトウェアが含まれます。

Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)

この製品(PlexusおよびClassworlds)には次の開発元のソフトウェアが含まれます。

The Codehaus Foundation (http://www.codehaus.org/)

この製品(Aether、Sisu、Spice、Plexus CiperおよびSec Dispatcher)には次の開発元のソフトウェアが含まれます。

Sonatype Inc. (http://www.sonatype.org/)

この製品(NekoHTML)には次の開発元のソフトウェアが含まれます。

SourceForge (http://www.sourceforge.net/)

この製品(Guice)には次の開発元のソフトウェアが含まれます。

Google Code (http://code.google.com/)

このソフトウェアの使用は、Apache License Version 2.0によって規定されています。








A.3 The Apache Software License, Version 1.1



Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The end-user documentation included with the redistribution, if any, must include the following acknowledgment:

"This product includes software developed by the Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)."

Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, if and wherever such third-party acknowledgments normally appear.


	
The names identified above with the specific software must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior written permission. For written permission, please contact apache@apache.org.


	
Products derived from this software may not be called "Apache", nor may "Apache" appear in their name, without prior written permission of the Apache Group.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE APACHE SOFTWARE FOUNDATION OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.








A.4 The Apache Software License, Version 2.0



次の条件は、Apache 2.0 Licenseに基づいてライセンスが供与されているすべての製品に適用されます。

Apache License, Version 2.0に準拠しないかぎり、指定されたファイルを使用できません。

ライセンスのコピーはhttp://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0で入手できます。また、このライセンスのコピーの複製を次に示しています。

Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.

See the License for the specific language governing permissions and limitations under the License.

Apache License

Version 2.0, January 2004

http://www.apache.org/licenses/

TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION

1. Definitions.

"License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction, and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document.

"Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by the copyright owner that is granting the License.

"Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all other entities that control, are controlled by, or are under common control with that entity. For the purposes of this definition, "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the direction or management of such entity, whether by contract or otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.

"You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity exercising permissions granted by this License.

"Source" form shall mean the preferred form for making modifications, including but not limited to software source code, documentation source, and configuration files.

"Object" form shall mean any form resulting from mechanical transformation or translation of a Source form, including but not limited to compiled object code, generated documentation, and conversions to other media types.

"Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or Object form, made available under the License, as indicated by a copyright notice that is included in or attached to the work (an example is provided in the Appendix below).

"Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object form, that is based on (or derived from) the Work and for which the editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications represent, as a whole, an original work of authorship. For the purposes of this License, Derivative Works shall not include works that remain separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of, the Work and Derivative Works thereof.

"Contribution" shall mean any work of authorship, including the original version of the Work and any modifications or additions to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted" means any form of electronic, verbal, or written communication sent to the Licensor or its representatives, including but not limited to communication on electronic mailing lists, source code control systems, and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but excluding communication that is conspicuously marked or otherwise designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution."

"Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and subsequently incorporated within the Work.

2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of, publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the Work and such Derivative Works in Source or Object form.

3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable (except as stated in this section) patent license to make, have made, use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, where such license applies only to those patent claims licensable by such Contributor that are necessarily infringed by their Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s) with the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You institute patent litigation against any entity (including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct or contributory patent infringement, then any patent licenses granted to You under this License for that Work shall terminate as of the date such litigation is filed.

4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without modifications, and in Source or Object form, provided that You meet the following conditions:

(a) You must give any other recipients of the Work or Derivative Works a copy of this License; and

(b) You must cause any modified files to carry prominent notices stating that You changed the files; and

(c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works that You distribute, all copyright, patent, trademark, and attribution notices from the Source form of the Work, excluding those notices that do not pertain to any part of the Derivative Works; and

(d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its distribution, then any Derivative Works that You distribute must include a readable copy of the attribution notices contained within such NOTICE file, excluding those notices that do not pertain to any part of the Derivative Works, in at least one of the following places: within a NOTICE text file distributed as part of the Derivative Works; within the Source form or documentation, if provided along with the Derivative Works; or, within a display generated by the Derivative Works, if and wherever such third-party notices normally appear. The contents of the NOTICE file are for informational purposes only and do not modify the License. You may add Your own attribution notices within Derivative Works that You distribute, alongside or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided that such additional attribution notices cannot be construed as modifying the License.

You may add Your own copyright statement to Your modifications and may provide additional or different license terms and conditions for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or for any such Derivative Works as a whole, provided Your use, reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with the conditions stated in this License.

5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise, any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of this License, without any additional terms or conditions. Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify the terms of any separate license agreement you may have executed with Licensor regarding such Contributions.

6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor, except as required for reasonable and customary use in describing the origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file.

7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied, including, without limitation, any warranties or conditions of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determining the appropriateness of using or redistributing the Work and assume any risks associated with Your exercise of permissions under this License.

8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory, whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, unless required by applicable law (such as deliberate and grossly negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be liable to You for damages, including any direct, indirect, special, incidental, or consequential damages of any character arising as a result of this License or out of the use or inability to use the Work (including but not limited to damages for loss of goodwill, work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all other commercial damages or losses), even if such Contributor has been advised of the possibility of such damages.

9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer, and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity, or other liability obligations and/or rights consistent with this License. However, in accepting such obligations, You may act only on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf of any other Contributor, and only if You agree to indemnify, defend, and hold each Contributor harmless for any liability incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason of your accepting any such warranty or additional liability.

END OF TERMS AND CONDITIONS

APPENDIX: How to apply the Apache License to your work

To apply the Apache License to your work, attach the following boilerplate notice, with the fields enclosed by brackets "[ ]" replaced with your own identifying information.(Don't include the brackets!)The text should be enclosed in the appropriate comment syntax for the file format. We also recommend that a file or class name and description of purpose be included on the same "printed page" as the copyright notice for easier identification within third-party archives.

Copyright [yyyy] [name of copyright owner]

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License"); you may not use this file except in compliance with the License. You may obtain a copy of the License at

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied. See the License for the specific language governing permissions and limitations under the License.
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Copyright (C) 1985-2010 by the Massachusetts Institute of Technology.

All rights reserved.

Export of this software from the United States of America may require a specific license from the United States Government. It is the responsibility of any person or organization contemplating export to obtain such a license before exporting.

WITHIN THAT CONSTRAINT, permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of M.I.T. not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. Furthermore if you modify this software you must label your software as modified software and not distribute it in such a fashion that it might be confused with the original MIT software. M.I.T. makes no representations about the suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTIBILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.

Individual source code files are copyright MIT, Cygnus Support, Novell, OpenVision Technologies, Oracle, Red Hat, Sun Microsystems, FundsXpress, and others.

Project Athena, Athena, Athena MUSE, Discuss, Hesiod, Kerberos, Moira, and Zephyr are trademarks of the Massachusetts Institute of Technology (MIT). No commercial use of these trademarks may be made without prior written permission of MIT.

"Commercial use" means use of a name in a product or other for-profit manner. It does NOT prevent a commercial firm from referring to the MIT trademarks in order to convey information (although in doing so, recognition of their trademark status should be given).

-----------------------------------------

Portions of src/lib/crypto have the following copyright:

Copyright (C) 1998 by the FundsXpress, INC.

All rights reserved.

Export of this software from the United States of America may require a specific license from the United States Government. It is the responsibility of any person or organization contemplating export to obtain such a license before exporting.

WITHIN THAT CONSTRAINT, permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of FundsXpress. not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. FundsXpress makes no representations about the suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTIBILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.

-----------------------------------------

The following copyright and permission notice applies to the OpenVision Kerberos Administration system located in kadmin/create, kadmin/dbutil, kadmin/passwd, kadmin/server, lib/kadm5, and portions of lib/rpc:

Copyright, OpenVision Technologies, Inc., 1996, All Rights Reserved

WARNING: Retrieving the OpenVision Kerberos Administration system source code, as described below, indicates your acceptance of the following terms. If you do not agree to the following terms, do not retrieve the OpenVision Kerberos administration system.

You may freely use and distribute the Source Code and Object Code compiled from it, with or without modification, but this Source Code is provided to you "AS IS" EXCLUSIVE OF ANY WARRANTY, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, OR ANY OTHER WARRANTY, WHETHER EXPRESS OR IMPLIED. IN NO EVENT WILL OPENVISION HAVE ANY LIABILITY FOR ANY LOST PROFITS, LOSS OF DATA, OR COSTS OF PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES, OR FOR ANY SPECIAL, INDIRECT, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THIS AGREEMENT, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THOSE RESULTING FROM THE USE OF THE SOURCE CODE, OR THE FAILURE OF THE SOURCE CODE TO PERFORM, OR FOR ANY OTHER REASON.

OpenVision retains all copyrights in the donated Source Code. OpenVision also retains copyright to derivative works of the Source Code, whether created by OpenVision or by a third party. The OpenVision copyright notice must be preserved if derivative works are made based on the donated Source Code.

OpenVision Technologies, Inc. has donated this Kerberos Administration system to MIT for inclusion in the standard Kerberos 5 distribution. This donation underscores our commitment to continuing Kerberos technology development and our gratitude for the valuable work which has been performed by MIT and the Kerberos community.

-----------------------------------------

Portions contributed by Matt Crawford <crawdad@fnal.gov> were work performed at Fermi National Accelerator Laboratory, which is operated by Universities Research Association, Inc., under contract DE-AC02-76CHO3000 with the U.S. Department of Energy.

-----------------------------------------

The implementation of the Yarrow pseudo-random number generator in src/lib/crypto/yarrow has the following copyright:

Copyright 2000 by Zero-Knowledge Systems, Inc.

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its documentation for any purpose is hereby granted without fee, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of Zero-Knowledge Systems, Inc. not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. Zero-Knowledge Systems, Inc. makes no representations about the suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty.

ZERO-KNOWLEDGE SYSTEMS, INC. DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO EVENT SHALL ZERO-KNOWLEDGE SYSTEMS, INC. BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTUOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.

-----------------------------------------

The implementation of the AES encryption algorithm in src/lib/crypto/aes has the following copyright:

Copyright (c) 2001, Dr Brian Gladman <brg@gladman.uk.net>, Worcester, UK. All rights reserved.

LICENSE TERMS

The free distribution and use of this software in both source and binary form is allowed (with or without changes) provided that:

1. distributions of this source code include the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer;

2. distributions in binary form include the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other associated materials;

3. the copyright holder's name is not used to endorse products built using this software without specific written permission.

DISCLAIMER

This software is provided 'as is' with no explicit or implied warranties in respect of any properties, including, but not limited to, correctness and fitness for purpose.

-----------------------------------------

Portions contributed by Red Hat, including the pre-authentication plug-ins framework, contain the following copyright:

Copyright (c) 2006 Red Hat, Inc.

Portions copyright (c) 2006 Massachusetts Institute of Technology

All Rights Reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of Red Hat, Inc., nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

-----------------------------------------

The implementations of GSSAPI mechglue in GSSAPI-SPNEGO in src/lib/gssapi, including the following files:

	lib/gssapi/generic/gssapi_err_generic.et
	lib/gssapi/mechglue/g_accept_sec_context.c
	lib/gssapi/mechglue/g_acquire_cred.c
	lib/gssapi/mechglue/g_canon_name.c
	lib/gssapi/mechglue/g_compare_name.c
	lib/gssapi/mechglue/g_context_time.c
	lib/gssapi/mechglue/g_delete_sec_context.c
	lib/gssapi/mechglue/g_dsp_name.c
	lib/gssapi/mechglue/g_dsp_status.c
	lib/gssapi/mechglue/g_dup_name.c
	lib/gssapi/mechglue/g_exp_sec_context.c
	lib/gssapi/mechglue/g_export_name.c
	lib/gssapi/mechglue/g_glue.c
	lib/gssapi/mechglue/g_imp_name.c
	lib/gssapi/mechglue/g_imp_sec_context.c
	lib/gssapi/mechglue/g_init_sec_context.c
	lib/gssapi/mechglue/g_initialize.c
	lib/gssapi/mechglue/g_inquire_context.c
	lib/gssapi/mechglue/g_inquire_cred.c
	lib/gssapi/mechglue/g_inquire_names.c
	lib/gssapi/mechglue/g_process_context.c
	lib/gssapi/mechglue/g_rel_buffer.c
	lib/gssapi/mechglue/g_rel_cred.c
	lib/gssapi/mechglue/g_rel_name.c
	lib/gssapi/mechglue/g_rel_oid_set.c
	lib/gssapi/mechglue/g_seal.c
	lib/gssapi/mechglue/g_sign.c
	lib/gssapi/mechglue/g_store_cred.c
	lib/gssapi/mechglue/g_unseal.c
	lib/gssapi/mechglue/g_userok.c
	lib/gssapi/mechglue/g_utils.c
	lib/gssapi/mechglue/g_verify.c
	lib/gssapi/mechglue/gssd_pname_to_uid.c
	lib/gssapi/mechglue/mglueP.h
	lib/gssapi/mechglue/oid_ops.c
	lib/gssapi/spnego/gssapiP_spnego.h
	lib/gssapi/spnego/spnego_mech.c


and the initial implementation of incremental propagation, including the following new or changed files:

	include/iprop_hdr.h
	kadmin/server/ipropd_svc.c
	lib/kdb/iprop.x
	lib/kdb/kdb_convert.c
	lib/kdb/kdb_log.c
	lib/kdb/kdb_log.h
	lib/krb5/error_tables/kdb5_err.et
	slave/kpropd_rpc.c
	slave/kproplog.c


and marked portions of the following files:

	lib/krb5/os/hst_realm.c


are subject to the following license:

Copyright (c) 2004 Sun Microsystems, Inc.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

-----------------------------------------

MIT Kerberos includes documentation and software developed at the University of California at Berkeley, which includes this copyright notice:

Copyright (C) 1983 Regents of the University of California.

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.

3. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

-----------------------------------------

Portions contributed by Novell, Inc., including the LDAP database backend, are subject to the following license:

Copyright (c) 2004-2005, Novell, Inc. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
The copyright holder's name is not used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

-----------------------------------------

Portions funded by Sandia National Laboratory and developed by the University of Michigan's Center for Information Technology Integration, including the PKINIT implementation, are subject to the following license:

COPYRIGHT (C) 2006-2007

THE REGENTS OF THE UNIVERSITY OF MICHIGAN

ALL RIGHTS RESERVED

Permission is granted to use, copy, create derivative works and redistribute this software and such derivative works for any purpose, so long as the name of The University of Michigan is not used in any advertising or publicity pertaining to the use of distribution of this software without specific, written prior authorization. If the above copyright notice or any other identification of the University of Michigan is included in any copy of any portion of this software, then the disclaimer below must also be included.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED AS IS, WITHOUT REPRESENTATION FROM THE UNIVERSITY OF MICHIGAN AS TO ITS FITNESS FOR ANY PURPOSE, AND WITHOUT WARRANTY BY THE UNIVERSITY OF MICHIGAN OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING WITHOUT LIMITATION THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE REGENTS OF THE UNIVERSITY OF MICHIGAN SHALL NOT BE LIABLE FOR ANY DAMAGES, INCLUDING SPECIAL, INDIRECT, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, WITH RESPECT TO ANY CLAIM ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OF THE SOFTWARE, EVEN IF IT HAS BEEN OR IS HEREAFTER ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

-----------------------------------------

The pkcs11.h file included in the PKINIT code has the following license:

Copyright 2006 g10 Code GmbH

Copyright 2006 Andreas Jellinghaus

This file is free software; as a special exception the author gives unlimited permission to copy and/or distribute it, with or without modifications, as long as this notice is preserved.

This file is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY, to the extent permitted by law; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.

-----------------------------------------

Portions contributed by Apple Inc. are subject to the following license:

Copyright 2004-2008 Apple Inc. All Rights Reserved.

Export of this software from the United States of America may require a specific license from the United States Government. It is the responsibility of any person or organization contemplating export to obtain such a license before exporting.

WITHIN THAT CONSTRAINT, permission to use, copy, modify, and distribute this software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of Apple Inc. not be used in advertising or publicity pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. Apple Inc. makes no representations about the suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTIBILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.

-----------------------------------------

The implementations of strlcpy and strlcat in src/util/support/strlcat.c have the following copyright and permission notice:

Copyright (c) 1998 Todd C. Miller <Todd.Miller@courtesan.com>

Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any purpose with or without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and this permission notice appear in all copies.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND THE AUTHOR DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, DIRECT, INDIRECT, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.

-----------------------------------------

The implementations of UTF-8 string handling in src/util/support and src/lib/krb5/unicode are subject to the following copyright and permission notice:

The OpenLDAP Public License

Version 2.8, 17 August 2003

Redistribution and use of this software and associated documentation ("Software"), with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions in source form must retain copyright statements and notices,


	
Redistributions in binary form must reproduce applicable copyright statements and notices, this list of conditions, and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution, and


	
Redistributions must contain a verbatim copy of this document.




The OpenLDAP Foundation may revise this license from time to time. Each revision is distinguished by a version number. You may use this Software under terms of this license revision or under the terms of any subsequent revision of the license.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OPENLDAP FOUNDATION AND ITS CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OPENLDAP FOUNDATION, ITS CONTRIBUTORS, OR THE AUTHOR(S) OR OWNER(S) OF THE SOFTWARE BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

The names of the authors and copyright holders must not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealing in this Software without specific, written prior permission. Title to copyright in this Software shall at all times remain with copyright holders.

OpenLDAP is a registered trademark of the OpenLDAP Foundation.

Copyright 1999-2003 The OpenLDAP Foundation, Redwood City, California, USA. All Rights Reserved. Permission to copy and distribute verbatim copies of this document is granted.

-----------------------------------------

Marked test programs in src/lib/krb5/krb have the following copyright:

Copyright (c) 2006 Kungliga Tekniska Högskolan

(Royal Institute of Technology, Stockholm, Sweden).

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met:

	
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.


	
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.


	
Neither the name of KTH nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this software without specific prior written permission.




THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY KTH AND ITS CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL KTH OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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Oracleの法律上の注意点

コピーライト

Copyright © 1994, 2020, Oracle and/or its affiliates.

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

制限付権利について

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs (including any operating system, integrated software, any programs embedded, installed or activated on delivered hardware, and modifications of such programs) and Oracle computer documentation or other Oracle data delivered to or accessed by U.S. Government end users are "commercial computer software" or "commercial computer software documentation" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, the use, reproduction, duplication, release, display, disclosure, modification, preparation of derivative works, and/or adaptation of i) Oracle programs (including any operating system, integrated software, any programs embedded, installed or activated on delivered hardware, and modifications of such programs), ii) Oracle computer documentation and/or iii) other Oracle data, is subject to the rights and limitations specified in the license contained in the applicable contract.The terms governing the U.S. Government's use of Oracle cloud services are defined by the applicable contract for such services.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Insideは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Epyc、AMDロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに関する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

Pre-General Availability (一般提供前)版のラベルと公開日

Pre-General Availability (一般提供前)版: 2020年1月15日

Pre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントがPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントはPre-General Availability (一般提供前)版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

オラクルの機密ラベル

ORACLE CONFIDENTIAL 無許可での使用を禁止します。第三者への配布を禁止します。

収益認識 (Revenue Recognition) について

このドキュメントが非公開のPre-General Availability (一般提供前)版の場合:
このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のPre-General Availability Trial Agreement (Pre-GAトライアル契約)のみに従って検討されるべきものとします。マテリアルやコード、機能を提供することのコミットメント（確約）ではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないでください。このドキュメントに記載されている機能の開発、リリース、時期および価格については、オラクルの単独の裁量により変更される可能性があります。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は「http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info」か、聴覚に障害のあるお客様は「http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs」を参照してください。
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